




新潟県教育員会は、道࿏建設などの道࿏事業に൐͏発掘調査を行っており、ͦの成

Ռを発掘調査報告書として公දしてまいりました。

一般国道 8号は新潟市をى఺とし、日本ւԊいに北཮地ํをॎ断してژ౎市にࢸる

文化の発・ࡁ業・経࢈ਆ地ํを݁ぶとと΋に、新潟県のࡕژઢ道࿏で、北཮地ํとװ

లに大きな໾ׂをՌたしています。しかし、国道 8号の͏ͪ糸魚川市間࿬からԡ上地

区では、道࿏෯員がڱく人Ո連ୱ部を௨աするたΊ、ަ௨事ނやौ଺・૽Ի౳のަ௨

な社会໰୊となっていました。糸魚川東バイパスはこのよ͏な໰୊ࠁのѱ化がਂڥ؀

をղܾし、地Ҭのװઢ道࿏としての໾ׂをڧ化するとと΋に、ݱ道を地Ҭの生׆道࿏

としての機能をճ෮͞せるたΊにܭը͞れました。

本書は国道 8号糸魚川東バイパス建設にઌཱͪ、2007 年に࣮ࢪした糸魚川市横マ

クリ遺跡の発掘調査報告書です。調査の݁Ռ、平҆時代には小河川が平行して流れて

いたこと、古墳時代前期には玉作が行われていたことが明らかになりました。

、れるとと΋に͞༺׆く޿ճの報告書が、糸魚川地Ҭのྺ࢙をղ明する資料としてࠓ

県ຽのํʑの埋蔵文化財にରするཧղと஌ࣝをਂΊるܖ機となれ͹޾いです。

ԉॿをいたͩきました糸魚川市教育委ޚとྗڠޚ後に、この調査に関して多大な࠷

員会ならͼに地ݩ住ຽのํʑ、発掘調査から報告書ץ行にࢸるまで֨別のޚ഑ྀをい

たͩきました北཮地ํ੔උہ高田河川国道事຿所にରしްくおྱਃし上͛ます。
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	 1	 本報告書は、新潟県糸魚川市大字田伏字横マクリ 749�1 ほかに所在する遺跡の発掘調査記録である。発掘調査

は 2006 年度・2007 年度の 2か年にわたって࣮͞ࢪれているが、本書は 2007 年度の調査記録である。

	 2	 本調査は、一般国道 8号糸魚川東バイパスの建設に൐い、国土ަ௨লから新潟県教育委員会（以下、県教委）がड

ୗした΋ので、発掘調査は県教委が調査主体となり、公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）

に調査をґཔし࣮ࢪした。

	 3	 出土遺物ٴͼ調査・੔ཧ作業に係る֤種資料は、一ׅして県教委が新潟県埋蔵文化財ηϯλーにおいて保؅して

いる。遺物の஫記は、ʮϤコマʯとし、調査年度・出土地఺・૚Ґなどを続けて記した。

	 4	 本書のਤ中でࣔすํҐは、す΂てਅ北である。

	 5	 遺物番号は遺物の種類に関係なく௨し番号とした。本文ٴͼૠਤ・࡯؍ද・ਤ面ਤ൛・ࣸਅਤ൛の番号はす΂て

一கしている。

	 6	 本文中の஫は٭஫とし、ท͝とに番号を෇した。また、Ҿ༻文ݙは著者およͼ発行年（੢ྐྵ）を文中にʦ　ʧでࣔし、

巻຤に一ׅしてࡌܝした。たͩし、第ᶜষについては֤分析の文຤にࡌܝした。

	 7	 ֤種ਤ൛作成・編集は、有ݶ会社	不ೋ出൛に委ୗした。

	 8	 調査成Ռの一部はݱ地આ明会、埋文事業団年報、埋文にいがた、遺跡発掘調査報告会などで公දしているが、本

報告を΋ってਖ਼式な報告とする。

	 9	 ࣗવՊֶ分໺に関わる֤種分析は以下の機関に委ୗした。

	 	 　थ種ಉఆʜʜ株式会社	パリノ・サーヴェイ（高橋　敦）・株式会社	パレオ・ラボ（黒沼保子）

	 	 　์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆʜ株式会社	加速器分析研究所

	 10	 本書のࣥච・編集は、坂上有紀（埋文事業団		ઐ໳৤ୗ員）がこれにあたった。なお、第ᶙষ 2・第ᶚষについては、

দӬಞ஌の原ߘに加ච・मਖ਼した΋の、第ᶗষ 1・第ᶙষ 1についてはץطの横マクリ遺跡報文に加ච・मਖ਼した

΋のである。また、第Ⅱষについては、ץطの糸魚川東バイパス・北཮新װઢ関係報告書をࢀরした。

	 11	 弥生時代後期〜古墳時代前期の土器については、ୌ୔ن࿕（文化行੓՝埋蔵文化財係	 	ઐ໳調査員）、古代〜中世の土

器についてはय़日ਅ࣮（埋文事業団 ՝௕代ཧ）、石器・石製品については加౻　ֶ（ಉ		൝௕）・高橋保༤（ಉ		ઐ໳৤ୗ員）

のࢦಋをडけた。たͩし文੹は坂上にある。

	 12	 発掘調査から本書の作成にࢸるまで、下記のํʑٴͼ機関から多くのޚ教ࣔ・ྗڠޚをࣀった。ここに記してް

くおྱਃし上͛る。

	 	 　国土ަ௨ল北཮地ํ੔උہ高田河川国道事຿所　　糸魚川市教育委員会
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1

第ᶗষ　ং　　　આ

1　調査にࢸる経緯

一般国道 8号は、北཮ࣗಈं道とと΋に関੢・北཮ํ面と新潟県Ҭを݁ぶ主要װઢ道࿏である。また、

地ݩにおいては、山地とւ؛を݁んで、南北にԆͼる道࿏を東੢ํ޲に連݁・連བྷする重要な生׆道࿏と

しての໾ׂを୲ってきた。しかし、ۙ年のަ௨ྔの૿加は௨ۈ・௨ֶ時間ଳを中৺に糸魚川市Ҭでຫ性的

なौ଺をҾきىこし、地ݩからはौ଺のղফやަ௨҆શの֬保を含Ίたަ௨ڥ؀のվળをٻΊられていた。

建設ল（ݱ国土ަ௨ল、以下、国ަল）はͦのよ͏な状گを౿ま͑て、糸魚川東地区のަ௨ࠞࡶのղফとװ

ઢωットϫークのॆ࣮・ڧ化を目的に、国道 8号糸魚川東バイパス（糸魚川市間࿬〜ಉ市ԡ上にࢸる 6�9LN）

の建設を 1989（平成ݩ）年に事業化した。これをडけて、国ަলと新潟県教育委員会（以下、県教委）は、

。を重Ͷたٞڠը༻地಺における埋蔵文化財のऔりѻいについてܭ

国ަলからґཔをडけて県教委は財団法人埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）に౰֘地区の分෍

調査を委ୗした。埋文事業団は、ૣ川؛ࠨのֿ԰ෑ地区からւ川؛ࠨのԡ上地区にわたる༧ఆ法ઢ಺をର

৅として、1999（平成 11）年 10月 13・14日に分෍調査を࣮ࢪした。ͦの݁Ռ、調査ൣғの約൒分が山 ・ྛ

୐地・੝土であったたΊ、࠾集͞れた遺物はわͣかであった。しかし、遺跡の存在が༧૝͞れる地形的特

௃などを加ຯしながら 5か所の遺跡ਪఆ地が存在することを県教委΁報告した。

第 1図　国道 8号糸魚川東バイパスの法線と遺跡の位置
（国土地ཧӃ発行ʮ糸魚川ʯ1ɿ50,000 原ਤ　平成 8年発行）

六反田南遺跡
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2　調査と੔ཧ作業

2　調査と੔ཧ作業

A　ࢼ掘֬ೝ調査

調 査 の 経 過

2006（平成 18）年、糸魚川市田伏地区において、国道 8号糸魚川東バイパスにと΋な͏工事༻ਐೖ࿏

ならͼにਫ࿏ボックスの建設工事がਐΊられることになった。国ަলからґཔをडけた県教委は、埋文事

業団に౰֘地区のࢼ掘֬ೝ調査を委ୗし、ಉ年 6月にࢼ掘֬ೝ調査を࣮ࢪした。ͦの݁Ռ、1,340N2 の

本発掘調査がඞ要と判断͞れ、新発見の遺跡として、小字名からʮ横マクリ遺跡ʯと໋名͞れた。本発掘

調査はಉ年 8月から 12月にかけて行われ、発掘調査報告書がץ行͞れている（第 188 集　横マクリ遺跡、

以下、この調査区を 06年調査区とݺぶ）。

2007（平成 19）年、本発掘調査࣮ൣࢪғ隣接地で市道֦෯と河川੾りସ͑のܭըが国ަলからࣔ͞れ

たことから、3月 6・7日に֬ೝ調査を࣮ࢪした。༻地಺にࢼ掘޵（トレϯν、以下 T）を೚ҙに 3か所設

ఆし、重機（バックϑΥー）ٴͼ人ྗによる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・遺物の有無を֬ೝした。

調査ର৅ൣғは250N2、࣮ 質調査面積は8N2で֬ೝ཰は3�2�である。隣接地の本発掘調査の݁Ռから、

遺物包含૚は地ද下約 2�5Nにあると༧૝͞れたたΊ法面を設けて掘࡟し、࠷ऴ的に掘ਂ࡟度は約 3Nに

およんͩ。調査の݁Ռ、1Tでは古墳時代包含૚中で֬ೝ͞れたࣗવ流࿏から土器が多ྔに出土した。遺

物は流࿏以外からは出土しておらͣ、ഇ͞غれた出土状گをࣔ͞ないたΊ、流れࠐんͩ遺物と͑ߟられた。

ͦこで、流࿏が存在するとਪఆ͞れるൣғでは工事ཱ会いを࣮ࢪし、工事中に遺構・遺物を発見した৔߹

には別్ٞڠするとい͏判断となった。

また、2006 年に行った調査の݁Ռ、遺跡は東側に޿がると༧૝できたことから、2007（平成 19）年 5

月 21・22日、06年調査区の東側 1,480N2 について֬ೝ調査を࣮ࢪした。調査は、バイパス༻地಺にト

レϯνを೚ҙに 3か所設ఆし、重機（バックϑΥー）ٴͼ人ྗによる掘࡟・ਫ਼査を行い、遺構・遺物の有無

を֬ೝした。࣮質調査面積は 64�0N2

で֬ೝ཰は4�3�である。ͦ の݁Ռ、1・

2T では古墳時代の遺物包含૚が֬ೝ

第 2図　1T　ピット検出状況（西から） 第 3図　試掘確認調査トレンチ位置図

0 50N（1ɿ1,500）
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第ᶗষ　ং　　　આ

でき、古墳時代前期とΈられる土器などが多く出土した。また、1Tではピット΋ݕ出͞れ、木が出土した（第

2ਤ）。これは本発掘調査で 4X102D として調査を行ったが、木はࣗવ木（275）と判明した。2Tでは古

墳時代包含૚より上の૚から珠洲焼が 1఺出土し、トレϯνの੢側では古墳時代より΋新しいࣗવ流࿏と

ΈられるམͪࠐΈがݕ出͞れた（河川 6）。3Tでは平҆時代の遺物包含૚が֬ೝでき、土師器椀や製塩土

器が出土した。なお、このトレϯνからは古墳時代の包含૚はݕ出͞れなかった。3か所のトレϯνす΂

てから遺物が出土したことから、調査ର৅ൣғશ面について本発掘調査がඞ要と判断͞れた。

調 査 の 体 制

#　本 発 掘 調 査

調 査 の 経 過

2007（平成 19）年 7月 30 日から事前४උとฒ行してද土আڈを։࢝した。ද土は、調査員ཱ会いの

΋と重機により掘࡟し、Նقの作業ࢭٳを経て 8月 23日にྃ׬した。8月 2日から 6日まで։ڎ掘࡟を

行い、続いてトレϯν掘࡟により遺跡の಺༰を֬ೝした。8月 27日からは古代の包含૚であるᶚ૚を人

ྗで掘࡟したが、古代より΋古墳時代の土器が多い状گであった。9月 11日からは一部遺構ਫ਼査にணख

したが、9月 19日からはಉ時ฒ行で発掘調査をਐΊていた఻ࣉָۃ跡のۭࡱ४උのたΊ、一୴作業を中

断した。9月 25 日に集中߽Ӎに見෣われۭࡱがԆ期͞れてしまったこと΋あり、10月 2日によ͏やく

作業を࠶։し、遺構掘࡟を։࢝した。10月 16 日に上૚（古代）の੢側を׬ງしࣸਅࡱӨを行った。17

日からは上૚東側の河川 1〜 3の調査とฒ行して古墳時代の包含૚であるᶛ૚の掘࡟を։࢝した。上૚

でݕ出した河川1〜3・6はᶛ૚を掘りࠐんでいる。ɒ ૚は河川3以東ではബくなり平面的には不明ྎで、

遺構・遺物はرബであった。下૚（古墳時代）の遺構はૄらであったが、土器片が集中するՕ所がいくつ

かೝΊられた。ͦれにと΋な͏平面ϓラϯがݕ出͞れなかったことから、1఺ͣつ番号を෇して出土Ґஔ

を記録しながらऔり上͛を行͏こととした。11月30日から遺構ਫ਼査・掘࡟・遺物のऔり上͛をॱ次行った。

期 間 2007 年（平成 19）年 5月 21・22日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育௕		෢౻　ݾࠀ）

調 査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団	（ཧ事௕		෢౻　ݾࠀ）

૯ ׅ 木村　ਖ਼ত（事຿ہ௕）

؅ ཧ ᜊ౻　ӫ		　（૯຿՝௕）

ॸ ຿ ௕୩川　༃（૯຿՝　൝௕）

調 査 ૯ ׅ ౻巻　ਖ਼৴（調査՝௕）

調 査 ୲ ౰ 田ւ　ٛਖ਼（調査՝　ࢼ掘֬ೝ調査୲౰՝௕代ཧ）

調 査 ৬ 員 田中　一ึ（調査՝　ઐ໳৤ୗ員）

期 間 2007 年（平成 19）年 3月 6・7日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育௕		෢౻　ݾࠀ）

調 査
新潟県教育委員会（教育௕		෢౻　ݾࠀ）

財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団	（ཧ事௕		෢౻　ݾࠀ）

૯ ׅ 木村　ਖ਼ত（事຿ہ௕）

؅ ཧ ᜊ౻　ӫ		　（૯຿՝௕）

ॸ ຿ ௕୩川　༃（૯຿՝　൝௕）

調 査 ૯ ׅ ౻巻　ਖ਼৴（調査՝௕）

調 査 ࢦ ಋ ⃻　༟ॿ（調査՝　本発掘調査୲౰՝௕代ཧ）ࣉ

調 査 ୲ ౰ ౉ᬑ　༟೭（調査՝　൝௕）

調 査 ৬ 員 ᖒ田　敦		　（新潟県教育ி文化行੓՝　主೚調査員）
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2　調査と੔ཧ作業

12 月 8日には地Ҭの住ຽをର৅に調査速報会を࣮ࢪし、53名のࢀ加があった。調査ऴ൫になってから

玉類未成品が出土し࢝Ίたことから、一部のपลの土については土৕ਫચを行いඍࡉ遺物の収集に౒Ίた。

12月 18 日にۭࡱを行い、21日にす΂ての調査をऴྃした。調査面積は上૚ 1,240N2、下૚ 800N2 で

Ԇ΂ 2,040N2 である。

調 査 の 体 制

$　੔　ཧ　作　業

整理作業の経過

遺物のਫચなどのૅج的な作業は、2007（平成 19）年度の本発掘調査とฒ行しながらਐΊ、本発掘調

査ऴྃ後 1月〜 3月は上ӽ市֟崎区に所在する古田૊遺跡調査研究ࣨで遺物の஫記・一部の遺物࣮ଌ・

原ࣥߘචを行った。本֨的な੔ཧ作業は 2014（平成 26）年 4月から։࢝し、印刷・ץ行まで行った。

ࣗવՊֶ分析については、2007 年に์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ・थ種ಉఆを委ୗしたが、分析఺਺が 10఺

のΈであったたΊ、2014 年では木製品のݸࡌܝ体શ఺についてथ種ಉఆを௥加して行った。

なお、報告書の編集作業（本文・レイΞ΢トをふくΉす΂ての編集）は、埋文事業団の報告書作成ج४書により、

有ݶ会社不ೋ出൛に委ୗし、σδλϧσーλ（%T1）でೲ品をडけた。不ೋ出൛には以下の資料をڅࢧした。

本文・ૠਤɿϫード形式、Τクηϧ形式σーλ。ૠਤ原ਤ、ਤҊ。

遺構ਤ面ਤ൛ɿ原ਤ、レイΞ΢トਤҊ、文字σーλ。

遺物ਤ面ਤ൛ɿ原ਤ（石器・石製品）、トレースਤ（土器、土製品、木製品）、୓Ө、レイΞ΢トਤҊ、文字

σーλ。

遺構・遺物ࣸਅਤ൛ɿσーλ（$%）、レイΞ΢トਤҊ

整理作業の体制

期 間 2007 年（平成 19）年 8月 1日〜 12月 21日

調 査 主 体 新潟県教育委員会（教育௕		෢౻　ݾࠀ）

調 査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団	（ཧ事௕		෢౻　ݾࠀ）

૯ ׅ 木村　ਖ਼ত（事຿ہ௕）

؅ ཧ ᜊ౻　ӫ		　（૯຿՝௕）

ॸ ຿ ௕୩川　༃（૯຿՝　൝௕）

調 査 ૯ ׅ ౻巻　ਖ਼৴（調査՝௕）

調 査 ࢦ ಋ ⃻　༟ॿ（調査՝　本発掘調査୲౰՝௕代ཧ）ࣉ

調 査 ୲ ౰ 石川　ஐ紀（調査՝　൝௕）

調 査 ৬ 員 ඉޱ　重ਖ਼（調査՝　主೚調査員）

ࢧ ԉ 株式会社		古田૊　　ݱ৔代ཧ人		஛಺　一ت　　調査員		দӬ　ಞ஌

期 間 2014 年（平成 26）年 4月 1日〜 2015（平成 27）年 3月 31日

੔ ཧ 主 体 新潟県教育委員会（教育௕		高Ҫ　੝༤）

੔ ཧ 公益財団法人	新潟県埋蔵文化財調査事業団	（ཧ事௕		高Ҫ　੝༤）

૯ ׅ 土ං　ໜ		　（事຿ہ௕）

؅ ཧ ೋ（૯຿՝௕）޺　૔۽

ॸ ຿ ஥川　国ത（૯຿՝　൝௕）

੔ ཧ ૯ ׅ 高橋　保		　（調査՝௕）

੔ ཧ ࢦ ಋ य़日　ਅ࣮（調査՝　੔ཧ୲౰՝௕代ཧ）

੔ ཧ ୲ ౰ 坂上　有紀（調査՝　ઐ໳৤ୗ員）

作 業 小۽　紀子　　小出　有紀（調査՝　৤ୗ員）
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第Ⅱষ　遺跡のҐஔとڥ؀

1　地 ཧ 的 ؀ ڥ

横マクリ遺跡が所在する糸魚川市は、新潟県の࠷੢୺にҐஔする。市Ҭの北は日本ւに面し、南を௕໺県、

੢を෋山県と接する。糸魚川市は、古くから࢙跡দ本֗道の日本ւ側ى఺として஌られている。ʮ塩の道ʯ

と΋ݺ͹れるこの古道は、糸魚川から௕໺県দ本までのおよͦ 30ཬ（120LN）におよぶफ़ݥな山ӽ͑の

道であり、ւを΋たない಺཮部΁塩や魚հ類をૹる道として重要な໾ׂを୲ってきた。ݱ在΋ඣ川Ԋいに

௕໺県΁௨͡る国道 148 号ઢと +3大糸ઢ、ւ؛Ԋいを௨աする北཮ࣗಈं道・国道 8号ઢ・+3北཮本

ઢのަ఺にあたるަ௨の要所である。

糸魚川市は、南北に流れるඣ川とほ΅一கするよ͏に、ϑΥッサマάφの੢ԑにあたるʮ糸魚川 � ੩Ԭ

構଄ઢʯが分෍する。この構଄ઢをڥքとして、地質ֶ的に੢南日本と東北日本に分けられている。構଄

ઢ以੢の地૚は、主に古生代石୸紀〜ϖϧϜ紀にࢸる青ւ−࿇՚ม成ؠଳなど、古生代・中生代のଯ積ؠ・

Ր成ؠより成りཱっている。青ւ−࿇՚ม成ؠଳは、ͦの断૚面にऄ໲ؠ・ً྘ؠ・มはんれいؠなどが

հ在するෳࡶな構଄を有しており、ͻすいً石ؠ・青ւ石・ౕಸ川石などرগなؠ石が含まれている。中

で΋、ʮͻすいً石ؠʯは小ୌ川や青ւ川で࢈出͞れることが஌られており、ʮ小ୌ川のߗ玉࢈地ʯ・ʮ青ւ

川のߗ玉࢈地ٴͼߗ玉ؠմʯがఱવ記೦物にࢦఆ͞れている。一ํ、この構଄ઢ以東の地質は主に新第ࡾ

紀・第࢛紀の新しい時代のଯ積ؠ・Ր成ؠより成りཱっており、構଄ઢの東੢で地質が大きくҟなること

がわかるʦླ木 2000・小ྛ 2000ʧ。

市Ҭの南側には、ඈଭ山຺の北Ԇ主ྏと੢ᰍ৓山地がある。ඈଭ山຺には、県಺࠷高ๆの小࿇՚山

（2,769N）をは͡Ίとして 2,000Nڃの山ʑが連なる。ͦの主ྏは北にਐΉにしたがい高度をٸ速に͡ݮ

日本ւに没している。この֑ٸがʮ਌不஌・子不஌ʯである。石灰ؠからなる黒ඣ山（1,221N）・明੕山

（1,188N）では山ַΧϧストが発ୡしており、日本ਂ࠷の白࿇ಎ（513N）など多਺のಎ݀が存在する。市

Ҭにはここから࢈出する石灰ؠを資ݯとした化ֶ工業地ଳが形成͞れている。

੢ᰍ৓山地は、新第ࡾ紀以߱のଯ積ؠがོىしたٰྕと、௕໺県との県ڥをなすӍ০山（1,963N）やւ

୩山地などՐ山性ؠ石を主体とする山մから構成͞れており、͞らにͦのഎ後には焼山（2,400N）がҐஔ

する。ඪ高 400N以下の小ى伏山地Ҭは、主に新第ࡾ紀の࠭టؠ૚から形成͞れており、地下ਫྔが૿

大する༥ઇ期、കӍ期、ॳౙなどには่མ・地す΂りが発生するʦླ木 2000ʧ。地׈り౳๷ࢭ法੍ఆのきっ

かけとなったࡤ
ませ͙ͪ

り（1947׈地ޱ 年発生）など、著名な地׈りが多い地Ҭで΋ある。

これらの山地をݯ流にして、青ւ川・田ւ川・ඣ川・ւ川・ૣ川などが北流し日本ւに஫͙。ͦの中で

΋ඣ川はこの地Ҭ࠷௕の一ڃ河川であり、શ௕約60LNにおよぶ。௕໺県青木ބ北部の࣪地をݯ流として、

௕໺県小୩村を経て糸魚川市で日本ւに஫いでいる。これらの河川Ԋいには河؛ஈٰが見られるが、特に

ඣ川とւ川の河؛ޱに発ୡしている。このஈٰは高Ґのߑ積ஈٰから௿Ґのԭ積ஈٰまで 6ஈにࡉ分͞

れているʦླ木 1982ʧ。高Ґのஈٰにはೄ文時代〜弥生時代、௿Ґのஈٰにはೄ文時代〜古代、ԭ積ஈ

ٰには古代の遺跡が分෍しており、遺跡の時期が下るにしたがって高Ґから௿Ґ΁とͦの分෍する主体面

をҠಈ͞せているʦࣉ⃻ 1988ʧ。
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2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

これらの河川はいͣれ΋ٸ流で、かつվఆがਂいたΊ、ԭ積平໺は発ୡしていない。࠷΋޿いԭ積地は

ඣ川とւ川の河ޱ間に形成͞れたઔ状地で、このઔ状地を中৺にڱいւ؛平໺が޿がる。このほかの平ୱ

地は、河川Ԋいにわͣかな୩ఈ平໺がࡉ௕く形成͞れるのΈである。また、北東−南੢に平׈に޿がるւ

大෯࠷の須୔では؛ࠨޱઢԊいにはٰ࠭ྻが形成͞れており、ඣ川河؛ 300N、࠷大高 11�5Nをଌるʦླ

木 1982ʧ。市֗地や主要װઢは、このٰ࠭上とԭ積地など、ݶられた平ୱ地にࡉ௕くల։している。

2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

糸魚川市における弥生時代〜中世の主な遺跡分෍は、第4ਤの௨りである。ඣ川ӈ؛の糸魚川地区では、

ඪ高 100N以下の؇ࣼ܏のٰྕが発ୡし、特にඪ高 50N前後の河؛ஈٰ上に遺跡が多く分෍する。また、

ۙ年、北཮新װઢ建設に൐͏発掘調査౳によって、ڱい平໺部において΋遺跡分෍が濃ີであることが明

らかになっている。居住にదした平ୱ地がݶられるたΊ、土地ར༻が特ఆのൣғに集中した݁Ռと͑ߟら

れる。ここでは、横マクリ遺跡に関連する弥生時代〜中世の遺跡について֓؍する。

弥　生　時　代

遺跡（18）・後生山遺ٶ在֬ೝ͞れている弥生時代の遺跡は、大௩遺跡（12）・原山遺跡（46）・一のݱ

跡（20）・థਧ田遺跡（22）・本遺跡（29）などがあるが、਺はগない。ԕլ川系土器が出土した大௩遺跡

は前期຤であるが、一のٶ遺跡・後生山遺跡・థਧ田遺跡など後期〜古墳時代前期の遺跡が多くを઎Ίる。

また、す΂ての遺跡で玉作関連資料が֬ೝ͞れていることが特௃的である。ԭ積地を見下Ζすஈٰ所にཱ

地するのは後生山遺跡と大௩遺跡にݶられ、多くの遺跡がԭ積地にཱ地する。

後生山遺跡は後期を中৺とする遺跡で、୦݀建物 4౩・土ߔ・޵などがݕ出͞れ、北ํに޿がる平໺

部とのൺ高ࠩは約 30Nであり、いわΏる高地性集མと͑ߟられる。ヒスイ・྘৭ڽ灰ؠの原石やے砥石

などが出土しており、集མ಺では玉作が行われていたʦ木ౡほか1986ʧ。また、3号住居跡から出土した

土器܈は北཮系土器を主体とし、後期ॳ಄にҐஔͮけられる΋ので、新潟県಺における弥生時代後期のج

४資料となっているʦୌ୔ 2005 などʧ。థਧ田遺跡は後生山遺跡の北ํに޿がる平໺上にཱ地する遺跡

であり、弥生時代後期のํ形पุߔとਪଌ͞れるߔがݕ出͞れている。

本遺跡とಉ時に発見͞れ、発掘調査͞れた田伏山崎遺跡（42）ʦࠤ౻ほか2009ʧは、ڱい୩の中にཱ地

する弥生時代後期〜中世におよぶෳ߹遺跡であるが、௿地を޲ࢤした౰֘期の遺跡の༷子をよくࣔしてい

るよ͏にࢥわれる。なお、本遺跡から出土した遺物の大൒は、田伏山崎遺跡に由来する΋のとਪଌできる。

古　墳　時　代

古墳時代の遺跡は、玉作に関連する遺跡が多いのが特௃的である。

థਧ田遺跡は弥生時代後期から続く遺跡であるが、前期から中期を中৺とする玉作遺跡で、臼玉・勾玉・

؅玉・砥石౳が出土し、玉作༻の特घピットやํ形पุߔとΈられる遺構がݕ出͞れているʦ҆౻ほか

1978ʧ。また、ۙ年౎市ܭը道࿏建設に൐͏発掘調査が断続的に行われ、୦݀建物や木製௼ළを൐͏Ҫ戸

のݕ出、ۏப状石製品の出土など஫目͞れているʦ山؛ 2005・2006ʧ。なお、థਧ田遺跡とඣޚ前遺跡は、

ত࿨ 50（1975）年に別ݸの遺跡と͞れるまでは、ʮඣޚ前遺跡ʯとい͏名শでಉ一の遺跡としてとら͑ら

れてきた経緯があるʦ土田 1978ʧ。྆遺跡の間に遺跡のۭ白が存在することが֬ೝ͞れているよ͏であ

るが、年代的に重ෳすることから無関係とは͑ߟられない。

大֯地遺跡（5）は、ত࿨ 10（1935）年のே日新ฉにʮ石器時代の玉作り遺跡か。૔एࣣ࿠ࢯが青ւ町
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で発見したߟ古ֶ上のๅݿʯと঺հ͞れている。ͦの後、青木重ࢯ޹によって஝積͞れた資料がܖ機とな

りֶ会で஫目͞れるよ͏になり、勾玉の製作աఔʮオΨクνٕ法ʯʦࣉ村 1966ʧのඪࣝ資料として΋஌

られるよ͏になった。ত࿨ 45・48（1970・1973）年には、౎市ܭը道࿏建設に൐͏発掘調査が行われ、

工作༻特घピットを΋つ玉作工房跡がݕ出͞れʦࣉ村・҆౻ほか1979ʧ、中期の׈石製玉類の製作関連資

料が多਺出土している。また、平成 17（2005）年には北཮新װઢ建設に൐͏発掘調査が行われ、勾玉・

臼玉の製作関連資料が出土したʦ加౻ほか2006ʧ。

田伏遺跡（34）は、中期〜後期の遺跡である。ত࿨ 45（1970）年に行われた発掘調査では、׈石製の臼玉・

؅玉・勾玉・子࣋勾玉や๰錘ंの製作関連資料が多਺出土しており、玉作遺跡であることが明らかに͞れ

ているʦ関 1972ʧ。また、ࡇ᛾系土器の出土や׈石製໛଄品の大ྔ出土から、玉作に൐͏ࡇ᛾が行われ

た可能性がࢦఠ͞れているʦ糸魚川市࢙編͞ん委員会 1986ʧ。

一のٶ遺跡（18）は、ఱ津ਆ社ڥ಺に所在する。大ਖ਼ 8（1919）年に高橋݈ࣗࢯによって発掘調査͞れ

ており、後期の土器とと΋に有޸ԁ൘・勾玉・臼玉౳のࡇ᛾遺物が多਺出土したʦ糸魚川市࢙編͞ん委員

会 1986ʧ。ੀ山ྛܧは一のٶ遺跡をࡇ᛾遺跡としておりʦੀ山 1972ʧ、一のٶ遺跡から出土した玉類は

థਧ田・田伏・大֯地など、ۙ隣の製作遺跡との関連性をࢦఠ͞れているʦ関 1972ʧ。なお、ఱ津ਆ社

಺のౕಸ川ਆ社は、hڥ Ԇت式ʱに記͞ࡌれるʮౕಸ川ਆ社ʯにൺఆ͞れると͑ߟられており、ౕಸ川ඣ

が᛾られている。

͞らに、北཮新װઢ・糸魚川バイパス建設に൐い発掘調査͞れた南ԡ上遺跡（23）ʦ小஑ほか2011ʧ・ඣ

前遺跡（21）ʦ加౻ほか2008・2011ʧ・஛Ֆ遺跡（17）ʦ加౻ほか2011ʧ・࿡൓田南遺跡（27）ʦय़日ほかޚ

2008 などʧ・本遺跡（29）ʦ౉ᬑほか2008・本書ʧにおいて΋玉作の存在が֬ೝ͞れている。小ن໛な集

མにおいて΋、਺は多くない΋のの、未成品を含Ή玉類がほ΅ྫ外なく出土しており、玉作が行われてい

たと͑ߟられる。ヒスイ・׈石౳の石材原࢈地を͑߇る౰地Ҭにおいては、ೄ文時代以来、఻౷的に玉作

が੝んに行われていたと͑ݴる。

古　　　代

古代には、新潟県一ଳはӽ国の一部であった。h 日本書紀ʱ࣋౷ 6（692）年 9月の条に、ʮӽ前国࢘ʯ

の記ड़があることから、ӽ国はӽ前・ӽ中・ӽ後に分ׂ͞れていたとΈられている。このこΖのӽ後国は

Ѩլ໺川以北をࢦしており、ᰍ৓܊はӽ中国にଐした΋のと͑ߟられている。h 続日本紀ʱ大ๅ 2（702）

年 3月の条に、ӽ中国の をӽ後国に分ׂしたことが記͞れている。この܊4 ・܊ࢤ古・܊は、ᰍ৓܊4

、が܊年にӽ後国に設ஔ͞れた出Ӌ（708）ݩられている。͞らに࿨ಔ͑ߟす΋のとࢦを܊魚沼・܊原ו

࿨ಔ 5（712）年に出Ӌ国として分ཱ͞れ、これによりࠤ౉をআくݱ在の新潟県のྖҬがఆまったと͑ߟ

られる。なお、h ࿨名類ᡉ抄ʱにはʮ国෎在ᰍ৓܊ʯとあり、ᰍ৓܊಺にӽ後国෎があったと͑ߟられる。

ᰍ৓܊はӽ後国の࠷南੢୺にҐஔし、ఱ平উๅ 4（752）年 10 月、଄東大࢘ࣉ௉（ਖ਼૔Ӄ文書）にᰍ৓

名がॳΊて見͑るが、h܊の܊ ࿨名抄 （ɦ東ٸ本）にはʮٱൺࢧʯの܇を෇している。ఱ平উๅ年間（749

〜 756）の東大ࣉਖ਼૔Ӄޚ物の༱෍๽書にはʮٱ඗܊ʯと記͞れている。ᰍ৓܊のڷは が記͞れてڷ10

おり、本遺跡はᰍ৓܊沼川ڷに含まれる。沼川ڷは、h ࿨名抄ʱでは高山ࣉ本と΋ʮౕ೫加೾ʯの܇を෇

しており、٢田東ޔのh 大日本地名ࣙ書 （ɦ1907 年）では沼川ڷをݱ在の市ৼからૣ川୩までの地とਪఆし、

ࣨ町時代のʮ沼川保ʯとほ΅ಉ͡地Ҭと͑ߟている。

ʰԆت式ʱにはӽ後のӺ・఻അとして、ʮᕨւ 8඗、᳛石・名ཱ・ਫ໳・ࠤຯ・ౢࡾ・多ଠ・大Ո֤ 5඗、

ҏਆ 2඗、౉戸ધ 2ᢦ、఻അᰍ৓・古܊ࢤ 8඗ʯと記͞れている。ᕨւӺは青ւにൺఆできる。北཮道
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ӽ後国Ӻഅのӽ後国࠷ॳのӺとしてʮᕨւӺ 8඗ʯとある。ଞのӺが 5඗にରして、ӽ中国ࠤຯӺとฒ

んで 8඗と多い。ւ؛Ԋいは֑ٸをなす਌不஌・子不஌の೉所であり、古代では上࿏を௨る山道が࢖わ

れていたとਪଌ͞れる。また、ւ࿏΋重要なަ௨࿏としてར༻͞れていたと͑ߟられる。

青ւ地区（چ青ւ町Ҭ）における古代の遺跡は、集མ跡と༼跡が発見͞れている。ඣ川河ۙޱくにҐஔ

する須୔֯地遺跡（7）は、ত࿨ 62（1987）年・平成 17（2005）年に発掘調査が࣮͞ࢪれ、7世紀〜 10

世紀の集མ跡であることが明らかに͞れているʦ土田ほか1988・加౻ほか2011ʧ。また、須୔֯地遺跡の

੢南੢ 1LNのٰྕ੄には੢֯地古༼跡（6）が所在する。༼体の一部・༼น・焼土とと΋に多ྔの須恵器

が出土しておりʦࣉ村・҆౻ほか1979ʧ、8世紀຤〜 9世紀ॳ಄の༼跡と͑ߟられているʦय़日 1998ʧ。

糸魚川地区（چ糸魚川市Ҭ）のඣ川ӈ؛にҐஔする道者ϋバ遺跡（10）では、掘ཱப建物やҪ戸といった

遺構とと΋に、多ྔの須恵器・土師器のほか、灰釉陶器・྘釉陶器が出土した。౰地ํの中৺的໾ׂを୲っ

た遺跡とਪଌ͞れている。このほかに、8世紀຤〜 9世紀に土師器生࢈が行われた小出ӽ遺跡（33）ʦླ

木ほか1988ʧ、多਺の製塩土器が出土したཱノ಺遺跡（41）ʦ高橋 1988ʧ、਺ඦ఺におよぶ土師器をഇغ

した土޵が஫目͞れる山崎A・#遺跡ʦ木ౡ 2007ʧなどの調査事ྫがある。

中　　　世

青ւ地区では、山৓跡や経௩の存在が஌られている。উ山৓跡は、ඪ高 328Nのউ山山௖にஙかれて

いる。ఱਖ਼年間（1573 〜 地としてங৓͞れたといわれており、ઓ国時代はಉجӽ中΁の前ਐ、ࠒ（1582

ํ面をԡ͑͞る要িであったと͑ߟられているʦ平໺・౉ล 1968ʧ。ࣉ地の南ํ、দ山のඌࠜ上に南北

500Nにわたってங৓͞れたদ山৓跡（2）は、ඪ高 170Nの地఺に本ؙ跡があり、ۭງやଳ曲ྠ・੄曲

ྠでز重に΋ݻΊられている。石֞に所在するఱਆ山経௩（1）は、大ਖ਼8（1919）年に調査͞れ、ਔ҆2（1167）

年の໏のある珠洲焼の経౵が発掘͞れているʦ金子 1975ʧ。

糸魚川地区では、ޚ山遺跡（9）・中平遺跡（15）・古川遺跡（16）・ਫึ؍Իಊڥ಺（44）・北平遺跡（25）・

クϫノ町遺跡（24）・஛Ֆ遺跡（17）・山崎A・#遺跡（30・31）౳が஌られており、؍Ի฾૾ཱࡵ（重要文化財）

を҆ஔするਫึ؍Իಊڥ಺からは中世陶磁器類が出土していることから、ਫึࣉ跡との関係が͑ߟられる

ʦ山؛・田村 2004ʧ。また、ஈٰ〜ٰྕ上には、中世後期〜ۙ世ॳ期の原山ेࡾ௩（14）や山崎ࡾेࡾ௩（26）

ʦ木ౡ 1989ʧが分෍する。

౰地Ҭにおける中世の集མについては、北཮新װઢ建設に൐͏発掘調査によって、平໺部に多਺存在す

ることが明らかになってきた。特に、山؛遺跡（37）においては、ח૔時代（13世紀）の大ܕの掘ཱப建

物やఉԂがݕ出͞れ஫目͞れている。出土したಔ製品にはࡿ໲がࢪしてあり、ח૔北条ࢯ一଒の名ӽࢯを

ࣔすՈ໲であるとਪଌ͞れている。文ݙ資料によれ͹、13世紀຤ࠒにӽ後国沼河ڷの地಄としてʮඋ前ʑ

఼࢘ʯと記ड़があり、このʮඋ前ʑ఼࢘ʯは能ొ・҆ܳのकޢなどを݉೚した名ӽफ௕とਪఆ͞れる。こ

れらのことから、山؛遺跡は沼河ڷ地಄の名ӽࢯとਂく関係のある、中৺的な԰ෑと͑ߟられているʦय़

日ほか2012ʧ。
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1　άリッドの設ఆ

横マクリ遺跡のपลでは、4遺跡の発掘調査がಉ時ฒ行でਐΊられた。一般国道 8号糸魚川東バイパ

ス事業では本遺跡と山؛遺跡・田伏山崎遺跡の 3遺跡、北཮新װઢ事業では山؛遺跡・ਂ୩遺跡・田伏

山崎遺跡の 3遺跡である。これらの遺跡は、थࢬ状にೖり૊Ή୩ఈとඌࠜ上にҐஔし、ࠓ後この地区の

掘֬ೝ・本発掘調査がਐΉにैい、͞らに多くの遺跡が発見͞れると༧૝͞れたことから、遺跡間のҐࢼ

ஔ関係をਖ਼֬に೺Ѳすることが؊要であると判断͞れた。ͦこで、田伏地区で࠷΋ૣく調査を։࢝した山

して、本遺跡を含Ίたपลの遺跡をΧバーするよ͏にάリッドを設ఆした。北཮新༺׆४ઢをج遺跡の؛

ઢのηϯλー杭װ 210,000 杭（第 5 ਤ、X�116927�489、:�− 53071�157）と 210,140 杭（世քଌ地系

X�116906�032、:�−53209�497）を݁んͩライϯを主࣠として、ͦれに௚ަするよ͏に南北ํ޲のάリッ

ドઢを設ఆした。主࣠はਅ北から 7 3˃0 ੢˄ภしている。

άリッドには大小 2種類があり、大άリッドは 10N࢛ํを୯Ґとし、小άリッドは大άリッドを 2N

࢛ํに 25分ׂした΋のである。大άリッドは੢から 1・2・3・4、南からA・#・$・%とݺশし、྆者

の૊Έ߹わせによりදࣔした。小άリッドは 1〜 25のࢉ༻਺字でࣔし、南東۱が 1、北੢۱が 25とな

るよ͏番号を෇し、ʮ35/12ʯ౳とදした。玉類が出土した一部のάリッドについては、͞らに小άリッ

ドを 4分ׂし、Ξ・イ・΢・Τとした。

なお、άリッドのج४఺である210,000杭は 9%1άリッド、210,140杭は 23%1άリッドとなる。横

マクリ遺跡は 33〜 43・.〜1άリッドのൣғにҐஔし、3401άリッドは世քଌ地系X�116997�877、

:�−53335�049、38/1άリッドは世քଌ地系X�116981�863、:�−53373�044 となる。

本　૚　ং　ج　2

調査区಺は南東から北੢に޲かってࣼ܏するඍ地形をࣔし、2007 年度調査区（以下、07年調査区とする）

಺のൺ高ࠩは 1�1Nで、本遺跡શ体（06年調査区を含Ή）では 2�0Nにおよぶ。遺跡からはࣼ܏とਨ௚ํ

をडけやすڹ出͞れており、土石流が流れたࠟ跡΋ೝΊられることから、ਫのӨݕに小河川がฒྻして޲

い৔所であったことがわかる。いͣれの土質΋࠭またはシϧトからなる。

本૚ংはᶗ〜ᶜ૚のج 6૚に大別できる（第 6ਤ）。たͩし、ಉ一の地૚で΋土質に多গのࠩҟがあり、

૚によっては͞らに 2〜 3૚にࡉ別͞れる。この͏ͪ、ᶚ૚が古代〜中世の遺物包含૚、ᶛ૚が古墳時

代の遺物包含૚およͼ古代の遺構֬ೝ面、ᶜ૚が古墳時代の遺構֬ೝ面である。06年調査区とのରൺは、

本報告ᶚ૚が 06年調査区ᶜ૚に、ಉ͡くᶛ૚がᶜ૚に૬౰する。以下に、֤૚のৄࡉをड़΂る。

ᶗ	 ૚	ɿ	੝土およͼਫ田ߞ作土。上からॱに、ᶗ B૚（੝土）、ᶗ C૚（ਫ田ߞ作土）、ᶗ C� ૚（ਫ田のচ土）

にࡉ別できる。

Ⅱ ૚ɿ	2�5:6�2 灰ԫ৭〜 10:35�2 灰ԫ褐৭シϧト。地఺によって૚ްが大きくҟなるが、土質は

ほ΅ۉ一である。たͩし上Ґ・中Ґ・下Ґで৭調やࠞೖ物にएׯのࠩがあり、上からॱに、
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第ᶙষ　調 査 の ֓ 要

Ⅱ B૚（2�5:6�2 灰ԫ৭シϧト）、Ⅱ C૚（2�5:5�2 ҉灰ԫ৭シϧト、࠭がࠞ͡ったりమ分が著しく௜

ணしたりする）、Ⅱ D૚（10:35�2 灰ԫ褐৭シϧト）にࡉ別できる。

૚ɿ5:6�2࠭ࡉ 灰オリーϒ৭࠭ࡉ。Ⅱ૚とᶙ૚の間でہ地的にհ在する間૚である。

ᶙ	 ૚	ɿ	10:35�1 褐灰৭〜 10:35�2 灰ԫ褐৭೪質シϧトまたはシϧト。࠭᛽をۃগྔ含Έ、わͣか

第 5図　グリッド設定図
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本　૚　ং　ج　2

にమ分の௜ணがೝΊられる。Ⅱ૚ಉ༷、地఺によって૚ްが大きくҟなるが、土質はほ΅ۉ一

である。

ᶙ �	 ૚ɿ	5:4�1灰৭೪質シϧト。ᶙ૚のଯ積がްい調査区南側にೝΊられる。ᶙ૚とほとんどಉ質ͩが、

৭調が明らかにҟなり区別͞れる。

ᶚ ૚ɿ	10:33�1 黒褐৭〜 10:34�1 褐灰৭シϧト。地఺によってྔの多Չがあるが、ૈ࠭・୸化物

ཻ子・෗২物などがࠞ͡る。古代〜中世の遺物包含૚である。上Ґのᶚ B૚（10:33�1 黒褐৭

シϧト）と下Ґのᶚ C૚（10:34�1 褐灰৭シϧト）にࡉ別でき、前者は古代〜中世の遺物を、後

者は古代の遺物のΈを含Ή。

ᶛ	 ૚	ɿ	5:5�1 灰৭〜 5(:6�1 オリーϒ灰৭೪質シϧトまたはシϧト。古墳時代の遺物包含૚およͼ

古代の遺構֬ೝ面である。৭調などはᶜ૚にࣅるが、時間が経つとए҉ׯ৭ؾຯにม化するた

Ί区別できる。また૚の上下で土質にҧいがあり、上Ґのᶛ B૚（5:5�1 灰৭〜 5(:5�1 オリー

ϒ灰৭೪質シϧトまたは࠭ࠞ͡りシϧト）と下Ґのᶛ C૚（5(:6�1 オリーϒ灰৭〜 2�5(:5�1 オリー

ϒ灰৭೪質シϧトまたはシϧト）にࡉ別できる。

ᶜ	 ૚	ɿ	5(:5�1オリーϒ灰৭〜5(5�1྘灰৭シϧトまたは࠭᛽૚。古墳時代の遺構֬ೝ面であるが、

地఺によって土質のҧいが大きい。શ体として下Ґに޲か͏につれ࠭質がڧくなり、ᶜ B૚

（5(:5�1 オリーϒ灰৭೪質シϧト）、ᶜ C૚（5(5�1 ྘灰৭シϧト〜࠭ࡉ）、ᶜ D૚（5:5�1 灰৭〜

5(5�1 ྘灰৭࠭᛽）にࡉ別できる。なお、৔所によってはᶜ C૚より下Ґで΋೪質シϧト౳が

ೝΊられ、ͦれらはᶜ C� ૚（5(:5�1 オリーϒ灰৭〜 5(5�1 ྘灰৭೪質シϧト）、ᶜ D� ૚（5(6�1

྘灰৭࠭質シϧト）として区別した。

第 6図　土層柱状図
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第ᶚষ　遺　　　構

1　֓　　　要

本報告でѻ͏調査区（07年調査区）では遺構֬ೝ面が 2面あり、上૚からは古代〜中世の遺構が、下૚

からは古墳時代の遺構がݕ出͞れた。上૚の遺構は古墳時代の遺物包含૚であるᶛ૚を֬ೝ面とし、下૚

の遺構はᶜ૚を֬ೝ面とする。ᶛ૚ではࣗવ流࿏ 6条、ߔ 1条、ピット 杭、ج1 41か所、性֨不明遺

構 出͞れ、ᶜ૚においてはࣗવ流࿏ݕがج3 1条、ߔ 1条、ピット ޵土、ج21 性֨不明遺構、ج1 9

。のࠟ跡は๡しい׆出͞れた。いͣれ΋建物やҪ戸といった遺構はなく、生ݕがج

遺構種別のུ号は、土޵ʹ ʹߔ、,4 4%、ピットʹ 1、性֨不明遺構ʹ 4Xとした。本文・࡯؍දに

おける平面形・断面形の分類はʦ加౻ 1999ʧを、෴土ଯ積状گの分類はʦߥ川 2004ʧに४ڌする。遺

構の੾り߹い関係は、ʮ新 。ʯのよ͏にࣔしたچ�

2　古 代 〜 中 世（上૚）

ピ ッ ト（ਤ൛ 6・7・29）

出͞れた。埋土中からは古墳時代の土器片がݕのΈである。19は調査区の୺でج1 1఺出土している

がࠞೖの可能性が高く、෴土の特௃やݕ出状گから判断して、古代にଐする΋のと͑ߟたい。なお、19

पลにはピットが一੾ೝΊられͣ、掘ཱப建物やྻࡤのよ͏な૊Έ߹わせを෮ݩすることはできなかった。

性格不明遺構（ਤ൛ 4〜 7・29・32）

と΋ۙ接する河川ج出͞れた（4X2・3・4）。3ݕج3 6に連なる遺構である可能性΋͑ߟられる。いͣ

れの遺構΋ྑ޷な遺物は出土しておらͣ、不੔形で掘りࠐΈ΋͝くઙい。ͦれらを͑ߟ߹わせると人ҝ的

第 7図　遺構の平面・断面形態、堆積状況の分類（加౻ 川ߥ・1999 2004 をվม）
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2　古 代 〜 中 世（上૚）

な遺構ではなく、ࣗવ地形上のམͪࠐΈであった可能性΋൱ఆできない。

河 川 跡 ・ 溝（ਤ൛ 2〜 7・26・29〜 32）

古代にଐすると͑ߟられるࣗવ流࿏が 6条ݕ出͞れた（河川 1〜 6）。෯やਂ͞にはࠩがあるが、いͣれ

΋ํ޲はۙࣅしており、ࣗવ地形のࣼ܏によって流れがఆまった΋のとਪଌできる。

河川 1は 33・34 ライϯにҐஔし、調査区外΁のͼている。下૚にはݓ大ほどの᛽を含Ή࠭᛽૚がೝ

Ίられ、あるఔ度の流れがあったとਪଌ͞れる。遺物は、土師器無台椀・製塩土器が多く出土した。特に

製塩土器は下流側（北側）に多く分෍している。

また、河川 1と 2を෴͏᛽૚には人಄大ほどの大きな᛽が多਺ೝΊられることから、河川 1・2が埋没

した後に土石流が流れたことがわかる。この土石流は田伏山崎遺跡୔地区北でݕ出͞れた土石流とಉ一で

あΖ͏。͞らに、ಉ遺跡 4%1077 と河川 1はಉ一の河川跡である可能性が高い（第 8ਤ）。4%1077 の࠷

ਂ部は࠭᛽૚であり、出土遺物の主体は製塩土器であること΋、このことをཪ෇ける。

河川 2は河川 1と約 3N間ִでほ΅ಉ一ํ޲に流れる川で、ほかの河川とҟなり෯がほ΅一ఆである。

河川 2は河川 3を੾っており、河川 2のほ͏が新しい。340άリッドでは河川の流れと௚ަして൘杭が

3఺、川ఈから 10DNあるいは 40DNఔ度ଧͪࠐまれていた。遺物はগなく、土師器無台椀と古墳時代

のᙈがগྔ、製塩土器のഁ片がわͣかに出土したのΈである。河川 3は上流部で河川 2に੾られ、河川 1・

2とはややํ޲をม͑北੢に޲かって流れる。中央෇ۙから北側にかけてはඇৗにઙく、֬ೝ面では్੾

れてݕ出͞れた。遺物は古墳時代のᆵ・ᙈ、製塩土器のഁ片がわͣかに出土したのΈである。

河川 4は͞らにઙく、一見不੔形のམͪࠐΈと΋͑ݴるよ͏な形状であるが、主࣠や෯のڞ௨性から

河川 4として調査を行った。ӈ؛北側にはਂ͞ 70DNほどの土޵状のམͪࠐΈがೝΊられ、෴土は୯૚

第 8図　田伏山崎遺跡との位置関係
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であることから人工的に埋Ίられた可能性がある。埋土上部からはࣗવ木がབྷまった状ଶで出土した。な

お、෴土は 4%10 をڬんで上下にೋ分できるが、（ਤ൛ 5�11　上૚ɿ࠭᛽૚およͼ 1 ૚、下૚ɿ2 〜 5 ૚）、

4%10河川4の埋没աఔで機能していた΋のか、あるいは河川4より΋古い別の遺構である可能性がある。

なお、北側ではہ所的にਂいམͪࠐΈがݕ出͞れたが、中には౗木と͑ߟられるࣗવ木が࢒っており、年

代ଌఆしたとこΖ 8世紀後൒〜 9世紀後൒ࠒとい͏݁Ռとなった。よってこの౗木より΋上にある࠭᛽

૚およͼ 1૚は、古代以߱にଯ積した΋のであると͑ݴる。

河川 5΋河川 4ಉ༷、不੔形のઙいམͪࠐΈに見͑るよ͏な形状である。古墳時代のऄ໲ؠ製棗玉、

石製臼玉の未成品などが出土しているが、ਤ൛׈ 31に見͑る古墳時代の土器は、河川 5ではなくᶛ૚か

ら出土した΋のである。෴土がඇৗにઙいことから、これらの玉類はᶛ૚から出土した΋のをޡೝしたか、

ࠞೖした΋のと͑ߟられる。

河川 6のఈ部ではݓ大〜人಄大の᛽がೝΊられ、あるఔ度の流れがあったことが͏かが͑るが、上૚

は࠭とシϧトのޓ૚が主体で、流れが؇やかになったことをࣔしている。38/άリッドでは、๽書土器

が 2఺、׬形にۙい状ଶで出土した（ਤ൛ 31、13�29・30）。いͣれ΋ 2૚からの出土である。この ݸ2

体のؼଐ時期は、29が 8世紀຤、30は 9世紀前൒と判断͞れる。遺物はほかに、古墳時代のᙈ・高ഋ・

小ᆵがগྔ出土している。東側はઙいམͪࠐΈ状となり、୯૚でఈ面にԜತがೝΊられる。

杭（ਤ൛ 2〜 7・27・32・33）

杭 11 〜杭 51 は、杭状または๮状の木が地面にಥきࢗ͞れた΋のである。370 άリッドで 21 ఺・

38.άリッドで 11఺集中しているが、ͦれ以外の地఺で΋ૄらながら 8か所で֬ೝ͞れた。ͦの多く

が古墳時代の遺物包含૚であるᶛ૚の௚上〜上Ґでݕ出͞れたが、上部を大きくܽଛしᶛ૚に୹くࢗ͞っ

た΋のが多く、本来はより௕い杭・๮がಥきࢗ͞れていた΋のとਪଌ͞れる。͞らに古代の遺物包含૚で

あるᶚ૚の発掘調査時からすでにݕ出していた΋の΋あることから、古代より΋新しい時代にଐする΋の

と判断した。特に杭 50・51 は、河川 1が土石流で埋没した後にଧͪࠐまれており、後出の΋のである

ことは明らかである。これら 41本の杭の͏ͪ、ൺֱ的遺存状ଶがྑくᶛ૚にਂくࢗ͞った杭 39にରし

て୸ૉ 14年代ଌఆを࣮ࢪしたとこΖ、13世紀຤〜 14世紀຤とい͏਺஋がࣔ͞れた（第ᶜষ ࢒。（রࢀ2

りの 40本΋形ଶやૉ材にڞ௨఺が多いことから、ಉ時期の΋のである可能性がある。なお、中世にこれ

らの杭が構ங͞れたཧ由については、明֬なखֻかりがなく不明である。

3　古　墳　時　代（下૚）

遺構は調査区੢側（36ライϯ以੢）にภって分෍している。上૚でݕ出͞れた河川 1〜 3・6はᶛ૚を

掘りこんでおり、下૚において΋ͦのࠟ跡をとどΊる。

土　　　坑（ਤ൛ 8・9・33）

平面形がԁ形で௚ܘ 40DN以上の΋のを土޵とし、1جを֬ೝした。4,130 のఈ面からのཱͪ上がり

はほ΅௚֯であるが、掘りࠐΈはൺֱ的ઙい。土޵のपғからは古墳時代の土器が出土しているが、෴土

中から遺物は一੾出土しなかった。
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3　古　墳　時　代（下૚）

溝（ਤ൛ 10・11・33）

1条のΈݕ出͞れた。4%151 は調査区南੢۱を北東ํ޲に૸る΋ので、ن໛は小͞い。遺物は出土し

ていないが、東୺が古代のࣗવ流࿏（河川 6）によって੾られていることや෴土の特௃から判断して、古

墳時代にҐஔͮけられる。

ピ ッ ト（ਤ൛ 8〜 11・33・34）

21 はほとんどがܘ௚。（রࢀද࡯؍・遺構番号はਤ൛）出͞れたݕج 20DN前後で੪一的であるが、ਂ͞

は 11〜 45DNと͹らつきがある。断面は6字状、෴土は୯૚の΋のが࠷΋多く、地山土に୸化物がわ

ͣかにೖるよ͏な土質で判別が೉しい。遺物は、1110・115 から土師器のᙈのഁ片がͦれͧれ 1఺出土

したのΈで、பࠟなど΋ݕ出͞れなかった。なお、これらのピットの多くは調査区中央に分෍するが、平

面഑ஔが不نଇで掘ཱப建物などは֬ೝできなかった。

性格不明遺構（ਤ൛ 8〜 11・34・35）

9 Έがઙく、ఈ面にはԜತがೝΊられる。͞らにࠐ出͞れた。いͣれ΋平面形が不੔形で掘りݕج

調査区北੢側のඪ高が௿いとこΖにҐஔすることから、ࣗવ地形上のམͪࠐΈであった可能性がある。

4X102 の北側は͝くઙく、ਂ͞ 15DNఔ度であるが、38/13・14άリッドでঃʑにਂくなる（4X102C）。

ͦの南側はࢼ掘トレϯνのたΊଯ積は不明である。ࢼ掘֬ೝ調査のࡍ、トレϯνのఈ面からピットらしき

遺構がݕ出͞れ、本調査で 4X102D としたが、ࣗવ木であった。年代ଌఆを行ったとこΖ、1世紀前൒

とい͏݁Ռが出ている。ۙลに΋෗২物や୸化物を多く含んͩ土૚がೝΊられる。また、断面ਤをΈると

4X102C の下はᶜ B・ᶜ C૚がଯ積しているが、4X102C ෴土ಉ༷にམͪࠐんでいることから΋、古墳

時代以前の֧ཚである可能性が高い。4X106 は調査区੢۱でݕ出͞れ、調査区ڥք෇ۙで土器片が多く

出土した。（ਤ൛ 35）。ਂ͞は࠷大 19DNとઙい。ఈ面෇ۙから出土している΋のは一部で、多くは૚の

上部から出土している。

河 川 跡（ਤ൛ 10・11・35・36）

1条ݕ出͞れた。河川 7は、上૚でݕ出͞れた河川 4・5などとಉ༷に不੔形のઙいམͪࠐΈ状をఄす

る΋ので、ํ޲΋上૚ಉ༷に北੢ํ޲である。遺物は北側を中৺に古墳時代前期〜中期の土器が多く出土

しており、֘期にҐஔͮけられる。
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07年調査区から出土した遺物はςϯバコ（಺法54ʷ34ʷ10DN）57ശで、಺༁は弥生時代〜中世の土器・

陶磁器 29ശ、石器・石製品 11ശ、木製品 17ശである。上૚の遺構・ᶚ૚からは主に古代〜中世の遺物が、

下૚の遺構・ᶛ૚からは弥生時代後期〜古墳時代中期の遺物が出土した。しかし間૚が存在しないことか

ら、上૚の川跡やᶚ૚から΋弥生時代〜古墳時代の遺物がఆྔ出土している。

1　土器・土製品

弥生時代〜古墳時代、古代〜中世の΋のが出土しているが、主体時期が明֬に区別できることから、時

代͝とにड़΂る。ͦの中で遺構出土、包含૚出土のॱにड़΂ることとする。土製品については、土錘のΈ

の出土であることから、本項で一ׅする。

A　古　　　代（ਤ൛ 13・14・38・39）

1）֓　　　要

古代の土器には土師器・須恵器・灰釉陶器・製塩土器がある。ؼଐ時期は෯޿く 8世紀຤〜 11世紀前

൒で、主体は 10世紀前葉〜 11世紀前൒、य़日編年ᶝ・ᶞ期ʦय़日 1999ʧである。河川 1から出土し

た土師器無台椀のほとんどがこの時期にଐする。記ࡌにあたってはʦय़日1999ʧの分類・年代؍にैった。

2）分　　　類

食 膳 具　土師器無台椀でܘޱ 12〜 14DNの΋のが大多਺を઎Ί、ܘޱ 16DNఔ度の΋のがগྔ見ら

れる。ͦのଞ、土師器有台椀・ப状高台ࡼ・ࡼ、黒৭土器有台椀、須恵器無台ഋ・有台ഋ、灰釉陶器椀が

わͣかにೝΊられる。

煮 炊 具　土師器小ᙈのఈ部 2఺を֬ೝできたのΈである。

貯 蔵 具　須恵器ᙈ・௕ᰍළとᆵまたはළが਺఺出土している。

製塩土器　ఆྔ出土しているが、す΂て小ഁ片で接߹せͣ法ྔは不明である。ޱԑ部は༷ʑな形ଶがೝΊ

られるが、分類できるほどまとまらないことから、ࡉ分は行わない。ఈ面にϋέ調੔が͞ࢪれる΋のがある。

3）֤　　　આ

河川 1（1〜 28）　1〜 10は中૚あるいは中〜下૚出土、11〜 28は下૚から出土した΋のである。1

〜 6の土師器無台椀はܘޱ 11�1 〜 12�9DNで、ൺֱ的小ぶりな΋のが多い。ਂ਎の΋のとややઙ਎の΋

のがある。3は࿪Έが著しく、器高のࠩは 1�2DNに΋およぶ。಺外面にススやλーϧらしき෇ண物が֬

ೝできる。෇ண物は器高が௿いほ͏にภっており、౮明ࡼとして࢖༻した΋のとਪଌ͞れる。7は黒৭土

器有台椀で、台の部分がܽଛしている。8〜 10は製塩土器である。8のޱԑ୺部はࢦでつまΈബく作出

するが、9の୺部は面を作り出す。10はϋέ状工۩の調੔ࠟがわͣかにೝΊられる。

時期は֓Ͷᶝ 1〜 2期で、一部ᶞ期に下る΋のが存在する。
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1　土器・土製品

11〜22は土師器無台椀で、ܘޱが大きくઙ਎の11・12はᶛ期、ͦ のଞはᶝ期にؼଐすると͑ߟられる。

14は横Ґで出土した（ਤ൛ 29）。外面 3分の 1ほどススが෇ணしており、器面はߥれている。20はٯҐ

で出土した（ਤ൛ 30）。શ体的にްखで、ޱԑ୺部΋Άってりした印৅である。見ࠐΈには黒৭෇ண物が

ೝΊられる。Կらかのӷ体状の΋のをೖれていた可能性がある。22はޱԑ部಺面の一部にススが෇ணし

ている。

23〜 27 は須恵器である。23のᙈはޱԑ部のΈで、ٯҐで出土した（ਤ൛ 27）。ࣸਅにࣸっている以

外のഁ片は接߹せͣ、またಉ一ݸ体とࢥわれる体部ഁ片は出土していない。23・24はᶛ期と͑ߟられる。

26はいわΏるʮᆵ(ʯとݴわれている΋のである。଻土によりൖೖ品と判断できる。ఈ部಺面には出ϕ

ι状に೪土մが࢒る。ఈ部はճస糸੾りによって੾り཭すが、ͦの後पԑをଧͪܽいており、調੔はૈࡶ

な印৅である。外面の大൒は߱灰がೝΊられる。ᶚ 3期の所࢈と͑ߟる。27はᆵまたはළのఈ部で、高

台は外୺接地である。ᶜ〜ᶝ期にҐஔ෇けられよ͏。

28は製塩土器のఈ部片である。ఈ部はਨ௚にཱͪ上がるが、体部は։く器形となる。

河川 6（29・30）　29 は河川 6の中央෇ۙからٯҐで、30は؛ࠨ側からਖ਼Ґで出土している。いͣれ

΋ 2૚からの出土で、ఈ面に๽書がೝΊられる。29 はਫ਼ྑな଻土で白৭をఄする。ᶚ 3期にଐする΋

のと͑ߟる。๽書はʮ˓ʯにʮेʯが接しているよ͏に見͑るが、一文字の可能性΋ある。30 はܘޱ

10�8DNと小ぶりな有台ഋで、高台は಺୺接地である。高台಺側に๽書が見͑るが、褐৭の෇ண物がআڈ

できないことからશ༰は不明である。ӈ側にʮेʯ、ࠨ側にʮ˘ٱଠʯの࢛文字が書かれている。ᶛ期の

所࢈である。23・29・30は଻土の特௃から高田平໺の੢側に఺在する༼で焼かれた΋のとਪଌできる。

河川 1の上　土石流（31〜 36）　31は須恵器のᆵまたはළである。この૚からは須恵器の出土は 1఺

のΈである。32は土師器でப状高台を࣋つࡼで、出土は͝くわͣかである。33は灰釉陶器の椀である。

ഁ片資料のたΊ断ఆはできないが、高台のपԑをଧͪܽきしている可能性がある。ᶝ 1〜 2期にؼଐす

ると͑ߟる。34〜36は製塩土器である。34のޱԑ୺部は面औり͞れる。35のఈ部はਨ௚にཱͪ上がる。

外面にはϋέ目が見られる。

Ⅳb・Ⅳa・Ⅳ層（37 〜 54）　37 〜 45 はᶚ C૚出土である。37 はܘޱ 16�3DN、ఈܘ 7�4DN と大き

く、ᶛ期にؼଐする΋のと͑ߟられる。38は有台椀で高台の高͞は 1DN、体部はൺֱ的֯ٸ度でཱͪ上

がる。39〜 45は製塩土器である。ޱԑ୺部の形ଶはͦれͧれҟなり、41は୺部をわͣかにつまΈ出し

た΋ので、このよ͏な形ଶは1఺のΈである。43のఈ部はബい೪土൫を重Ͷて成形したことが͏かが͑る。

45はఈ部と体部のڥがൺֱ的明ྎで、೪土ඥ巻き上͛ࠟが࡯؍できる。46〜 52はᶚ૚から出土した΋

のである。46は小ᙈであるが、小ᙈࣗ体、本遺跡ではఈ部が 体出土したのΈである。47は黒৭土ݸ2

器、48は土師器の有台椀である。48は見ࠐΈ中৺部が出ϕι状に੝り上がっている。49〜 51は小ࡼで、

49・50 はやや小͞くްख、51はややബखでޱԑ部が։く器形であるが、時期はいͣれ΋ᶞ期とਪଌで

きる。52は器นがബく、଻土の特௃から小ധ࢈と͑ߟる。

53・54 はᶚ B૚から出土した。53は಺面黒৭土器であるが、ޱԑ部外面΋黒化している。ޱԑ部と

ఈ部は接߹しないがਤ上෮ݩした。ᶛ期にଐすると͑ߟられる。

#　中　　　世（ਤ൛ 14・39）

਺はগないが、遺物の年代は 12世紀〜 16世紀と෯があり、遺跡は断続的に続いていたことがわかる。

体਺΋গないことから、種類͝とにड़΂る。白磁については山本ʦ2000ʧ・৿田ʦ1982ʧ、青磁はݸࡌܝ
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山本ʦ2000ʧ・上田ʦ1982ʧ、珠洲焼は٢Ԭʦ1994ʧ、土師質土器はਫᖒʦ2005ʧの分類・年代؍をࢀ

。にしたߟ

55は࢛ࣖᆵである。ޱԑ部が಺܏する器形で、ᰍ部にはࡉいಥଳがΊ͙り、ࣖの下には横௜ઢがೖる。

௜ઢは௚ઢではなく、わͣかにހ状をඳく。器นはബく、調੔がૈࡶでないことから、中国製の褐釉࢛ࣖ

ᆵの可能性がある。外面はೋ次焼成をडけている可能性がある。56は瀬戸・美濃焼のఱ目椀である。高

台と体部のڥはྏがӶい。15世紀後൒ࠒと͑ߟられる。58〜 60 は青磁である。58はཾઘ༼系の൫ま

たはഋと͑ߟられ、13世紀中ࠒ〜 14世紀ॳ಄の所࢈である。59はྏՖࡼでޱԑ಺面に片੾ூりの文༷

がඳかれる。60は୺൓りの椀で文༷はೝΊられない。14世紀຤〜 15世紀前൒とਪଌ͞れる。57・61

〜 64は白磁である。57は椀であるが小片のたΊ分類౳は不明である。61はやや೑ްな玉ԑ状ޱԑを有

する椀ᶚ類である。57・61 は 11 世紀後൒〜 12 世紀前൒の所࢈であΖ͏。62 は椀で、体部下൒にॎ

。す。外面下部のわͣかな部分は無釉であることから、高台΋無釉であるとਪଌできるࢪのέズリを޲ํ

14世紀後൒ࠒと͑ߟられる。63は椀の高台पԑをଧͪܽき、平面形をུԁ形に࢓上͛る、いわΏるʮ加

工ԁ൫ʯであるが、高台΋一部ܽଛしている。高台部分は無釉である。64はશ面ࢪ釉する΋ので、ఈ部

外面に΋釉がްく࢒る。63ಉ༷、ఈ面पԑをଧͪܽいている。ؼଐ時期は 13世紀後൒〜 14世紀ॳ಄と

判断できる。

65〜 70 は珠洲焼である。65はᆵ 3種で、ޱ޿のޱԑがつくとਪଌ͞れる。66はᙈである。外面は

平行λλΩ、಺面はᰍ部のΈϋέ目のよ͏な調੔ࠟがೝΊられる。13世紀後൒〜 14世紀前൒ࠒと͑ߟ

る。67〜 70 は片ുޱである。67〜 69 はޱԑ୺部が಺܏しており、67・69 は೾状文が͞ࢪれる。14

世紀前൒〜中ࠒとਪଌ͞れる。70はଞとएׯ器形がҟなり、ޱԑ୺面はਫ平でϩクϩφσのತԜが目ཱつ。

12世紀後൒〜 13世紀ࠒと͑ߟる。71・72は土師質土器のࡼで、खͮくͶ成形である。ޱԑ部下にஈを

࣋つ形ଶで、16世紀にҐஔ෇けられる。いͣれ΋ޱԑ外面〜಺面にかけてススやλーϧとࢥわれる黒৭

෇ண物がೝΊられ、౮明ࡼとして࢖༻した΋のとਪଌできる。73は瓷器系陶器のᙈで体部下൒と͑ߟられ、

ԡ印が͞ࢪれている。

$　弥生時代〜古墳時代（ਤ൛ 15〜 18・39〜 43）

1）分　　　類

器種͝との֓要をड़΂る。ᙈ以外はまとまったྔではないことから、ᙈ以外はࡉ分類を行わない。

　甕　　　06 年調査区の分類にैった。A1 類ɿޱԑ୺部

が面औり͞れる΋の。A2類ɿޱԑ಺外面をڧくφσ調੔し

た݁Ռ、つまΈ上͛られたよ͏な୺部を࣋つ΋ので、୺部಺

面は؇いԜઢ状をఄする。A3類ɿ୺部がؙい΋の、面औり

がݦ著でない΋の。#類は有ஈޱԑを࣋つ΋のである。ޱԑ

外面が無文の΋のとٖԜઢを有する΋のがあるが、いͣれ΋

弥生時代後期にؼଐする΋のと͑ߟる。このほかにᰍ部の۶

曲がऑい小ܕ品が 1఺出土している。

　壺　　　大ܕ品は明ྎなྏを有するೋ重ޱԑᆵのΈである。中ܕ品ではೋ重ޱԑで΋ޱԑが಺࿷する΋

の、ޱ޿ᆵ、಺࿷ޱԑでなでؾݞຯのٿ಑をఄする΋のなどがある。小ܕ品では、୹ᰍでޱԑ部があまり

։かないؙఈの΋のが目ཱつ（126など）。この形ଶは法ྔが 2種類ೝΊられる（124・126 など）。ͦのଞ、

A1類 A2類 A3類

第 9図　甕の口縁部形態（ʦ౉ᬑほか2008ʧをసࡌ）
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1　土器・土製品

。ᰍの૷০ᆵ（128など）がわͣかにೝΊられるࡉ、಑の΋の（96）やٿԑ部が։きޱ

　鉢　　　4఺出土したがす΂てҟなる器形であり、͞らに 06年調査区とಉ͡器形はೝΊられない。

高　　杯　શ形が明らかな΋のは 1఺のΈであり、ޱԑ部または٭部のΈのྫが多い。٭部はこの時期

に特௃的な、いわΏるʮـ಺系۶ં٭ʯを有する΋のがほとんどである。ഋ部については、ޱԑ部の外܏

度がൺֱ的ऑく਎のਂい΋の（80）、ޱԑ部の外܏度がڧく਎のઙい΋の（98・110）とͦれらの中間ఔ度

の΋の（109）がೝΊられる。

器　　台　ड部が಺࿷してཱͪ上がる΋の（06年調査区のA2類）のΈである。

　甑　　　1఺のΈの出土である（146）。ޱԑ部はほとんど։かͣ、なͩらかにす΅まる器形で、೺खの

Ґஔは体部下൒である。

3）֤　　　આ

SX102・105・106・120（79〜 88）　調査区北側に఺在する 4Xから出土した遺物はᙈが主体で、গ

ྔのᆵ・高ഋがೝΊられる。接߹しない小片が多い。ᙈは 79・81・87・88 が A2類である。遺跡શ体

ではA3類が多਺を઎Ίるのにରし、4Xでは A2類のൺ཰が高い（A2類 55ˋ、A3類 40ˋ）。80 はશ形

のわかる高ഋである。ޱԑ部の外܏度はऑく、ൺֱ的਎がਂい。۶ં٭を有するが、٭部が๲らまない形

ଶである。83ᙈのޱԑ部外面には、Ӷいઢ状ࠟがࣼํ޲に平行する。ϋέ目をҙࣝした΋のであΖ͏か。

86はᰍ部の۶曲がऑく、なͩらかに体部΁ࢸる器形である。ຎ໣が著しくϋέ目は不明ྎである。

河川 7（89 〜 98）　89 が A2 類、90・92 が A3 類である。90 はݞ部がுらͣ、体部࠷大ܘが中Ґと

なる௕಑形をఄする。器นはްく、ఈ部಺面の調੔はૈࡶでԜತが著しい。಺面調੔はਤ化できなかった

が、体部下Ґにࣼํ޲のϋέ目がೝΊられる。91はܘޱ 13DNをଌる小ܕのᙈで、ᰍ部のくͼれがほと

んどೝΊられͣ、体部΋ுらない器形である。ޱԑ外面のΈϤコφσが͞ࢪれる。92はޱԑ部から体部

の部分と、体部のΈのഁ片を෮࣮ݩଌしている。体部上Ґの横ํ޲ϋέ目が目ཱつが、体部す΂てॎํ޲

ϋέ目の部分が多く、横ํ޲ϋέ目は一部に͞ࢪれた΋のと判断できる。93は࿪Έがありࠨӈରশにな

らないが、部分的にఈ部ڥが明ྎである。95・96はいͣれ΋小ܕでؙఈをఄするᆵであるが、形ଶはҟ

なる。95はޱԑ部の։きがऑく、ݞ部はுらないが、96はᰍ部がややす΅まり、ݞ部のுる形ଶである。

97はしっかりしたఈ部を࣋ͪ、ϋの字形に։くുである。器นはൺֱ的ബい。体部外面はϛΨΩが͞ࢪ

れるが、ޱԑ部に明ྎなϋέ目が࢒る。ͦのϋέ目をࢪした後、ޱԑ部に௜ઢをඳいている。98は高ഋ

のഋ部である。ޱԑ部は大きく։き਎はઙい。

河川 2～ 6・SX4（99 〜 112）　上૚の遺構を一ׅした。99 〜 101 はᙈ A3類である。ްखでޱԑは

ʮくʯ字状となる。102 はޱԑが಺࿷しٿ಑をఄするᆵである。ݞ部の೺खは剥མしている。土器本体と

೺खがڧく接߹するよ͏に、接߹部分にԜತを作出していることが͏かが͑る。103・104は高ഋの੄部で、

おͦらく۶ં٭であるとਪଌ͞れるが不明である。105・108 はޱԑ部があまり։かない小ܕのؙఈᆵで

ある。105 体部はࣼํ޲のϋέ目がೝΊられるが、体部࠷大ܘ෇ۙでϋέ目のํ޲をม͑ており、ҁਿ

状をఄする。106は平ఈであるが、ബखで外面શ面にススが෇ணしていることからᙈの可能性が高い。

109・110 は高ഋのഋ部で、109 はやや਎がਂいλイϓ、110 はޱԑ部が大きく։き、਎がઙいλイ

ϓである。いͣれ΋ྏを有するが、109 はӶい。111・112 高ഋの٭部は๲らΈを΋つ۶ં٭である。

形ଶがඇৗにۙࣅしている。いͣれ΋಺面には接߹ࠟが明ྎに࢒る。111 はഋ部との接߹面でܽଛして

いる。112は٭部とഋ部を接߹する೪土մが୯ಠで出土し、੔ཧ作業ஈ֊で接߹した。
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Ⅴ層（113〜 146）　113 〜 119 はᙈである。113は A1類で、07年調査区ではগない形ଶである。

115B・Cは接߹しないが、出土Ґஔがಉ͡であることと଻土の特௃からಉ一ݸ体と判断した。શ体的

に器นがബく、ޱԑ୺部΋ް 2�5NNとඇৗにബい。117 は #類でޱԑ無文である。弥生時代後期の所

であΖ͏。118はؙఈで、ఈ部は࢈ 2DNۙくのްΈを࣋つ。ٿ಑をఄし、࠷大ܘはほ΅体部中Ґとなる。

120は平ఈであるがఈ面のް͞が 3NNしかなく、ඇৗにബい。

121 〜 133 はᆵである。121・122 はೋ重ޱԑᆵで、外面、಺面と΋にྏを有する。いͣれ΋ܘޱ

29DNの大ܕ品で、07年調査区ではこの 2఺のΈの出土である。123 はೋ重ޱԑᆵであるが಺面にྏを

࣋たͣ಺࿷する形ଶである。体部外面のϋέ目は条ࠟのよ͏なૈい΋のを࢖༻しており、部分的にϛΨΩ

がೝΊられる。124 〜 126 は小ܕでؙఈをఄする΋のである。126 はޱԑ下部から体部上൒にかけて流

れるよ͏なϋέ目が明ྎである。ͦ の後ޱԑ上部はϤコφσ͞れϋέ目をফす。127・130はޱ޿ᆵである。

130外面はϛΨΩが͞ࢪれる。体部中Ґからఈ部にかけてススが෇ணしている。128・129はࡉᰍのᆵで、

台が෇く΋の΋多い形ଶである。体部はፏ平なପԁ形あるいはඛ形をఄし、ᰍ部と体部中Ґにಥଳを有す

る。ಥଳにはٖԜઢが͞ࢪれ、129 は๮状ු文΋ೝΊられる。128 は੺͞࠼れる。131 ఈ面にはѹࠟで

はなくૈいϋέ目が͞ࢪれている。

134 〜 136 はുである。134 はಁかしのある٭を࣋ͪ、ϛΨΩが͞ࢪれるਫ਼製品である。135 はؙఈ

にۙいఈ部を有する。調੔はૈࡶである。136ޱԑ部は಺࿷する器形で、ൺֱ的丁ೡに調੔͞れる。137

〜 141 は高ഋである。高ഋは٭部の出土ྫが多い。139 は٭部中Ґの๲らΈがݦ著である。142 〜 145

は器台である。す΂てडޱ状をఄするが、142 はड部ܘが大きいなどएׯの形ଶࠩがೝΊられる。146

はࠋで、本遺跡で།一の出土である。ݱ状はഁ片の状ଶであり、ޱԑ部と೺ख෇ۙの部分をਤ上෮ݩした。

Ⅳb・Ⅳ層（147 〜 150）　147 はᙈ #類でޱԑ部にはٖԜઢが͞ࢪれる。148 の高ഋはഋ部と٭部を

接߹したࡍの出ϕι状೪土մがೝΊられるが、ഋ部಺面に΋೪土մの接߹ࠟが࢒る。149 はޱԑ部がや

や௕く、ٿ಑をఄするᆵとਪଌ͞れる。150 は୹ᰍの小ܕᆵで、体部࠷大ܘが下൒にくる下๲れの形ଶ

である。

試掘確認調査（151・152）　06 年調査区のࢼ掘֬ೝ調査で出土した土器である。報告書（188 集）にܝ

な資料は出土しなかっ޷掘֬ೝ調査ではྑࢼする。なお、07年調査区のࡌܝճࠓ、れなかったことから͞ࡌ

た。151は小ܕのᆵである。ޱԑ部の形ଶからـ಺系小ܕᆁの可能性΋ある。152は有ஈޱԑを࣋つᙈで、

弥生後期にଐする΋のである。器นはബく、ఈ部はドーφπ状をఄする。調੔は不明ྎで、଻土中のࠞೖ

物が目ཱつほど器面はຎ໣している。

%　土　　　錘（ਤ൛ 14・39）

7఺出土し、͏ͪ 4఺が׬形品である。やや಑がுり୹い΋の（74・75）と、಑がுらͣややࡉ਎の΋

の（76）、಑ுりで௚ܘ 3DNఔ度の小ܕ品（77・78）の 3種類がೝΊられる。小ܕで΋ܘ޸はͦれほど

มわらͣ 1�3 〜 1�6DNをଌる。ࢦ಄ࠟが࢒る΋のと、磨໣がਐΈ調੔が不明ྎな΋のがある。

2　石器・石製品（ਤ൛ 19〜 21・43・44）

出土Ґஔ・૚Ґは༷ʑであるが、֓Ͷ下૚から出土した古墳時代の土器に൐͏΋のとਪଌできることか

ら、出土૚Ґなどは一ׅし器種͝とにड़΂る。
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2　石器・石製品

横刃形石器（153〜 157）　片面にԁ᛽面を有する剥片をૉ材と

する石器である。ʮ֋֪状剥片ʯʮ಺磨砥石ʯなどと΋ݺ͹れる΋

のであるが、ඣޚ前遺跡ʦ加౻ほか2011ʧではʮ横刃形石器ʯの

名শを࠾༻しており、本書΋ͦれに฿いʮ横刃形石器ʯとݺশす

る。なお、06年調査区の報告書では、ʮ಺磨砥石ʯとしている。

153・154 については಺磨砥石に૬౰するとࢥわれるが、中には、

磨ࠟが中央෇ۙにある΋の、あるいは磨ࠟのೝΊられない΋のが

あり、ͦれらについては勾玉のʮ಺磨ʯが行われていないことは

明らかであることから΋、૯শとしてʮ横刃形石器ʯが૬Ԡしい

と͑ߟる。

前ड़した௨り、153・154 は刃部を࣋ͪ、෯ 3 〜 4NN ほどの面を有する。刃部のΈならͣ、ਖ਼面

の一ఆのൣғで΋磨ࠟが֬ೝできる。155 〜 157 は刃部を࣋たͣ、पԑにࡉかいೋ次加工が͞ࢪれる。

155・157 のഎ面に磨ࠟがೝΊられるが、この部分が࠷΋ްΈを有しತ状になっていることから、શ面を

研磨した݁Ռ、੝り上がった部分のΈ磨面が形成͞れたとਪଌできる。

石　核（158）　横刃形石器を1఺࠾औした石֩である。158からಘられた横刃形石器は௕͞112�5NN、

෯ 139�0NNである。ް͞は 15NNఔとਪଌ͞れる。石材はؠ࠭ߗである。

石　錘（159 〜 161）　159・160 はೄ文時代以来の形ଶで、ࠨӈをଧͪܽく΋のである。161 は中央

෇ۙにፘりをΊ͙らせ、上部にはදཪࠨӈからਨ௚ํ޲のߔをೖれる。この 4つのߔは௖部には౸ୡせ

ͣ、ͦ れͧれがಠཱしている。このよ͏に࢛ํからのߔをೖれるྫは、ʮ有಄石錘ʯあるいはʮ中部ܕ石錘ʯ

などとݺ͹れ、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて੝行するʦ࿨田 1985ʧとのことで、本遺跡の時

期と一கする。しかし 161 のよ͏にͣん͙りした形ଶではなく、෯にରして௕͞のൺが大きい。石材は

҆山ؠで、৮れるͩけで่れてくるほど੬い。

磨石類（162 〜 164）　磨面のΈで構成͞れる΋のはೝΊられͣ、ᏏࠟのΈ͞࡯؍れる΋のが 5఺、Ꮟ

ࠟ �磨ࠟの΋のが 7఺ある。この͏ͪ、磨面のあるදཪ面にᏏࠟが見られる΋のが 2఺（163）、ͦのほ

かは上下または側面΁のᏏଧである。磨り௵しࠟはೝΊられなかった。163 は下൒がܽଛしているが、

一部剥཭より΋新しい磨ࠟがೝΊられ、ܽଛした後΋࢖༻したことがਪଌ͞れる。164 は下୺にわͣか

ながらᏏࠟがೝΊられ、දཪの剥཭はᏏଧによる΋のと判断できる。石材は、ᏏࠟのΈの΋のがؠ࠭ߗ 3

఺・࠭ؠ 2఺、Ꮟࠟ �磨ࠟの΋のは流໲ؠ 2఺・҆山ؠ 3఺・ヒϯؠ 2఺と明֬に区別͞れる。

砥石・台石（165 〜 167）　165・167 は砥石である。165 の砥面はԑ部分まで一༷に׈らかである。

河川 3ఈ面から出土した（ਤ൛ 29）。167 はදཪ面とӈ側面に砥面を࣋ͪ、ද面にはઢ状ࠟが見られる。

166は台石である。ද面中央に磨ࠟとᏏଧࠟがೝΊられる。

玉類の֤આの前に、玉類に࢖༻͞れた石材の͏ͪヒスイ以外の石材についてઆ明する。分類にあたって

は南ԡ上遺跡ʦਫམ 2011ʧに४͡た。南ԡ上遺跡ではA・#・$と多い΋のでは 3種に分けられるが、

本遺跡ではج本的にͦの͏ͪの 1種類しかೝΊられない。ऄ໲ؠは、南ԡ上遺跡のʮऄ໲ؠAʯ（ややೈ

質でಁ྘ર石を含Ή΋の）のΈで、࠷΋多く出土している。׈石は南ԡ上遺跡のʮ׈石#ʯ（黒褐৭でややߗ

質な΋の）のΈである。྘৭ڽ灰ؠは出土しなかったが、06年調査区で྘৭ڽ灰ؠA・#が出土しており、

Aは石֩・剥片に、#は؅玉に࢖༻͞れている。

ここで、06年調査区の؅玉未成品についてగਖ਼しておきたい。報告書ץ行後、ۙ接する南ԡ上遺跡の
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第 1表　石器・石製品の石材別集計
（玉類আく）
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調査により、この形ଶの΋のが棗玉未成品であることが判明した。࣮見したとこΖ石材΋શくಉ͡である

ことから、06年調査区で׈石製؅玉未成品と͞れている΋のは、報告番号261以外、ʮऄ໲ؠ製棗玉未成品ʯ

とగਖ਼する。なお、261の石材は׈石#である。

棗玉未成品（168 〜 181）　40 ఺出土した。す΂て多֯ப状で研磨・ઠ޸ஈ֊の΋のである。௕͞ɿ෯

は 1ɿ1から 2ɿ1ఔ度までೝΊられる。中央෇ۙがやや๲らΉ୬形をఄする΋のが多い。研磨は௕࣠ํ

΋見られる（177）。なお、௕͞ɿ෯が޲にਨ௚ํك、にԊ͏΋のが大多਺であるが޲ 2ɿ1ఔ度の 171・

179・180 などは、؅玉未成品との区別がࠔ೉であるが、明֬に؅玉未成品とわかるݸ体がないことから、

棗玉として一ׅした。

168・169・171 〜 177 はઠ޸前、170・178 〜 181 はઠ్޸中の΋のであるが、前者、後者のサイ

ズにҧいはೝΊられない。ܘ޸は 1�6 〜 2�0NNである。170はઠࠟ޸がೝΊられるが、ͦのਂ͞はわͣ

か 0�1NNఔ度で、௚ܘは 1�3NNと小͞い。ઠ޸۩のઌ୺が৮れたఔ度、いわΏるΞλリをつけたஈ֊

で์͞غれた΋のとਪଌできる。ઠ޸は྆面から行われている（ਤ൛ 28）。石材はऄ໲ؠが 38఺、׈石

が 2఺と、ऄ໲ؠがѹ౗的に多い。なお、次にड़΂る臼玉にऄ໲ؠが࢖༻͞れており、棗玉との区別が

೉な΋の΋ある。ここではศٓ的に、௕͞と෯がಉ౳ఔ度までの΋のを棗玉、෯が大きい΋のを臼玉とࠔ

した。たͩし、177は௕͞を෯がएׯ上ճるが、୬形をఄすることから棗玉に分類した。

臼玉・臼玉未成品（182〜 189）　16఺出土した。182〜 185 はऄ໲ؠ製で、研磨・ઠ޸ஈ֊の΋ので

ある。183 は多֯பに研磨するஈ֊、182 はઠ్޸中、184・185 はઠ޸後の੔形ஈ֊の΋のであるが、

184 は約൒分がܽଛしている。断面から྆面ઠ͞޸れたことがわかる。185 は྆面ઠ޸であることが֬

ೝできる。186〜 189 は׈石製である。186〜 188 は研磨したፏ平ૉ材のपԑにೋ次加工をࢪし、ઠ޸

している。3఺と΋片面ઠ޸である。この後͞らにपԑを研磨してԁ形に࢓上͛ていくが、ͦのஈ֊の΋

のは出土していない。189 は׬成品である。なお、ಉ͡׈石であるが 186 〜 188 は黒にۙい灰৭、189

はԫ৭をఄする。

勾玉未成品（190 〜 194）　5఺出土した。൒月形に成形するஈ֊（190 〜 192）と、ፘりを作出しٯ$

字形に成形するஈ֊（193・194）の΋のがある。׬成品の形ଶは、190〜 193 は断面൘状のፏ平な΋の、

194 はؙΈを࣋つと判断出来る。190 は൒月形に成形していくஈ֊の΋のと͑ߟる。ີݫには 191・

192 と区別す΂きであるが、਺がগないたΊ一ׅした。191 はഎ面をؙく੔形する前のஈ֊であり、ྏ

が࢒る。193 はഎ面にややྏを࢒す΋のの、ෲ面にፘりをೖれる。194 は研磨がਐんͩஈ֊で、׬成形

にۙい形ଶとࢥわれる。190〜 192 がऄ໲193、ؠが׈石、194がヒスイである。

原石など（195）　玉作に関連するの΋のとして、ヒスイ原石・分 ・ׂ剥片が15఺で356�5H、ऄ໲ؠは剥片・

片がࡅ 236�9H 出土した。ヒスイの原石は小ࢦほどの大き͞の΋のと一ล 3〜 4DNの΋のがある。ऄ໲

といったஈ֊の資料はશく出土してׂߥられるが、原石や͑ߟ片は棗玉製作によって生͡た΋のと΋ࡅؠ

いない。

なお、玉類未成品は主に 34025、36/8・13 άリッドの 2か所から出土している。34025 では׈石

が̍఺のΈで、36/άリッドに集中する޲܏がೝΊられた。たͩし玉作に関連する遺構はݕ出͞れなかっ

た。
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3　木 製 品

3　木 製 品

શ体の出土ྔは、ςϯバコ（಺法 54ʷ 34ʷ 10DN）17 ശで૯਺ 572఺である。小ܕの๮状材、൘材が

多く、器種の判断ができる΋のはわͣかである。集ܭしたとこΖ出土૚Ґはᶚ C૚が 167఺と࠷΋多く、

次いでᶚ૚ 146 ఺、ᶙ૚ 62఺である。河川では河川 1が 57఺、河川 6が 40఺と、包含૚より΋গな

い݁Ռとなった。木製品についてはؼଐ時期が不明な΋のが多いことから遺構・૚Ґ͝とにઆ明する。

A　記 ࡌ の ํ ਑

分類・呼称　器種が明らかな΋の、ਪଌできる΋のについてはʰ木のߟ古ֶ　出土木製品༻材σーλϕー

ス ʦɦҏ東・山田編 2012ʧ・h 木器集成ਤ録　ۙـ原࢝รʱh 木器集成ਤ録　ۙـ古代ร ʦɦಸྑ国ཱ文化

財研究所（以下、ಸ文研とする）1993・1985ʧにैったが、特ఆできない΋の΋多く、h 木のߟ古ֶʱに
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おける木製品分類のよ͏な器種のࡉ分までは行っていない。曲物ఈ൘については、木ఝ޸のೝΊられる΋

のをఈ൘とし、ೝΊられない΋のはԁ形൘とした。ͦのたΊ、本来はఈ൘であって΋ͦのݸ体の࢒存཰が

௿いたΊに木ఝ޸がなく、ԁ形൘とした΋の΋あΖ͏。

ͦれ以外の༻్不明の΋のについては、形状・断面形から、ศٓ的に以下のよ͏に分類した。๮状（ԁ）ɿ

断面形がԁ形の๮状の΋の。たͩし、断面が多֯形で΋、ԁ形を޲ࢤしたとࢥわれる΋のは、ここに分類

した。๮状（֯）ɿ断面形が多֯形で、෯とް͞のൺ཰が֓Ͷ 2ɿ1未ຬの๮状の΋の。๮状（平）ɿ断面

形が多֯形あるいはପԁ形で、෯とް͞のൺ཰が֓Ͷ 2ɿ1ఔ度のፏ平な΋の。๮状とした΋のの෯は小

品であれ͹ܕ 4DNఔ度にお͞まる。൘状ɿ෯とް͞のൺ཰が֓Ͷ 3ɿ1ఔ度以上の΋の。୹࡭状ɿ൘状

の͏ͪ、ް͞ 5〜 6NNまでのബい΋ので、෯は 3DNఔ度までの΋の。加工材ɿ๮状に΋൘状に΋֘౰

しない不ఆ形な΋の。たͩしこれは記ड़するࡍのศٓ的な΋のでີݫな分類ではない。

器種の特ఆできない΋のは、遺物のఱ地の判断΋ࠔ೉な৔߹が多い。ఱ地が不明な΋のについては、レ

イΞ΢ト上、௕い面をॎํ޲とした。上下と΋ܽଛしている๮状や൘状の΋のについては、ਤ化あるいは

ࣸਅࡱӨでの設ஔの༰қ͞からܾఆしている৔߹があり、本来のఱ地とはҟなる可能性があることを༧Ί

ྃঝいたͩきたい。

部位名称と木取り　部Ґ名শとܭଌҐஔは第 10・11ਤのとおり、木औりについては第 12ਤのとおりで

ある。なお、断面ਤの木目は、木औりをࣔした΋のであり࣮ࡍの年ྠ෯とはҟなるが、෯の޿い΋の、ڱ

い΋のがわかるよ͏なදݱとなるよ͏౒Ίた。

#　֤　　　આ（ਤ൛ 21〜 25・44〜 47）

遺構・包含૚のॱにड़΂、͞らに分類͝とにड़΂ていく。分類のॱংはʰ木のߟ古ֶʱにैった。

河川 1　中層（196 〜 200）　196・197 は曲物側൘の一部である。196 はέϏΩが一部のΈに͞ࢪれ、

௲͡部にۙ接して木ఝ޸が見られる。197 ΋木ఝ޸が 1か所見られる。198 の۲ࡈは下୺がܽଛしてい

る。上からの੾ࠐΈが 3〜 4か所ೝΊられるが、ྼ化がਐΈ不明ྎである。199 は片୺がࣼΊに加工͞

れた๮状の材で、ಉ一ݸ体と判断したが上下ࠨӈと΋接߹せͣ、ݸ別にਤ化した。ࠨӈ側面΋ׂり྾いた

面（以下、ׂ྾面とする）であることから、΋との形状は๮状ではなく൘状であった可能性΋ある。200は

๮状でઌ୺をࡉΊる。上部の刃物ࠟは新しいΩズである。

河川 1　下層（201〜 207）・層位不明（208）　201・202 は挽物無台൫でέϠΩ製である。ఈܘは 201

が 11�8DN、202 が 11�0DNと小ぶりである。201 は಺面に刃物ࠟがগʑೝΊられる。202 ఈ部外面は

一部୸化している。203は曲物側൘で一部にέϏΩが͞ࢪれる。片୺のΈ࢒存しており器高は不明である。

204の۲ࡈは 198ಉ༷、಄部を山形に作出し側面には上からの੾ࠐΈをೖれる。ࠨ側面はࡉかく੾ࠐΈ、

ӈඇରশとなっている。205ࠨ はࠨ側がܽଛしており、ԁ形൘であった可能性が高い。206 はࠨ側ԑに

ፘりをೖれているよ͏に見͑る。ࠨ側はܽଛしているたΊ、あるいは޸であった可能性΋൱ఆできない。

下部には刃物ࠟがೝΊられ、͏ͪ 1か所は͏まく੾れͣ͞͞くれが生͡ている。207 は下୺を7字状に

作り出した๮状材である。3片が接߹するが、この状ଶでほ΅׬形と͑ߟる。208は箸状木製品で上୺が

ܽଛしている。断面を࿡֯形に作出している。

河川 2（209・210）　河川 2のఈ面からは൘杭が 3఺出土しており（ਤ൛ 3・30）、͏ͪ 2఺をਤ化した。

209 は௕͞ 52�6DNをଌり、ࠨӈ側面での連続加工のࠟ跡が明ྎに࢒る。210 はྼ化が著しく加工ࠟは

不明ྎである。209・210 の௕͞は、土に埋まっていたਂ͞をࣔしており、ଧͪࠐまれたਂ͞にࠩがあっ
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たことがわかる。なお、209の年代ଌఆを行ったとこΖ、4世紀後൒〜 5世紀中ࠒとい͏਺஋がࣔ͞れた。

河川 5（211）　糸巻の枠木であるが、1఺のΈの出土である。എ面はؙく作出し、上下を؇やかにࡉΊ

ている。横木が݁߹͞れる枘޸は 2か所あり、޸の大き͞は௕෯ 1DNఔである。年代ଌఆでは 7世紀後

൒〜 8世紀後൒との஋がࣔ͞れ、古代の΋のと判断できる。

河川6（212〜214）　212・213は片୺をࣼΊに加工した๮状材である。断面形を見ると、いͣれ΋੔っ

ておらׂͣ྾面のままであることから加工は丁ೡではない。212 は中央෇ۙに刃物ࠟがগしೝΊられる。

214΋片୺をࣼΊに加工した΋のであるが、൘状の材である。下部はྼ化がਐΈബくなっている。

ピット・杭（215 〜 225）　215 は 1145 から出土した。֯๮状材のઌ୺をࣼΊに੾りམとしたのΈの、

؆қ的な杭とࢥわれる。৺ڈの分ׂ材を࢖༻している。ྼ化がਐΈ加工ࠟは不明ྎである。216 は上部

がややፏ平で、下部に޲かってࡉΊる๮状材である。下部ද面は剥མしてつぶれており、上部はܽଛして

いることからશ形は不明である。217 は下୺がܽଛしているが、ͦのଞの面はす΂て丁ೡな加工がな͞

れている。断面は۱ؙํ形で、上面はؙく作り出しࡉかい加工ࠟ΋ೝΊられる。218・219 は 38.άリッ

ドの杭集中ൣғ、220・223・224 は 370άリッドの杭集中ൣғ、222・225 は୯ಠで出土した杭である。

218・219 は௚ܘ 2DN前後とかなり小͞く、杭として機能していたのかٙ໰が࢒る΋のである。218 は

ද面 1面、219 はද面とӈ側面の 2面のΈの加工である。218 のथ種はトωリコଐ、219 はπϒラδイ

である。220・221はઅが多く見られ、थ種はλラノΩである。දൽ௚下の面が࢒っているとਪଌ͞れるが、

いͣれ΋ྼ化がਐんでいる。223 はද面とࠨ側面の 2面、224 はද面 1面のΈの加工である。これら΋

දൽ௚下の面が࢒っていると͑ߟる。थ種は 223 がクリ、224 がスμδイである。222 の杭は河川 1の

෴土にଧͪࠐまれた΋のである。上൒はס૩がਐΈ収ॖしている。木औりは࡟出で、年ྠのހがൺֱ的௚

ઢ的であることから、原木はかなりの大木とਪଌ͞れる。थ種はクリである。225 は上下と΋ܽଛして

いるが、遺存状ଶがྑ޷で加工ࠟは明ྎである。थൽが࢒る。ଞのݸ体とൺֱして年ྠ෯が޿い。

Ⅳb 層（226〜 240）　226 はฟ杓子である。ӈ側ԑがܽଛしている。加工は丁ೡで、ද面に࡟りࠟが࢒

る。下୺から 2DNఔの部分から྆側ԑをわͣかに࡟ってࡉΊている。227 はࠨӈがܽଛしているが、ԁ

形൘とਪଌ͞れる。पԑの෯ 1DNఔをࣼΊに加工しްΈを͡ݮている。加工は丁ೡである。ྼ化がਐΈ、

ްΈがほとんどなくなっている部分΋ある。228 はԿらかの製品または部材の一部であΖ͏。ࠨӈをܽ

ଛしているたΊશ形は不明である。上下と΋ހ状をఄするがͦれͧれのހの中৺は一கしない。ཪ面はશ

面୸化している。230 は平๮状材の下部をހ状にࡉΊる΋ので、252 とۙࣅする。上下をܽଛしており

શ形は不明である。231は曲物側൘の小片で、231Bは௲͡޸が1か所、231Cはࠨӈに2か所ೝΊられる。

232 はԁ形൘のද面にאൽ௲͡が が޸ӈͦれͧれࠨ、2ྻ 2か所ೝΊられる΋のである。中央にはಉ৺

ԁ状の޸が存在する可能性がある。しかしͦの޸  のހは׈らかなހ状ではないことから、ԁ形ではない

可能性΋ある。ཪ面は一部が୸化し刃物ࠟ΋ೝΊられ、స༻͞れたと΋ਪଌ͞れる。233 は曲物ఈ൘で

௚ܘは約 13DNである。木ఝ޸が 4か所あり、ͦの͏ͪ木ఝが 2か所࢒る。木ఝ޸のਂ͞は 7NNఔで

ある。

234 はུ൒ԁ形をఄする൘材である。ཪ面には加工ࠟが見͑る。上୺に୸化部分がわͣかなൣғでೝ

Ίられる。235 は杭のઌ୺部分と͑ߟる。ྼ化がਐΈ加工ࠟは不明ྎであるが、断面はུਖ਼ํ形に੔͑

ている。थ種はクリである。236 〜 238 は๮状の材である。236 はઌ୺をわͣかにࡉく加工する。237

は丁ೡな加工で断面をԁ形に作り出し、ઌ୺はؙく࢓上͛る。୸化は見られない。238 ΋断面を੔った

ԁ形に࢓上͛ている。下部をわͣかにࡉΊるが、下୺をܽଛしているたΊ形ଶは不明である。上部にはਫ
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平ํ޲のࠟࡲがあり、部分的にややࡉくなっていることから、ඥ౳でറったࠟ跡とਪଌできる。239 は

ӈ側ԑ下部に小͞いፘりがあり、部材と判断できる。240 はද面以外の 3面を࡟り出し๮状材を作り出

す。ද面のΧーϒに年ྠが平行しており、ද面は原木のදൽۙくの面が࢒っていると判断できる。下୺は

4面を加工する。ද面からࠨ側面にかけてશ面に୸化している。

Ⅳ層（241 〜 263）　241 は連ࣃ下駄、242 は無ࣃ下駄、243 はࠩࣃ下駄のࣃである。241 は上下とӈ

側がܽଛしॹ޸が 1か所しか࢒っていない。ॹ޸の௚ܘは 1�3 〜 1�5DN、高͞は 3�5DNであるが、ఈ

面のྼ化がਐんでいるたΊ、これより΋高い可能性がある。थ種はϞクレϯଐである。242 ཪ面は、平

ୱではなく木目にԊったԜತが生͡ているが、ྼ化による΋のであΖ͏。ॹ޸の形はፏ平で௕͞ 0�7 〜

1�0DN、෯ 0�8 〜 0�9DNである。244 は黒漆ృりの椀で、高台部分が剥མしているとਪଌ͞れる。体部

上൒は面औり͞れる。245はԁ形൘とਪଌ͞れる。中央に௚1�5ܘDNのԁ޸を有し、֖ ൘の可能性がある。

पԑの෯ 1DNఔをࣼΊに加工しްΈを͡ݮている。ཪ面はס૩とྼ化によりԜತが著しい。246 は曲物

ఈ൘でද面は一部୸化している。木ఝ޸は 2か所ೝΊられるがఝは࢒存していない。ྼ化がਐんでいる

ことから、木ఝ޸पล΋่れており、ද面下部΋剥མしている。248 は杓子のఈ部である可能性が高い。

形状はପԁ形でおͦらくਤ面ӈ側にฑがつく΋のとਪଌする。ޱԑ部は࢒っておらͣશ形は不明である。

器นは接地部分が࠷΋ްく 1�9DNで、ޱԑ部にۙͮくにつれബくなる。木औりは横木औりのຝ目でथ種

はϑサβクラである。

249・250 は錘と判断した。249はؙ木の一面のΈ平らに加工し、ͦ の面に接してፘりを 1か所ೖれる。

ྼ化により上下୺部の加工は不明ྎである。250 は上下୺をؙく作り出し、中央෇ۙの྆側（ର面）2か

所にፘりをೖれる。249・250 はどͪら΋௚ܘ 3�6DNである。थ種は 249がϠφΪଐ、250がノリ΢π

Ϊである。251 は೺खの未成品であΖ͏か。あるいは๰৫機の一部か΋しれない。断面形は台形で上下

ରশ形をなす。ද面の上部と下部はྼ化がਐΉ。253 はࠨ側面下部をፘり、ほかは֯をམとすよ͏にࣼ

Ίに加工する。ද面に΋加工ࠟがೝΊられ、下部をよりബく加工している。ཪ面はྼ化しており加工ࠟは

不明ྎである。254 は下୺をࣼΊに加工し、上୺は平ୱに作り出す。Կらかの部品であΖ͏か。255 は

ߟ部をਫ平になるよ͏ፘり、಄部を山形に作り出す。下部はӈ側面のΈࣼΊに加工する。製品の一部とݞ

͑られるが種類は不明である。256 は൒ԁ形またはԁ形をఄする部材である。޸がࠨ側に 2か所、ӈ側

にฒんで 2か所見られる。ް͞は 3NNとബい。ࠨ側ԑの上部はྼ化がਐΈ、側面がつぶれている。ཪ

面は༷ʑなํ޲の刃物ࠟが多਺ೝΊられる。257 ΋൒ԁ形あるいはԁ形の部材であΖ͏。ํ形の޸には

Ίࠐまれた材が޸の෯൒分ほど࢒る。材は൘ްの 2ഒほどの௕͞である。ද面下部は୸化している。258

は断面ԁ形をఄする๮状材で、上下と中৺ۙくの 3か所に޸がある。޸はॊらかく։けやすいૣ材の部

分を؏௨している。下部はྼ化がਐΉ。260 〜 263 は๮状材で、261 は断面ํ形、ͦのଞは断面ԁ形を

Ίる΋のである。263ࡉする。いͣれ΋ఔ度のࠩはあれど片୺を޲ࢤ は杭と΋͑ݴる形状で、加工ࠟは

明ྎである。

Ⅳa 層（264・265）　264 は上下の྆側面にʮくʯ字状のፘりをೖれた部材である。ፘり部分にはࠟࡲ

౳の࢖༻ࠟはೝΊられない。265 は片୺を枘状に作り出す。枘は୺面中央ではなく୺から作り出͞れて

いる。下部はܽଛしており、わͣかに࢒る下୺は୸化している。

Ⅲ層（266 〜 273）　266・267 は漆器椀である。266 は಺外面黒漆ృりで見ࠐΈに੺漆文༷をඳく。

267 は外面黒漆、಺面੺漆が͞ࢪれる。಺面は੺漆が一部剥མし、下地の黒৭が見͑る。ޱԑ部のΈで

あり文༷は不明である。268 はހ状をఄする൘状の材である。加工は丁ೡでありԿらかの製品の一部か
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部材と͑ߟる。269 箸状木製品のઌ୺はӶく作出͞れる。270 は接߹しないがಉ一ݸ体と判断できるこ

とから、ਤ上෮ݩした。ํ形をఄするとਪଌ͞れる。࢛۱を੾りམとすࡍ、側面のΈを加工するのではな

く、දཪͦれͧれの面から加工している。中৺෇ۙに޸が 1か所見られる。271 は୹࡭状の部材である。

ද面のΈ上下ԑをࣼΊに加工する。中央෇ۙに小͞な޸を 2か所ઠͪ、上୺にわͣかな੾ࠐΈをೖれる。

थ種はヒノΩである。272 は֯๮状の部材で、上下に޸をઠつが、上部の޸は未؏௨である。දཪ面と

΋丁ೡに加工しているが、本体は௚ઢ的ではなくわͣかに曲がっている。ҙਤ的に成形した΋のかど͏か

は不明である。273 は൘状の部材で、ࠨ側ԑに޸が 2か所見られる。下୺をހ状に加工する。上୺はܽ

ଛしているが、ӈ側面΋ܽଛしている可能性がある。࡯؍によるܽଛの判断ができͣਪఆઢをೖれていな

い。ද面に多਺の刃物ࠟがೝΊられる。

自然木（274・275）　ࣸਅのΈのࡌܝである。274 は河川 4の 1� ૚から出土したࣗવ木で、௕͞は約

16DNと 7DN、௚ܘは 5DNఔである。थ種はクマノϛズΩ類で、年代ଌఆの݁Ռ 8世紀後൒〜 9世紀

後൒とい͏਺஋がࣔ͞れた。遺構の調査所見とは一கする。275 は 4X102D から出土したࣗવ木で、主

にઅの部分である。थ種はスΪで、年代は 1世紀で弥生時代中期ࠒとい͏݁Ռがࣔ͞れた。΋と΋とは

֬ೝ調査でݕ出したピットであり、平面形やଯ積状گは不明ではあるが、下૚（古墳時代）の遺構ݕ出面

より 40DN下でݕ出していることから、弥生時代の可能性は高い。ଌఆ݁Ռと一கすると͑ݴよ͏。
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第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析

1　थ　種　ಉ　ఆ

थ種ಉఆについては、発掘調査を行った 2007 年度に 11఺分析を行っていることから、2014 年度は

遺物の͏ͪ未ಉఆのࡌܝ 72఺を分析した。以下、分析年度͝とに記ࡌする。

A　2007 年度分析

料　　　ࢼ（1

料は、河川跡やピット、性֨不明遺構、包含૚౳から出土した木製品ࢼ 8఺とࣗવ木 2఺のܭ 10఺（分

析番号 :1〜 10）である。この͏ͪ、部材（分析番号 :4）は޸಺に木ఝが࢒存していたことから、൘と૊

߹せ材の 2఺よりࢼ料࠾औを行っている。したがって、分析ର৅としたࢼ料は 11఺となる。

2）分　析　ํ　法

์）ຝ目・（横断面）ޱを行った後、ం౛を༻いて木࡯؍らに、木औり౳の͞、گや保存状؍料の外ࢼ֤

ࣹ断面）・൘目（接ઢ断面）の 3断面のెख੾片を௚接࠾औし、サϯϓϧළ಺にਫとと΋に෧ೖする。࠾औ

した੾片を࣮体ݦඍڸで࡯؍し、֤断面に૬౰する੾片をरい出してΨϜ・クϩラーϧ（๊ਫクϩラーϧɼ

ΞラϏΞΰϜค຤ɼάリηリϯɼৠཹਫのࠞ߹ӷ）で෧ೖし、ϓレパラートを作製する。ϓレパラートは、生

物ݦඍڸで木材૊৫を࡯؍し、ͦの特௃をݱ生ඪ本とൺֱして種類をಉఆする。

ಉఆのࠜڌとなるݦඍڸ下での木材૊৫の特௃౳については、ౡ地・ҏ東ʦ1982ʧ、8IFFMFS ଞʦ1998ʧ、

3JDIUFS ଞʦ2006ʧをߟࢀにする。また、֤थ種の木材૊৫については、ྛʦ1991ʧ、ҏ東ʦ1995ɼ

1996ɼ1997ɼ1998ɼ1999ʧやಠཱ行੓法人৿ྛ૯߹研究所の日本࢈木材ࣝ別σーλϕースをߟࢀにする。

3）݁　　　Ռ

݁Ռは第 2 දにࣔす。木製品お

よͼࣗવ木は、਑葉थ 1種類（スΪ）

と޿葉थ 2種類（スμδイ・クマノϛ

ズΩ類）にಉఆ͞れた。以下に、֤

種類のղ๤ֶ的特௃౳を記す。

（1）スΪ（Cryptomeria japonica （L�	G�）	

　　		%�	%PO）　スΪՊスΪଐ

๔でࡉࢷ૊৫はԾ道؅とथ޲ํ࣠

構成͞れる。Ծ道؅のૣ材部から൩

材部΁のҠ行はややٸで、൩材部の

෯はൺֱ的޿い。थࡉࢷ๔はほ΅൩材部にೝΊられる。์ࣹ૊৫はॊࡉ๔のΈで構成͞れる。分໺น޸は

スΪܕで、1分໺に 2�4 ૊৫は୯ྻ、1�10ࣹ์。ݸ 。๔高ࡉ

分析
番号

報告
番号 थ種 分類܈ 種類 木औり

出土Ґஔ

άリッド 遺構番号 ૚Ґ

:1 226 スΪ 工۩ ฟ杓子 ຝ目 3501 ᶚ C

:2 209 スΪ 土木材 ൘杭 ຝ目 34019 河川 2

:3 211 スΪ ๰৫۩ 糸巻の枠木 出࡟ 36/23 河川 5 1

:4 257
スΪ 部材　൘ ൘目

36/21 ᶚ
スΪ ૊߹せ材 出࡟

:5 274 クマノϛズΩ類 ࣗવ木 35015 河川 4 1ʟ

:6 275 スΪ ࣗવ木 38/3 4X102D 1

:7 242 スΪ ෰০۩ 無ࣃ下駄 ௥ຝ目 35021 Ο ᶚ

:8 217 スΪ 不明 出࡟ 37/5 杭 23

:9 224C スμδイ 土木材 杭 ؙ木 37012 杭 39

:10 215 スΪ 土木材 杭か 分ׂ
（৺ڈ） 36/9 1145

第 2表　2007 年度分析　樹種同定結果
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（2）スμδイ（Castanopsis cuspidata	WBS�	sieboldiJ	（.BLJOP）	/BLBJ）　ϒφՊシイノΩଐ

材で、道؅は޸性์ࣹ޸؀ 1�3 部はݍ޸。に഑ྻする޲෯で์ࣹํݸ 3�4 をܘに؅ܹٸ外でݍ޸、ྻ

状に഑ྻする。์ࣹ૊৫ޓはަ޸を有し、น޸しながらՐԌ状に഑ྻする。道؅は୯ઠݮたのͪ、઴͡ݮ

はಉ性、୯ྻ、1�20 。๔高ࡉ

（3）クマノϛズΩ類（Cornus）　ϛズΩՊϛズΩଐ

状に഑ޓはަ޸を有し、น޸在し、分෍ີ度は高くない。道؅は֊ஈઠࢄ材で、道؅はほ΅୯ಠで޸ࢄ

ྻする。์ࣹ૊৫は上下ԑล部が௚ཱࡉ๔となるҟ性、1�6 ๔෯、1�30ࡉ 。๔高ࡉ

以上の特௃からϛズΩଐの中で΋クマノϛズΩやϠマボ΢シと͑ߟられる。

࡯　　　ߟ（4

木製品・杭材9఺は、ਊؙ࣋木の杭1఺（分析番号:9）をআく8఺がスΪであった。木製品の器種は、杓子、

部材およͼ૊߹せ材、糸巻の枠木、൘杭、下駄、杭と多ذに౉り、༷ʑな木製品にスΪがར༻͞れていた

ことがਪఆ͞れる。スΪが多くར༻͞れる޲܏は、糸魚川市಺の山؛遺跡・前೾南遺跡・࿡൓田南遺跡の

調査で΋֬ೝ͞れている。なお、スΪが多༻͞れたഎܠとしては、スΪ材は、木ཧが௨௚でׂ྾性が高く、

加工が༰қで଱ਫ性を有するといった

材質的特௃や、特にׂ྾性をར༻した

൘状の加工が༰қであることから、ฟ

杓子、൘杭、無ࣃ下駄などの൘状の製

品を製作するのにదしていたことなど

がਪఆ͞れる。

一ํ、ࣗવ木 2 ఺は、スΪとクマ

ノϛズΩ類であった。スΪは、ਫ分の

多い土地を޷Ήथ木であり、पғの௿

地にスΪが生育していた可能性があ

る。したがって、上記したスΪ材が多

༻͞れたഎܠには、पғにスΪが生育

し、ೖखが༰қであったことなど΋ߟ

͑られる。また、クマノϛズΩ類は、

ྛԑ部などにී௨にΈられるམ葉޿葉

थであり、पғの山地ࣼ面などに生育

していた可能性がある。

ਊؙ࣋木の杭にೝΊられたスμδイ

は、ஆԹଳ性ৗ྘޿葉थྛを構成する

ৗ྘高木である。新潟県では、Ԋւ地

を中৺にৗ྘޿葉थが分෍しているこ

とから、スμδイ΋पғに生育してい

た可能性がある。　　（2008 年 3月） 第 13図　木製品の光学顕微鏡写真（1）

1a

2a

3a

1b

2b

3b

1c

2c

3c

1�　スΪ（分析番号:3）
2�　スμδイ（分析番号:9）
3�　クマノϛズΩ類（分析番号:5）

　　Bɿ木ޱɼCɿຝ目ɼDɿ൘目

300ЖNɿ2B・3B
200ЖNɿ1B・2C,	D・3C,	D
100ЖNɿ1C,	D
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#　2014 年度分析

ࢼ（1 料 と ํ 法

杭材などの木製品、۲ࡈ、料は、河川跡などから出土した曲物や漆器椀、下駄ࢼ 72఺である。遺構の

時期は、河川 1・2・6が古代、杭 12・18・22・30・34・36・43・51が中世、૚Ґではᶚ૚が古代〜

中世、ᶚ C૚が古代主体、ᶚ B૚が中世主体、ᶙ૚が中世とਪଌ͞れている。

これらのࢼ料から、ం౛を༻いて 3断面（横断面・接ઢ断面・์ࣹ断面）の੾片を࠾औし、ΨϜクϩラー

ϧで෧ೖしてϓレパラートを作製した。これを光ֶݦඍڸで࡯؍・ಉఆし、ࣸਅࡱӨを行った。

2）݁　　　Ռ

थ種ಉఆの݁Ռ、਑葉थはマπଐෳҡ؅ଋѥଐ、スΪ、ヒノΩ、Ξスφϩの 4分類޿、܈葉थはϠφΪଐ、

クリ、πϒラδイ、ϒφଐ、έϠΩ、Ϟクレϯଐ、ϑサβクラ、ノリ΢πΪ、λラノΩ、トωリコଐトω

リコઅ（以下、トωリコઅ）の10分類14ܭ、܈分類܈が֬ೝ͞れた。遺構およͼ૚Ґ別のथ種構成を第3ද、

݁Ռの一ཡは巻຤の࡯؍දにࣔした。શ体ではスΪが 51఺で࠷΋多く、ա൒਺を઎Ίている。ͦのଞの

थ種は、ͦれͧれ 3఺以下である。

以下に、ಉఆࠜڌとなった木材૊৫の特௃を記ࡌし、光ֶݦඍࣸڸਅを第 14・15ਤにࣔす。

（1）マπଐෳҡ؅ଋѥଐ　Pinus TVCHFO�	Diploxylon　マπՊ　第 14ਤ　1B�1D（/P�225）

Ծ道؅とਨ௚およͼਫ平थࢷ道、์ࣹ૊৫、์ࣹԾ道؅からなる਑葉थである。ૣ材から൩材΁のҠ行

はややٸで、൩材部は޿い。大ܕのथࢷ道をബนのΤピηリ΢Ϝࡉ๔がғんでいる。分໺น޸は૭状で、

์ࣹԾ道؅のਫ平นは಺側޲きにࣃڒ状にංްする。

マπଐෳҡ؅ଋѥଐはஆଳからԹଳ下部に分෍するৗ྘高木で、ΞΧマπとクϩマπがある。材は༉ؾ

が多く、ᯰ性は大である。

（2）スΪ　Cryptomeria japonica	（L�G�）	%�%PO　スΪՊ　第 14ਤ　2B�2D（/P�269）

Ծ道؅と์ࣹ૊৫、थࡉࢷ๔からなる਑葉थである。ૣ材から൩材΁のҠ行はややٸで、൩材部の෯は

で、1分໺に௨ৗܕのスΪܕは大޸在する。分໺นࢄ๔は主に൩材部にࡉࢷい。थ޿ 。ฒぶݸ2

スΪはஆଳからԹଳ下部に生育するৗ྘高木である。材はൺֱ的ܰೈで、੾࡟加工は༰қであり、ׂ྾
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性は大きい。

（3）ヒノΩ　Chamaecyparis obtusa	（4JFCPME	FU	;VDD�）	EOEM�　ヒノΩՊ　第 14ਤ　3B�3D（/P�271）

Ծ道؅と์ࣹ૊৫、थࡉࢷ๔からなる਑葉थである。ૣ材から൩材΁のҠ行はややٸである。थࡉࢷ๔

は主に൩材部にࢄ在する。分໺น޸はト΢ヒܕ〜ヒノΩܕで、1分໺に 。存在するݸ2

ヒノΩは෱ౡ県以南のԹଳからஆଳに分෍するৗ྘高木である。材は加工༰қでׂ྾性は大きく、଱ٺ

性およͼ଱࣪性は著しく高く、ڰいがগない。

（4）Ξスφϩ　Thujopsis dolabrata	4JFC�	FU	;VDD�　ヒノΩՊ　第 14ਤ　4B�4D（/P�259）

Ծ道؅と์ࣹ૊৫、थࡉࢷ๔からなる਑葉थである。ૣ材部から൩材部΁のҠ行はൺֱ的؇やかである。

थࡉࢷ๔は൩材部にࢄ在し、์ࣹ૊৫಺に΋๛෋にथࢷを含Ή。分໺น޸は小ܕのスΪܕ〜ヒノΩܕで、

1分໺に不ଗいに 3〜 。存在するݸ4

ΞスφϩはԹଳに分෍するৗ྘高木である。材の加工性やׂ྾性は中༱ͩが、଱ٺ性およͼ保存性が高

い。

（5）ϠφΪଐ　Salix　ϠφΪՊ　第 14ਤ　5B�5D（/P�249）

やや小ܕの道؅が、୯ಠ΋しくは਺ݸෳ߹してややີに分෍する޸ࢄ材である。道؅のઠ޸は୯一とな

る。์ࣹ૊৫は୯ྻで、ҟ性である。

ϠφΪଐはஆଳ、Թଳ、פଳに޿く生育するམ葉高木または௿木で、έシϣ΢ϠφΪやコΰϝϠφΪ、

シμレϠφΪなど、日本では 90種ఔがある。材はશ般にܰೈで、ڧ度は௿いがᯰ性があり、੾࡟加工は

༰қである。

（6）クリ　Castanea crenata	4JFCPME	FU	;VDD�　ϒφՊ　第 14ਤ　6B�6D（/P�222）

大ܕの道؅が年ྠのは͡Ίに਺ྻฒͼ、൩材部ではബนで֯ுった小道؅がՐԌ状に഑ྻする޸؀材で

ある。࣠ ์。は୯一である޸ॊ૊৫はいͼつなઢ状となる。道؅のઠ޲ํ ࣹ૊৫はಉ性で主に୯ྻである。

クリはԹଳ下部からஆଳに分෍するམ葉高木である。材は重ߗで、଱ٺ性およͼ଱࣪性に༏れ、保存性

が高い。

（7）πϒラδイ　Castanopsis cuspidata	（TIVOC�）	4DIPUULZ　ϒφՊ　第 14ਤ　7B�7D（/P�219）

に連続しない。൩材部では޲材で、年ྠのは͡Ίの道؅は୯ಠでやや大きいが、接ઢํ޸性の์ࣹ޸؀

ঃʑにܘを͡ݮた小ܕでബนの小道؅が集団をなしてՐԌ状に഑ྻする。࣠ํ޲ॊ૊৫はいͼつなઢ状と

なる。道؅のઠ޸は୯一である。์ࣹ૊৫は୯ྻಉ性で、集߹์ࣹ૊৫がΈられる。

πϒラδイはஆଳに分෍するৗ྘高木である。材はやや重ߗで、ׂ྾性およͼס૩は中༱であり、଱ٱ

性は著しく௿い。

（8）ϒφଐ　Fagus　ϒφՊ　第 14ਤ　8B�8D（/P�267）

小ܕで୯ಠの道؅がີに分෍し、൩材部ではややܘをͣݮる޸ࢄ材である。道؅のઠ޸は୯一の΋のと

֊ஈ状の2種類がある。์ࣹ૊৫はほ΅ಉ性で、୯ྻの΋の、2〜਺ྻの΋の、ࣹ์޿૊৫の3種類がある。

ϒφଐはԹଳに分෍するམ葉高木で、ϒφとイψϒφがある。材はߗݎおよͼ៛ີで、ᯰ性があるが保

存性は௿い。

（9）έϠΩ　Zelkova serrata	（TIVOC�）	.BLJOP　χレՊ　第 14ਤ　9B�9D（/P�244）

大ܕの道؅が年ྠのは͡Ίに 1ྻにฒͼ、൩材部では小道؅が集団をなして接ઢ状からࣼઢ状に഑ྻ

する޸؀材である。道؅のઠ޸は୯一で、小道؅にはらせんංްがΈられる。์ࣹ૊৫は 3〜 5ྻ෯ఔ

度のҟ性で、上下୺のࡉ๔に大きな݁থを΋つ。



第ᶜষ　ࣗવՊֶ分析

33

έϠΩはஆଳ下部に分෍するམ葉高木で、ංཊ地やܢ൞によく生育する。材は重ͩߗが、加工はͦれほ

どࠔ೉ではなく、保存性が高い。

（10）Ϟクレϯଐ　Magnolia　ϞクレϯՊ　第 14ਤ　10B�10D（/P�243）

小ܕの道؅が、୯ಠ΋しくは 3〜 材である。木ણҡのนはബい。道޸ࢄ౳に分෍するۉෳ߹してݸ4

؅૬ޓน޸はରྻ〜֊ஈ状、道؅のઠ޸は୯一である。์ࣹ૊৫は 1〜 2ྻ෯で、上下୺の 1〜 ๔ࡉ2

が௚ཱ΋しくはํ形ࡉ๔であるҟ性である。

ϞクレϯଐはԹଳからஆଳ上部に分෍するৗ྘またはམ葉の௿木およͼ高木で、λイサϯボクやϗオノ

Ω、Ϟクレϯ、コϒシなどがある。材は一般にややܰೈまたは中༱ఔ度ͩが、៛ີでڰいがগない。

（11）ϑサβクラ　Euptelea polyandra	4JFCPME	FU	;VDD�　ϑサβクラՊ　第 15ਤ　11B�11D（/P�248）

小ܕの道؅がほ΅୯ಠでີに分෍する޸ࢄ材で、൩材部でやや小ܕ化する。道؅のઠ޸は 40ஈ以上の

֊ஈ状である。์ࣹ૊৫は 6〜 10ྻ෯ఔ度のҟ性で、ࡉ๔高は 1NN以上ある。

ϑサβクラはԹଳからஆଳ上部に分෍するམ葉高木である。材はやや重ߗでׂれにくいが੬い。

（12）ノリ΢πΪ　Hydrangea paniculata	4JFC�	FU	;VDD�　ϢΩノシλՊ　第 15ਤ　12B�12D（/P�250）

小ܕでやや֯ுった道؅が、୯ಠで分෍する޸ࢄ材である。道؅のઠ޸は 40ஈఔ度の֊ஈ状である。

์ࣹ૊৫はҟ性で、1〜 2ྻ෯で୯ྻ部と多ྻ部の෯がಉ͡である。

ノリ΢πΪは北ւ道から۝भ（԰ٱౡまで）に分෍するམ葉小高木あるいは௿木である。Թଳྛのઌۦ

थ種で、െ࠾跡地に࠷ॳに出ݱする種の一つである。材はᯰڧである。

थ種

遺構名 河川 1 河川2 河川 6 杭 12 杭 18 杭 22 杭 30 杭 34 杭 36 杭 43 杭 51 − − − −
૚Ґܭ 下 中 − 1 3 − − − − − − − − ᶚ ᶚ C ᶚ B ᶙ

時期 古代 中世か 古代〜中世 古代主体 中世主体か 中世
マπଐෳҡ؅ଋѥଐ 1 1
スΪ 5 7 1 2 1 1 13 14 2 5 51
ヒノΩ 1 1 2
Ξスφϩ 1 1
ϠφΪଐ 1 1
クリ 1 1 1 3
πϒラδイ 1 1
ϒφଐ 2 2
έϠΩ 2 1 3
Ϟクレϯଐ 1 1 2
ϑサβクラ 1 1
ノリ΢πΪ 1 1
λラノΩ 1 1 2
トωリコଐトωリコઅ 1 1

ܭ 7 7 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 20 15 2 9 72

第 3表　遺構別の樹種構成

器種分類 ๰৫۩ ෰০۩ ༰器 ৯事۩ ۩᛾ࡇ 土木材 ͦのଞ

ܭ

थ種 器種名

錘

か

差
歯
下
駄
　
歯

連

歯

下

駄

曲

物

側

板

曲

物

底

板

漆
器
有
台
椀

漆

器

椀

漆

器

椀

か

挽
物
無
台
盤

杓

子

か

箸
状
木
製
品

斎

串

杭

板

杭

円

形

板

か

蓋

板

か

杭

状

半
円
形
板
か

部

材

部

材

？

不

明

マπଐෳҡ؅ଋѥଐ 1 1
スΪ 5 2 4 2 1 2 1 2 1 7 1 23 51
ヒノΩ 2 2
Ξスφϩ 1 1
ϠφΪଐ 1 1
クリ 3 3
πϒラδイ 1 1
ϒφଐ 1 1 2
έϠΩ 1 2 3
Ϟクレϯଐ 1 1 2
ϑサβクラ 1 1
ノリ΢πΪ 1 1
λラノΩ 2 2
トωリコଐトωリコઅ 1 1

ܭ 2 1 1 5 2 1 1 1 2 1 4 2 7 1 2 1 3 1 9 1 24 72

第 4表　器種別の樹種構成
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（13）λラノΩ　Aralia elata	（Miq.） Seem.　΢コΪՊ　第 15ਤ　13B�13D（/P�220）

年ྠのは͡Ίにやや大ܕの道؅が਺ྻฒͼ、൩材部では小道؅が୯ಠ΋しくは਺ݸෳ߹してࣼઢ状に഑

ྻする޸؀材である。道؅のઠ޸は୯一である。์ࣹ૊৫は 3〜 5ྻ෯のҟ性で、不׬શなৌࡉ๔がΈ

られる。

λラノΩはԹଳからஆଳに分෍するམ葉௿木である。材のڧ度は中༱である。

（14）トωリコଐトωリコઅ　Fraxinus TFDU�	Ornus　ϞクηイՊ　第 15ਤ　14B�14D（/P�218）

年ྠのは͡Ίに大ܕの道؅が 1ྻఔ度ฒぶ޸؀材で、൩材部ではްนの小道؅が୯ಠ΋しくは์ࣹํ

に޲ 2〜 は୯一である。์ࣹ૊৫はಉ性で޸在する。道؅のઠࢄෳ߹してݸ3 1〜 3ྻ෯である。

トωリコઅはԹଳに分෍するམ葉高木で、トωリコやΞオμϞなど7種がある。材は中༱〜やや重ߗで、

੾࡟加工は༰қ、保存性΋中༱である。

࡯　　　ߟ（3

横マクリ遺跡から出土した木製品のथ種ಉఆ݁Ռは、スΪを中৺とするथ種構成となった。なお、遺構

͝とに分析఺਺が大きくҟなるたΊ、遺構や時期によるथ種構成のҧいまでは֬ೝできていない（第 3ද）。

器種別のथ種構成を第 4දにࣔす。錘や下駄、漆器類、杭材では޿葉थが༻いられているが、ͦれ以

外では、൘状の木製品を中৺にスΪが多༻͞れている。スΪはܰೈなたΊ加工が༰қであり、また木ཧ௚

௨でׂ྾性΋大きく、製材しやすい材である。

๰੷۩の錘とࢥわれる木製品では、ϠφΪଐとノリ΢πΪが֤ 1఺֬ೝ͞れた。ϠφΪଐはܰೈな材、

ノリ΢πΪはڧਟな材である。

下駄は連ࣃ下駄と、ࠩࣃ下駄のࣃが֤ 1఺で、と΋にϞクレϯଐであった。Ϟクレϯଐの材は៛ີͩ

が加工༰қで、下駄のૉ材としてよく༻いられる。

༰器では、曲物はఈ൘、側൘と΋にす΂てスΪであった。一ํ、漆器椀や挽物では޿葉थのϒφଐ、έ

ϠΩ、ϑサβクラが༻いられていた。ϒφଐとέϠΩは、漆器のૉ材として一般的である。

৯事۩や۲ࡈ、ͦのଞの༻్不明木製品は、ほ΅スΪであった。୹࡭状の部材でヒノΩ、不明木製品で

Ξスφϩ΋֬ೝ͞れた。

杭材では、൘杭でスΪが 1఺Έられたが、ؙ木や࡟出のࢼ料ではスΪは֬ೝ͞れͣ、マπଐෳҡ؅ଋ

ѥଐとクリ、πϒラδイ、λラノΩであった。これらの材はೋ次ྛ的要ૉのڧいथ種である。杭材には遺

跡पลの২生が൓ө͞れる޲܏があるたΊ、पลは日౰たりのよい։けたڥ؀であったとਪଌ͞れる。

06年の調査で行われたथ種ಉఆで΋、Τϒリやු子など木製品の多くにスΪが༻いられ、漆ృ椀では

έϠΩ、ࣗવ木ではϋϯノΩѥଐが֬ೝ͞れているʦ໺村 2008ʧ。ࠓճのथ種ಉఆ݁Ռ΋、以前の調査

݁Ռと類ࣅしたथ種構成をࣔしている。北཮地ํはスΪを多༻するスΪ文化ݍでありʦླ木 2002ʧ、地

Ҭの木材ར༻޲܏と΋一கする。 （2014 年 12月）

引用文献

ҏ東ོ෉・山田ণٱ編（2012）木のߟ古ֶ−出土木製品༻材σーλϕース−ɽ449Qɼւ青社ɽ

໺村හ江（2008）थ種ಉఆɽʮ横マクリ遺跡ʯɿ48�49ɼ新潟県教育委員会・新潟県埋蔵文化財調査事業団

ླ木ࡾஉ（2002）日本人と木の文化ɽ255Qɼീ坂書房ɽ
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第 14図　木製品の光学顕微鏡写真（2）
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Bɿ横断面（スέーϧ �250ЖN）　　Cɿ接ઢ断面（スέーϧ �100ЖN）　Dɿ์ࣹ断面（スέーϧ �1�4ɿ25ЖNɼ5�8ɿ100ЖN）
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2　์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ

1）ଌఆର৅ࢼ料

ଌఆର৅ࢼ料は、河川2（34019άリッド）から出土した加工材（ࢼ料ᶉɿ*AAA�72558）、河川 5（36/23άリッ

ド）の 1 ૚から出土した糸巻の枠木（ࢼ料ᶊɿ*AAA�72559）、杭 39（37%12 άリッド）（ࢼ料ᶋɿ*AAA�

72560）、河川 4（35015 άリッド）から出土したࣗવ木（ࢼ料ᶌɿ*AAA�72561）、4X102D（38/3άリッド）

から出土したࣗવ木（ࢼ料ᶍɿ*AAA�72562）、߹ܭ 5఺である。

2）化ֶॲཧ工ఔ

1�　ϝス・ピϯηットを࢖い、ࠜ・土౳のද面的な不७物をऔりআく。

2�　AAA（ADJE	AMLBMJ	ADJE）ॲཧ。ࢎॲཧ、ΞϧΧリॲཧ、ࢎॲཧにより಺面的な不७物をऔりআく。࠷

ॳのࢎॲཧでは 1/の塩（ˆ80）ࢎを༻いて਺時間ॲཧする。ͦの後、௒७ਫで中性になるまでرऍす

る。ΞϧΧリॲཧでは 0�001 〜 1/のਫࢎ化φトリ΢Ϝਫ༹ӷ（80ˆ）を༻いて਺時間ॲཧする。ͦの

後、௒७ਫで中性になるまでرऍする。࠷後のࢎॲཧでは 1/の塩（ˆ80）ࢎを༻いて਺時間ॲཧした後、

௒७ਫで中性になるまでرऍし、90ˆでס૩する。رऍのࡍには、ԕ৺分཭機を࢖༻する。

化ಔࢎ料をࢼ　�3 1Hとڞに石ӳ؅に٧Ί、ਅۭ下で෧͡੾り、500ˆで 30分、850ˆで 2時間加೤する。

4�　ӷ体஠ૉとΤλノーϧ・ドライΞイスのԹ度ࠩをར༻し、ਅۭライϯでೋࢎ化୸ૉ（$02）をਫ਼製する。

5�　ਫ਼製したೋࢎ化୸ૉからమを৮ഔとして୸ૉのΈをந出（ਫૉでؐݩ）し、άラϑΝイトを作製する。
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第 15 図　木製品の光学顕微鏡写真（3）

11B�11Dɽϑサβクラ（/P�248）	 12B�12Dɽノリ΢πΪ（/P�250）
13B�13DɽλラノΩ（/P�220）	 14B�14Dɽトωリコଐトωリコઅ（/P�218）

　Bɿ横断面（スέーϧ �250ЖN）
　Cɿ接ઢ断面（スέーϧ �100ЖN）
　Dɿ์ࣹ断面（スέーϧ �100ЖN）
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6�　άラϑΝイトを಺ܘ 1NNのΧιードにϋϯドϓレス機で٧Ί、ͦれをϗイーϧにはΊࠐΈ、加速器

に૷ணしଌఆする。

3）ଌ　ఆ　ํ　法

ଌఆ機器は、3.7λϯσϜ加速器をϕースとした 14$�A.4ઐ༻૷ஔ（/E$	1FMMFUSPO	94%)�2）を࢖༻

する。ଌఆでは、ถ国国ཱඪ४ہ（/*4T）からఏ͞ڙれたシϡ΢ࢎ（)0YⅡ）をඪ४ࢼ料とする。このඪ

४ࢼ料とバックάラ΢ϯドࢼ料のଌఆ΋ಉ時に࣮ࢪする。また、加速器により13$�12$のଌఆ΋ಉ時に行͏。

出　ํ　法　ࢉ（4

1�　年代஋のࢉ出には、LJCCZ の൒ݮ期 5568 年を࢖༻した。

2�　14$ 年代（LJCCZ	AHFɿZS#1）は、աڈの大ؾ中 14$ 濃度が一ఆであったとԾఆしてଌఆ͞れ、1950

年をج४年（0ZS#1）として૎る年代である。この஋は、Ў13$ によってิਖ਼͞れた஋である。

3�　෇記したࠩޡは、ෳ਺ճのଌఆ஋についてР2 ఆが行われ、ଌఆ஋がݕ 1つの฼集団とΈなせる৔߹

にはଌఆ஋の౷ࠩޡܭからٻΊた஋、Έなせない৔߹にはඪ४ࠩޡからٻΊた஋が༻いられる。

4�　Ў13$ の஋は、௨ৗは質ྔ分析ܭを༻いてଌఆ͞れるが、A.4ଌఆの৔߹にಉ時にଌఆ͞れるЎ13$

の஋を༻いること΋ある。Ў13$ ิਖ਼をしない৔߹のಉҐ体ൺおよͼ年代஋΋ߟࢀにࡌܝする。

　　ಉҐ体ൺは、いͣれ΋ج४஋からのͣれをઍ分ภࠩ（̄ � パーϛϧ）でදした。

　　Ў14$ ʹʦ（14A4 − 14A3）�	14A3ʧʷ 1000	 （1）

　　Ў13$ ʹʦ（13A4 − 13A1%#）�	13A1%#ʧʷ 1000	（2）

　　ここで、	14A4ɿࢼ料୸ૉの 14$ 濃度ɿ（14$�12$）4 または（14$�13$）4

14A3ɿඪ४ݱ代୸ૉの 14$ 濃度ɿ（14$�12$）3 または（14$�13$）3

　　Ў13$ は、質ྔ分析ܭを༻いてࢼ料୸ૉの 13$ 濃度（13A4 ʹ 13$�12$）をଌఆし、1%#（白ѥ紀のϕレ

Ϝφイト類の化石）の஋をج४として、ͦれからのͣれをࢉܭした。ୠし、加速器によりଌఆ中にಉ時に

13$�12$ をଌఆし、ඪ४ࢼ料のଌఆ஋とのൺֱからࢉ出したЎ13$ を༻いること΋ある。この৔߹には

ද中に（加速器）と஫記する。

5�　϶14$ は、ࢼ料୸ૉがЎ13$ ʹ−25�0（̄）であるとしたときの 14$ 濃度（14A/）にࢉ׵した上でࢉܭ

した஋である。（1）式の 14$ 濃度を、Ў13$ のଌఆ஋を΋とに次式のよ͏にࢉ׵する。

　　14A/ ʹ 14A4 ʷ（0�975�（1 Ўɹ13$�1000））2（14A4 として 14$�12$ を࢖༻するとき）

　　　　　または

　　　　ʹ 14A4 ʷ（0�975�（1 Ўɹ13$�1000））（14A4 として 14$�13$ を࢖༻するとき）

　　϶14$ ʹʦ（14A/ − 14A3）�	14A3ʧʷ 1000（̄）

6�　Q.$（QFSDFOU	.PEFSO	$BSCPO）は、ݱ代୸ૉにରするࢼ料୸ૉの 14$ 濃度のׂ߹をࣔすද記であり、

϶14$ との関係は次のよ͏になる。

　　϶14$ ʹ（Q.$�100 − 1）ʷ 1000（̄）

　　Q.$�϶14$�10 ʴ 100（�）

　国ࡍ的なऔりܾΊにより、この϶14$ あるいは Q.$により、14$ 年代が次のよ͏に͞ࢉܭれる。

　　Tʹ	−8033 ʷ MOʦ（϶14$�1000）ɹ 1ʧ		ʹ	−8033 ʷ MO（Q.$�100）

7�　14$ 年代஋とࠩޡは、1ܻ目を࢛ࣺޒೖして 10年୯Ґでදࣔ͞れる。
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8�　ྐྵ年ֱਖ਼年代とは、年代がط஌のࢼ料の 14$ 濃度をݩにඳかれたֱਖ਼曲ઢとরらし߹わせ、աڈの

14$ 濃度ม化などをิਖ਼し、࣮年代にۙͮけた஋である。ྐྵ年ֱਖ਼年代は、14$ 年代にରԠするֱਖ਼曲

ઢ上のྐྵ年代ൣғであり、1ඪ४ภࠩ（1М �68�2�）あるいは 2ඪ४ภࠩ（2М �95�4�）でදࣔ͞れる。

ྐྵ年ֱਖ਼ϓϩάラϜにೖྗ͞れる஋は、下一ܻを࢛ࣺޒೖしない 14$ 年代஋である。なお、ֱਖ਼曲ઢお

よͼֱਖ਼ϓϩάラϜは、σーλの஝積によってߋ新͞れる。また、ϓϩάラϜの種類によって΋݁Ռが

ҟなるたΊ、年代の׆༻にあたってはͦの種類とバーδϣϯを֬ೝするඞ要がある。ここでは、ྐྵ年ֱ

ਖ਼年代のࢉܭに、*OU$BM04 σーλϕース（3FJNFS	FU	BM	2004）を༻い、0Y$BMW3�10 ֱਖ਼ϓϩάラϜ（#SPOL	

3BOTFZ	1995　#SPOL	3BOTFZ	2001　#SPOL	3BNTFZ,	WBO	EFS	1MJDIU	BOE	8FOJOHFS	2001）を࢖༻した。

5）ଌ　ఆ　݁　Ռ

14$ 年代は、河川 2から出土した加工材（ࢼ料ᶉɿ*AAA�72558）が 1640 ʶ 30ZS#1、河川 5の 1૚か

ら出土した糸巻の枠木（ࢼ料ᶊɿ*AAA�72559）が 1250 ʶ 30ZS#1、杭 が（料ᶋɿ*AAA�72560ࢼ）39 640

ʶ 30ZS#1、河川 4から出土したࣗવ木（ࢼ料ᶌɿ*AAA�72561）が 1210 ʶ 30ZS#1、4X102D から出土

したࣗવ木（ࢼ料ᶍɿ*AAA�72562）が 1990 ʶ 30ZS#1 である。

ྐྵ年ֱਖ਼年代（1 М �68�2�）は、ࢼ料ᶉが 380 〜 440A%（55�8�）・490 〜 530A%（12�4�）、ࢼ料

ᶊが 680 〜 780A%（61�0�）・790 〜 810A%（7�2�）、ࢼ料ᶋが 1290 〜 1315A%（28�2�）・1355 〜

1390A%（40�0�）、ࢼ料ᶌが 775〜 875A%、ࢼ料ᶍが 40〜 25#$（6�7�）・20〜 10#$（9�3�）・5#$

〜 55A%（52�3�）である。ࢼ料の୸ૉ含有཰は 60�ఔとे分であり、化ֶॲཧおよͼଌఆ಺༰に໰୊が

ないことから、ଥ౰な年代と͑ߟられる。	 （2008 年 3月）

参考文献

4UVJWFS	.�	BOE	1PMBTI	)�A�	1977	%JTDVTTJPOɿ	3FQPSUJOH	PG		14$	EBUB,	Radiocarbon	19,	355�363

#SPOL	3BNTFZ	$�	1995	3BEJPDBSCPO	DBMJCSBUJPO	BOE	BOBMZTJT	PG	TUSBUJHSBQIZɿ	UIF	0Y$BM	1SPHSBN,	Radiocarbon

37（2）ɼ	425�430

#SPOL	3BNTFZ	$�	2001	%FWFMPQNFOU	PG	UIF	3BEJPDBSCPO	1SPHSBN	0Y$BM,	Radiocarbon	43（2A）ɼ	355�363

#SPOL	3BNTFZ	$�,	WBO	EFS	1MJDIU	+�	BOE	8FOJOHFS	#�	2001	�8JHHMF	.BUDIJOH�	SBEJPDBSCPO	EBUFT,	Radiocarbon	43

（2A）ɼ	381�389

3FJNFS,	1�+�	FU	BM�	2004	*OU$BM04	UFSSFTUSJBM	SBEJPDBSCPO	BHF	DBMJCSBUJPO,	0�26DBM	LZS	#1,	Radiocarbon	46,	1029�

1058

ଌఆ
番号

料ࢼ
番号 औ地఺࠾ 種類 М 13$（̄）

（A.4）
М 13$ ิਖ਼あり

LJCCZ	AHF（ZS#1） Q.$（�）

*AAA�
72558 ᶉ 河川 2

（34019） 加工材 −25�14 ʶ 0�58 1,640 ʶ 30 81�58 ʶ 0�29

*AAA�
72559 ᶊ 河川5�1૚

（36/23） 糸巻の枠木 −21�85 ʶ 0�76 1,250 ʶ 30 85�63 ʶ 0�30

*AAA�
72560 ᶋ 杭 39

（37012） 杭 −24�48 ʶ 0�79 640 ʶ 30 92�29 ʶ 0�33

*AAA�
72561 ᶌ 河川 4

（35015） ࣗવ木 −27�82 ʶ 0�70 1,210 ʶ 30 86�03 ʶ 0�34

*AAA�
72562 ᶍ 4X102D

（38/3） ࣗવ木 −24�77 ʶ 0�79 1,990 ʶ 30 78�07 ʶ 0�29

ʦˌ 2125ʧ

第 5表　放射性炭素年代測定結果

ଌఆ
番号

М 13$ ิਖ਼なし ྐྵ年ֱਖ਼༻

AHF	（ZS#1） Q.$	（�） （ZS#1）

*AAA�
72558 1,640 ʶ 30 81�55ʶ 0�27 1635 ʶ 28

*AAA�
72559 1,190 ʶ 30 86�19ʶ 0�27 1245 ʶ 28

*AAA�
72560 640 ʶ 30 92�39ʶ 0�29 644 ʶ 28

*AAA�
72561 1,250 ʶ 30 85�54ʶ 0�31 1208 ʶ 31

*AAA�
72562 1,980 ʶ 30 78�11ʶ 0�26 1988 ʶ 30

ʦߟࢀ஋ʧ

第 6表　暦年較正年代
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第 16図　暦年較正年代グラフ

3�10	W	ϓϩάラϜɿ0YDBM༺࢖
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第ᶝষ　ま と Ί

1　土　　　器

A　古 代 の 土 器

07年調査区では、土師器৯હ۩を主体とする土器・陶磁器がఆྔ出土した。特に河川 1からは遺存状

ଶのྑ޷な΋のがややまとまっている。これらの資料の編年的Ґஔ෇けを͑ߟてΈたい。

河川 1から出土した土師器無台椀はܘޱ 11〜 14DN、器高 3〜 5DNఔ度であり、第 17ਤにਤࣔし

た。ܘޱ 12�5DN、器高 4DNを中৺にまとまり、一ํ、ܘޱ 14DN前後に 2఺のΈであるが分෍する。

法ྔのೋ分化がೝΊられるよ͏になるのはᶝ 1期で、ঃʑに྆者のࠩが޿がると͑ߟられているʦय़日

1997ʧ。また、౰֘期にҐஔͮけられている山؛遺跡 433194�2 ૚・2C ૚、一೭ޱ遺跡੢地区 4E153

౳と޲܏΋一கすることから（第 17ਤ）、ᶝ 1〜 2期にҐஔ෇けられる。

器種構成ൺ཰を第 7දにࣔす。遺跡શ体の਺஋では時期のҟなる΋の΋含Ή。河川 1において、製塩

土器をআいたൺ཰は、土師器৯હ۩ 97�8�、黒৭土器 1�3�、須恵器 0�9� であった。ࣽਬ۩は出土して

いない。土師器がѹ౗的多਺を઎Ί、ࣽਬ۩がほとんど出土しないのはᶝ〜ᶞ期の特௃である。一ׅ資料

でないこと、ᶛ期の資料΋わͣかながら含まれているたΊߟࢀఔ度ではあるが、器種構成ൺ཰において΋

֓Ͷの޲܏は一கすると͑ߟたい。

本遺跡から出土した土器の大൒は、ۙ接する田伏山崎遺跡から流れてきた΋のと͑ߟられる。田伏山

崎遺跡出土土器はᶝ〜ᶞ期とҐஔ෇けられており、ࠓまでड़΂てきたことを࣮ূする。ͪなΈに、田伏

山崎遺跡では製塩土器が多਺を઎Ί、土師器のൺ཰は 10 〜 20�、須恵器は 10�にຬたないʦࠤ౻ほか

（ʦय़日ほか2012ʧ・ʦय़日 1997ʧ・ʦླ木ほか1994ʧよりసࡌ・վม）

第 17図　土師器無台椀の法量
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2009ʧとのことで、ͦの༷૬はएׯҟなるよ͏である。

#　弥生時代〜古墳時代の土器

次に、弥生時代〜古墳時代の土器の編年的Ґஔ෇けについて見てΈたい。包含૚からの出土が多いこと

から、器種͝とに༷૬をड़΂る。時期区分についてはʦୌ୔ 2005・2011・2014ʧをߟࢀとし、ݺͼํ

についてはීว的に࢖༻͞れている漆町編年ʦ田ౢ 1986ʧ˘܈ซ行 �˘期とする。

ᙈでશ形がわかる΋のは ಑をఄするٿ、ԑ୺部がؙく（A3類）ޱ。体のΈであるݸ4 116、௕಑をఄし

ఈ部಺面調੔がૈࡶな 90は 12 期前後と判断できる。ほかのA3類についてはޱԑ部のΈであるたΊ断

ఆはできないが、ಉ時期にଐする΋のが多਺を઎Ίるとਪଌ͞れる。たͩし 92は器形から 8〜 9期とߟ

͑られる。A1類、A2類については 8〜 9期の可能性が高い。#類は弥生時代後期の 2期と͑ߟられる。

小ܕᙈについてはมભが明֬でないたΊ時期の֬ఆはできないが、91は古墳時代前期（以下、前期とする）

の可能性が高いと͑ߟる。

ᙈのޱԑ部形ଶについて集ܭした΋のが第 9දである。A3類がѹ౗的に多い。06 年調査区ではA1

類が࠷΋多くA2類・A3類と΋ൺֱ的፰߅しており、༷૬がҟなる 1）。06 年調査区では 8〜 9期が主

体で古墳時代中期（以下、中期とする）にҐஔ෇けられる土器はೝΊられない。A3類ࣗ体は弥生時代から

続くޱԑ部形ଶであるが、器形౳の特௃から 07年調査区の資料の大多਺は 12期前後と͑ߟられ、新し

い༷૬をࣔす。

器　種
河川 1 遺跡શ体

ഁ片਺ 存཰࢒ԑޱ �36 ԑ部ൺ཰ޱ ഁ片਺ 存཰࢒ԑޱ �36 ԑ部ൺ཰ޱ ഁ片਺ 存཰࢒ԑޱ �36 ԑ部ൺ཰ޱ

土師器 無台椀 165 355�5 74�92� 447 1129 68�65� 308 1529�5 69�21�

有台椀 1 2�5 0�53� 1 2�5 0�15� 2 18 0�81�

椀 3 9 0�55�

有台ࡼ 1 36 1�62�

小ࡼ 6 29�5 6�22� 30 94�5 5�75� 14 46 2�08�

黒৭土器 無台椀 4 4 0�84� 3 5 0�30� 10 25 1�13�

有台椀 2 12�5 0�76� 1 7 0�32�

椀 2 1 0�21� 18 32 1�95�

須恵器 無台ഋ 2 3�5 0�74� 6 43�5 2�64� 4 51 2�31�

有台ഋ 1 32 1�95� 1 36 1�63�

ഋ 1 2�5 0�15�

灰釉陶器 椀 1 10 0�45�

৯હ۩　ܭ 180 396 83�46� 512 1362�5 82�85� 342 1758�5 79�56�

土師器 小ᙈ 2 3 0�18� 2 72 3�26�

ࣽਬ۩　ܭ 2 3 0�18� 2 72 3�26�

須恵器 ᆵ（ᆵ(） 1 6 0�27�

ළ

ᆵまたはළ 1 1�5 0�09� 1 7 0�32�

ළまたはᙈ 1 3 0�18�

ᙈ 2 32�5 1�98� 		− 					−

ᆵまたはᙈ 2 7 0�32�

ஷ蔵۩　ܭ 4 37 2�25� 4 20 0�91�

製塩土器　ܭ 73 78�5 16�54� 237 242 14�72� 119 359�5 16�27�

ܭ　߹ 253 474�5 100�00� 755 1644�5 100�00� 467 2210 100�00�

第 7表　古代の土器　器種構成比率

分類 ഁ片਺ 存཰࢒ �36 ൺ཰

A1類 29 78�5	 11�2�

A2 類 35 122�0	 17�4�

A3 類 180 478�5	 68�4�

#類 5 15�0	 2�1�

分類
不可

5 6�0	 0�9�

ܭ 254 700�0	 100�0�

第 9表　甕の口縁部形態比率

器種 ഁ片਺ 存཰࢒ԑޱ �36 ԑ部ൺ཰ޱ ഁ片਺ ఈ部࢒存཰ �36 ఈ部ൺ཰

ᙈ 254 700 59�40� 54 1140 57�20�

ᆵ 34 251 21�30� 14 380 19�07�

ᆵかᙈ 2 8 0�68� 13 205 10�29�

ു 8 69 5�85� 4 71 3�56�

高ഋ 10 53�5 4�54� 17 110 5�52�

器台 7 94�5 8�02� 5 59�5 2�98�

高ഋか器台 6 27�5 1�38�

ࠋ 1 2�5 0�21�

ܭ 316 1178�5 100�00� 113 1993 100�00�

�/P�151・152 は 06年調査区出土となることからここには含まない。

第 8表　古墳時代の土器　器種構成比率

1）	 06 年調査区ではϒϩック（遺物集中区）͝とにൺ཰をࣔしており、ϒϩックによって༷૬はҟなるが、શ体的にA1類
が༏Ґとい͏状گはมわらない。なお、06年のൺ཰のࢉ出はഁ片਺による。
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ᆵで特௃的なのは小ؙܕఈの΋のが目ཱつことである。಑部࠷大ܘ 10DNఔ度と 14DN、2λイϓの

法ྔがೝΊられる。形ଶはޱԑ部が಺࿷し௚ཱؾຯの΋の（95・126 など）（ୌ୔ 2014 の * 類）とޱԑ部が

։きٿ಑になるとࢥわれる΋の（96）（ಉ)類）、ـ಺系小ؙܕఈᆁの可能性がある΋の（151）が存在す

る。151 は前期の可能性が高いが、ͦれ以外の΋のは 12期前後であΖ͏。ೋ重ޱԑᆵの͏ͪ 136・137

はஈが明ྎであることから、8〜 9期にҐஔͮけられる。123 はஈが不明ྎで಺࿷ޱԑを࣋つことから

中期と判断できる。ޱ޿ᆵ（127・130）や、௕いޱԑ部を࣋ͪ、ٿ಑をఄするとਪଌ͞れる 149 は前期

の可能性が高い。また、前期で΋ 5〜 6期の資料として 128・129 のࡉᰍ૷০ᆵがある。102 は時期の

特ఆがࠔ೉である。ݞ部に೺खのࠟ跡があるが、೺खを有するྫはݱ在のとこΖೝΊられない。

高ഋは、٭部の͏ͪ器形が判断できる΋のは大多਺が۶ં٭で、ϋの字形はわͣかである。ഋ部はޱԑ

部が大きく։き਎のઙい΋の（98・110）と、やや਎のਂい΋の（109・120 ౳）が存在する。いͣれ΋ 12

1　土　　　器

第 18図　弥生時代～古墳時代の土器
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期前後にҐஔͮけられよ͏。ͦの中で΋ 80は٭部の๲らΈがগなくやや古い༷૬をఄし、11期 1）にଐ

する可能性が高い。

ുは出土਺がগなく、判別できる΋のは可能なݶりਤ化したが、ࡌܝした 4఺と΋ͦれͧれ器形がҟ

なる。135 はޱԑ部にわͣかなஈを有し਎がઙい΋のであるが、2期に類ྫがあるʦୌ୔ 2010ʧ。97΋

ಉ時期の可能性がある。134 は有ஈޱԑをఄするുであるが、台が෇く΋のは௝しい。ു部分の器形か

ら前期にଐする΋のとਪଌできる。136΋ 134 とಉ時期と͑ߟられる。

器台΋਺がগない。す΂て前期にଐする΋のと判断できる。ͦのなかで΋ड部ܘが大きΊの 142 は古

૬をఄし、144 は 8期、台部分がੇ٧まり޲܏の 143 はͦれより新しく 9〜 10 期にҐஔ෇けられる。

なお、ಁかしについてはほとんどೝΊられͣ、ਤ化したݸ体のほかに਺఺ೝΊられるఔ度である。

はࠋ 1఺のΈの出土である。中期で΋新しいஈ֊になると見られる΋のであるが、࠷΋古いྫとして

଻಺市ఱ໺遺跡ྫが 13期にҐஔͮけられているʦୌ୔ 2014ʧ。1ྫのΈでありҐஔ෇けにはやや不҆を

。すが、13期以߱としておきたい。ͪなΈに、07年調査区からは古墳時代のഋ・椀はશく出土していない࢒

これらをまとΊると、2期ɿ有ஈޱԑᙈ・ു、5〜 6期ɿࡉᰍ૷০ᆵ・（ᙈ）、8〜 9期ɿᙈ・ᆵ（ೋ重

（٭۶ં）高ഋ・（ఈ系ؙܕԑᆵ・小ޱೋ重）ఈᆁか）・器台、12期前後ɿᙈ・ᆵؙܕ಺系小ـ・ᆵޱ޿・ԑᆵޱ

があり、出土ྔは 12期前後が࠷΋多く、8〜 9期がఆྔ、2期と 5〜 6期はわͣかとい͏݁Ռになった。

なお、いͣれの時期΋す΂ての器種がଗ͏ことはなく、器種構成が不明である。

以上のことから、06年調査区では弥生時代後期と古墳時代前期（8〜 9期）・後期の資料が出土してい

たが、07年の調査により、8〜 9期と 12期前後を主体として弥生時代後期から古墳時代後期まで断続

的に続くことが明らかになった。

2　玉作について

糸魚川地Ҭでは玉のૉ材となる石（ヒ

スイ・ऄ໲׈・ؠ石など）が๛෋にあるこ

とから、古来玉作が੝んであった。古墳

時代においては、発掘͞れた遺跡の多く

から玉作に関連する遺物が出土している

ことが特௃的である。07 年調査区から

は棗玉を主体として臼玉・勾玉の未成品・

成品が出土した。

本遺跡の 2LNほど੢にҐஔする南ԡ

上遺跡では玉作関連遺物が多ྔに出土

し、勾玉・؅玉・棗玉の成品・未成品に

ついては工ఔ分類が行われている。なか

で΋、શ国的に΋رগといわれる棗玉の

ऄ໲ؠ 石׈ ヒスイ ܭ߹
06調査
出土఺਺

උ　ߟ点
数

重ྔ
（̶）

点
数

重ྔ
（̶）

点
数

重ྔ
（̶）

点
数

重ྔ
（̶）

棗玉 多֯ப研磨 19 17�46 2 3�34	 21 20�80

ઠ్޸中 15 13�99	 15 13�99	 3	 ͏ͪ7�2఺ׂれ

ઠ޸後੔形 4 2�07	 4 2�07	 2	 ͏ͪશ఺ׂれ

小　ܭ 38 33�52	 2 3�34	 40 36�86	 5	

臼玉 多֯ப研磨 1 0�38	 1 0�38	 1	

ઠ్޸中 1 0�58	 1 0�58	

ઠ޸後੔形 2 0�62	 11 2�26	 13 2�88	 ͏ͪ 10఺ׂれ

成品׬ 1 0�12	 1 0�12	

小　ܭ 4 1�58	 12 2�38	 16 3�96	 1	

勾玉 調੔剥཭〜研磨 	 	 2	

研磨（൒月形） 3 4�83	 3 4�83	

಺磨（ٯ$字形） 1 0�65	 1 3�51	 2 4�16	

成品׬ 1	

小　ܭ 3 4�83	 1 0�65	 1 3�51	 5 8�99	 3	

؅玉 ઠ్޸中 1	

成品׬ 1	

小　ܭ 2	

ਨ玉 ઠ޸後੔形 1	

分ׂ・剥片 6 82�04	 2 62�32	 8 137�66	 16 282�02	 363	

片　ࡅ − 234�54	 − 234�54	

原　石 7 218�82	 7 218�82	 7	

ܭ　߹ 51 356�51	 17 68�69	 16 359�99	 84 785�19	 382	

　	� උߟ　ྫɿ3�2�07 年調査区 �06年調査区の఺਺

分ׂ・剥片ɿ06年調査区では剥片類と͞れている΋ので、ࡅ片を含Ή可能性がある。

第 10表　玉作関連遺物の集計

1）	 以前は12期から中期とい͏ํ͑ߟが主流であったが、ۙ 年、11期を大きなը期としてとら͑るಈきがありʦ田ౢ2009などʧ、
はۙ࠷ 11期から中期とする࿦文が多いよ͏である。本書で΋ୌ୔ʦ2011・2014ʧの分類と編年Ҋに४͡ていることから、
11期で区分している。
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2　玉作について

製作工ఔ品が 100 ఺ۙく出土している。第ᶛষでड़΂たよ͏に、本遺跡とはかなり༷૬がۙࣅしている

ことから、南ԡ上分類ʦਫམ 2011ʧをߟࢀとして本遺跡出土資料をΈてΈたい。

棗　　　玉

第 1工ఔɿ原石࠾集・ૉ材の֫ಘஈ֊　ݓ大ఔ度の大ܕ剥片が૬౰する。本遺跡では出土していない。

第 2工ఔɿׂߥஈ֊　大ܕの剥片から小ܕの剥片を剥཭する。௕͞ 4DNఔ度の剥片 3఺、2DNऑの

剥片が 2఺出土しているのΈである。

第 3工ఔɿ調੔剥཭ஈ֊　ख͝Ζな大き͞の剥片に剥཭を加͑てੇ಑な形に成形するஈ֊。ೈ質な石

材をར༻しているたΊ、؅玉の側面調੔のよ͏な剥཭はೝΊられないが、南ԡ上遺跡では次工ఔの研磨ஈ

֊にೋ次的な剥཭ࠟを有するݸ体があり、このஈ֊の存在をೝΊている。本遺跡では出土していない。

第 4工ఔɿ多֯ப研磨ஈ֊　ੇ಑に成形͞れた剥片に研磨をࢪし、多֯பに੔形するஈ֊。中には、

断面がほ΅ԁ形になるఔ度に研磨し、ྏが不明ྎな΋の΋ある（171など）。୬形を޲ࢤしているとわかる

。体は多いが、ͦの度߹いはわͣかで、明らかに಑部中央がுる形ଶの΋のはೝΊられないݸ

第 5工ఔɿઠ޸ஈ֊　す΂て྆面ઠ޸で行われている 1）。本遺跡で出土しているのは、片面からઠ޸

が։࢝͞れた͹かりでͦれほどਐんでいないஈ֊の΋の、ઠ్޸中でഁଛした΋のが多਺である。

第 6工ఔɿ࢓上͛ஈ֊　ઠ͞޸れた資料を͞らに研磨して੔形し、ॎ௕のภٿ状に࢓上͛るஈ֊。5఺

出土したがす΂てׂれており、ॎํ޲に、޸を中৺としてೋ分͞れた状ଶである。本遺跡では成品にۙい

形ଶの΋のは出土しておらͣ、前ஈ֊とಉ͡形ଶであることから、ઠ޸後ૣいஈ֊、あるいはઠ޸௚後に

ׂれたとਪଌでき、ີݫには第 6工ఔとす΂きではないか΋しれない。

本遺跡では第 1・3工ఔが出土しておらͣ、第 2工ఔ΋剥片が਺఺ೝΊられるのΈで、主に第 4・5工

ఔとࡅ片のΈの出土である。׬成品は遺跡外΁࣋ͪ出͞れたと͑ߟられることから不ࣗવではない。また、

第 19図　棗玉の製作工程

1）	 06年調査区において1఺྆面ઠ޸と͞れている΋のがあるが（報告番号192）、࣮ 見したとこΖճసࠟは不明ྎであった。
片面ઠ޸とは断ఆできないたΊ、྆面ઠ޸である可能性΋ある。
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。片の出土ྔがあるఔ度ೝΊられることから、第2工ఔ以߱の作業΋遺跡಺で行われていた可能性があるࡅ

第 1工ఔの原石・大ܕ剥片がશく出土しなかったのは、調査ൣғ外には存在しているがたまたま出土し

ていないか、΋しくは第 2工ఔの剥片の状ଶで遺跡に࣋ͪࠐまれたかとい͏ཧ由が͑ߟられる。南ԡ上

遺跡では原石以外の種類、第 1工ఔから׬成品までଗっている。૝૾を᫶しくすれ͹、南ԡ上遺跡が࠷

ॳから࠷後までの工ఔを行͏大ن໛な工房ͩとすれ͹、横マクリ遺跡は研磨・࢓上͛のΈを行͏小͞な工

房であったのか΋しれない。

勾　　　玉

൒月形に成形してશ体を研磨するஈ֊（南ԡ上第 5工ఔ）と、次ஈ֊のෲ部にፘりを作出するஈ֊（南ԡ

上第 6工ఔ）の΋のがܭ 5఺出土しているのΈである。石材はऄ໲ؠ・ヒスイ・׈石の 3種類がある。出

土ྔの多い南ԡ上遺跡で΋、ヒスイ以外の石材については第 1〜第 4工ఔは明らかになっていない。こ

れについてはʮೈ質ૉ材の特௃を׆かし、研磨作業に重きをஔいている可能性が高いʯとし、おͦらくヒ

スイಉ༷に原石ˠׂߥˠ形 ɣ（形状֯ࡾׂ） 調੔剥཭、とい͏工ఔを経ているのではないかとਪଌしている。

臼　　　玉

臼玉の未成品は南ԡ上遺跡では出土しておらͣ、類ྫはۙ隣のඣޚ前遺跡で֬ೝできる。棗玉ಉ༷、ॳ

ஈ֊の工ఔは不明である。׈石製の΋のについては、186 〜 188 はፏ平なૉ材を作出し剥཭౳により成

形するஈ֊の΋ので、平面形は不੔形またはਖ਼ํ形であるが、طにઠ͞޸れている。ඣޚ前遺跡では、प

ғの形状をԁ形に࢓上͛てからઠ޸するྫが多いが、平面ਖ਼ํ形のૉ材にઠ޸するྫ΋ೝΊられ、ඞͣし

΋ը一的な製作աఔをたどらない可能性があることがࢦఠ͞れているʦ加౻ほか2008ʧ。本遺跡において΋、

ਤ化していないݸ体の͏ͪ、ԁ形にۙいとࢥわれる未成品（ഁଛのたΊશ形は不明）が 2఺ほど存在するこ

とから、ඣޚ前遺跡とほ΅ಉ༷͡૬であると判断できる。ऄ໲ؠ製の΋のについてはඣޚ前遺跡で΋出土

しておらͣ、ݱ在のとこΖ本遺跡のΈである。06年調査区で΋多֯ப研磨ஈ֊の΋のが 1఺出土してい

る（報告番号 219）。研磨・ઠ޸ஈ֊のΈであることから工ఔは不明であるが、石材をಉ͡くする棗玉とಉ

༷ではないかとਪଌしている。なお、182 〜 184 はศٓ的に臼玉と分類したがްΈ΋あり、前出のඣޚ

前遺跡でࢉ൫玉や平玉が出土していることから、ͦれらの未成品である可能性΋൱ఆできない。

管　　　玉

07 年調査区では出土しなかったが、06年調査区においてઠ్޸中のஈ֊の΋のが 1఺（南ԡ上分類の

྘৭ڽ灰׬、（#ؠ成品が 1఺（׈石製）出土している。南ԡ上遺跡では؅玉の石材は྘৭ڽ灰ؠにݶఆ͞

れており、06年調査区で΋྘৭ڽ灰ؠの石֩・剥片がগ਺であるがೝΊられることから、本遺跡で΋؅

玉製作が行われていた可能性΋͑ߟられる。

後に、玉の種類と石材との関係についてগし৮れておきたい。第࠷ 10දでࣔ͞れるよ͏に、種類͝と

に主体となる石材がҟなる。ۙ隣の遺跡と߹わせて見てΈると、棗玉はऄ໲ؠ（主体）・׈石（গ）、臼玉

は׈石（主体）・ऄ໲ؠ（ۇか）、؅玉は྘৭ڽ灰ؠ（多）・׈石（গ）とい͏޲܏が͏かが͑る。しかし勾

玉についてはಥ出して࢖༻͞れる石材はೝΊられͣ、׈石・ऄ໲ؠ・ヒスイに加͑てϝノ΢・石ӳؠなど

多༷な石材が࢖༻͞れているのがڵຯਂいとこΖである。時代・時期あるいは地Ҭによってҟなる΋のと

。後の՝୊としたいࠓは౼ݕなࡉৄ、われるがࢥ
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横マクリ遺跡　遺構観察表（1）
凡例：

断面形	ʜ	 � はఈ面にԜತが見られる΋の
	 （　）はਪఆ஋	ʜ	໛ن
	 出土遺物	ʜ	土ɿ古代の土師器、黒ɿ黒৭土器、製塩ɿ製塩土器、古墳ɿ古墳時代の土器、木ɿ木製品

	 	 多く出土した΋のから記ࡌした。
	 ੾り߹い関係	ʜ	新ʼچ

άリッド
遺構
番号

出ݕ
૚Ґ

平面形 断面形
௕ܘ

（DN）
୹ܘ

（DN）
ਂ͞

（DN）
ఈ面ඪ高
（N）

෴土 時期 出土遺物	 ੾り߹い関係 උ　ߟ

330�340 河川1 ᶛ − 状ހ − 252〜456 104 7�10 レϯズ状 古代
製塩・土無台椀・土有台椀・
土小ࡼ・黒無台椀・黒椀・土
小ᙈ 2఺、古墳ᙈ、木

34/,	0 河川2 ᶛ − 状ހ − 152〜262 75 7�23 レϯズ状 古代
古墳ᙈ・ᆵ・土無台椀・（製塩
片）、木

൘杭ݕ出

34/,	0�350 河川3 ᶛ − 状ހ − 82〜238 43 7�09 レϯズ状 古代
古墳ᙈ・土無台椀・（製塩片）、
木

35/,	0�36/,	0 河川4 ᶛ −
状、一ހ
部൒ԁ状

− 308〜904 28 6�42 レϯズ状 古代
古墳ᙈ・高ഋ、（土無台椀片・
製塩片）、木

མͪࠐΈ部分
ਂ͞71DN

36/,	0 河川5 ᶛB − 状ހ − 70〜584 13 6�84	 ୯૚ 古代 古墳ᙈ・高ഋ・ᆵ

37.,	/�
38.,	/,	0

河川6 ᶛB − 状ހ − 212〜844 89 6�09	 レϯズ状 古代
古墳ᙈ・高ഋ・ᆵ、須有台
ഋ・無台ഋ、土無台椀、木

36/20�37/16 4X2 ᶛB 不੔形 状ހ 185 68 7 6�93	 ୯૚ 古代 古墳ᙈ

37/17,	18,	23 4X3 ᶛB 不੔形 �状ހ 246 88 8 6�88	 ୯૚ 古代

38/2,	3,	7〜9,	
12〜14

4X4 ᶛ 不੔形 �状ހ 340 539 12 6�75	 ୯૚ 古代 古墳ᙈ・高ഋ、土無台椀、木 �4X101

39/7 19 ᶛB ପԁ形か ̪字状 （30） 23 （24） 6�48	 ਫ平 古代か 古墳ᙈ1఺

35/17〜20 4%10 ᶛC − 状ހ − 13〜58 （17） 7�25	 ୯૚ 古代 河川4಺

38.22 杭11 ᶛB − − − − （21） 6�40	 − 中世か

38.23 杭12 ᶛB − − − − （9） 6�97	 − 中世か

38.23 杭13 ᶛB − − − − （19） 6�87	 − 中世か

38.23 杭14 ᶛB − − − − （7） 7�00	 − 中世か

38.23 杭15 ᶛB − − − − （13） 6�92	 − 中世か

38.23 杭16 ᶛB − − − − （5） 7�02	 − 中世か

38.23 杭17 ᶛB − − − − （5） 7�00	 − 中世か

38.23 杭18 ᶛB − − − − （16） 6�90	 − 中世か

38.23 杭19 ᶛB − − − − （22） 6�83	 − 中世か

38.24 杭20 ᶛB − − − − （11） 6�94	 − 中世か

38.24 杭21 ᶛB − − − − （5） 6�99	 − 中世か

38/12 杭22 ᶛC − − − − （26） 6�56	 − 中世か

37/5 杭23 ᶜB − − − − （43） 6�45	 −

3707 杭24 ᶚC − − − − （23） 6�67	 − 中世

3707 杭25 ᶚC − − − − （5） 6�81	 − 中世

3707 杭26 ᶚC − − − − （17） 6�84	 − 中世

3707 杭27 ᶛB − − − − （6） 6�87	 − 中世か

3708 杭28 ᶛB − − − − （24） 6�63	 − 中世か

3708 杭29 ᶛB − − − − （7） 6�81	 − 中世か

3708 杭30 ᶛB − − − − （16） 6�71	 − 中世か

3708 杭31 ᶛB − − − − （17） 6�71	 − 中世か

3708 杭32 ᶛB − − − − （5） 6�82	 − 中世か

3708 杭33 ᶛB − − − − （21） 6�69	 − 中世か

3708 杭34 ᶛB − − − − （13） 6�72	 − 中世か

3709 杭35 ᶛB − − − − （21） 6�62	 − 中世か

3709 杭36 ᶛB − − − − （15） 6�69	 − 中世か

37012 杭37 ᶛB − − − − （14） 6�69	 − 中世か

37012 杭38 ᶛB − − − − （11） 6�72	 − 中世か

37012 杭39 ᶚC − − − − （33） 6�46	 − 中世

37012 杭40 ᶛB − − − − （19） 6�59	 − 中世か

37012 杭41 ᶛB − − − − （23） 6�56	 − 中世か

37013 杭42 ᶛB − − − − （63） 6�14	 − 中世か

35/21 杭43 ᶛB − − − − （19） 7�40	 − 中世か

36013 杭44 ᶛB − − − − （38） 6�54	 − 中世か

37/2 杭45 ᶛB − − − − （23） 6�94	 − 中世か

35/17 杭46 ᶛB − − − − （31） 7�12	 − 中世か

3801 杭47 ᶚC − − − − （8） 6�68	 − 中世

39/24�3904 杭48 ᶚC − − − − （25） 6�49	 − 中世

39/24 杭49 ᶚC − − − − （29） 6�42	 − 中世

34/21 杭50 河川1 − − − − （53） 7�69	 − 中世 河川1಺

34/21 杭51 河川1 − − − − （63） 7�64	 − 中世 河川1಺

36/�37/,	0 河川7 ᶜB − 状ހ − 308 26 6�44	 レϯズ状 古墳 古墳ᙈ・高ഋ・ᆵ・ു
�4X102・107、
4%151

38/2,	7,	8,	12,	13 4X101 ᶜB 不੔形 �状ހ 384 130 11 6�56	 ୯૚ 古墳 �4X4

38/,	0�39/,	0 4X102 ᶜB 不੔形 状ހ − 348 16 6�45	 レϯズ状 古墳
古墳ᙈ・高ഋ・ᆵ・ു・器
台ʁ

38/8,	9,	12,	13 4X102C ᶜB 不੔形 状ހ 264以上 257 44 6�31	 レϯズ状 古墳 古墳ᙈ　1఺

38/8,	9 4X102D ᶜB 不੔形 台形状 59 53 35 5�94	 ୯૚ 古墳

3804 4X103 ପԁ形 状ހ 111 66 6 6�45	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ　1఺

3902,	3,	7,	8 4X105 ᶜB 不੔形 �状ހ 140 90以上 21 6�30	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ

39/23�3903,	4 4X106 ᶜB 不੔形 �状ހ 256以上 210 19 6�26	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ・高ഋか器台

37/19,	20,	25 4X107 ᶜB 不੔形 状ހ 150 136 19 6�45	 ୯૚ 古墳
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横マクリ遺跡　遺構観察表（2）

土器・陶磁器観察表（1）

報告
番号

分類 出土Ґஔ 法ྔ（DN）
調੔ 文༷

଻　土
上ஈɿ外面・釉
下ஈɿ಺面・地

ࠞೖ物
	,ࠟ༺࢖
෇ண物

උߟ
種別 器種 άリッド

遺構
番号

૚Ґ ܘޱ 器高 ఈܘ
体࠷
大ܘ

1 土師器 無台椀 3411 河川1
中〜下
૚

11�1 3�3 5�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

10:35�3 にぶいԫ褐
7�5:35�4 にぶい褐

᛽,	௕,	石,	黒 ᶝ1〜2期

2 土師器 無台椀 34011 河川1 中૚ 11�8 4�5 5�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

5:37�6 ᒵ
5:36�6 ᒵ

᛽,	白,	金
ᶝ1〜2期　器面
ຎ໣

3 土師器 無台椀 34017 河川1 中૚ 12�3
3�3
〜
4�5

5�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

7�5:38�4 ઙԫᒵ
7�5:38�4 ઙԫᒵ

᛽,	௕（小,	গ）
 ɿλーϧޱ
಺外୸化物

ᶝ1〜2期　࿪Έ
著しい

4 土師器 無台椀 33025 河川1
中〜下
૚

12�7 3�7 5�4
ϩクϩφσ
ຎ໣著しい

7�5:37�6 ᒵ
5:37�6 ᒵ

᛽,	石
ᶝ1〜2期　器面
ຎ໣

5 土師器 無台椀 33025 河川1
中〜下
૚

12�8 3�3 6�9
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�6 明ԫ褐

᛽（多）
ᶝ1〜2期　器面
ຎ໣

6 土師器 無台椀 33025 河川1 中૚ 12�9 3�9 6�0
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ ಺ɿ黒ൗ ᶞ期

7 黒৭土器 有台椀 33025 河川1 中૚ 14�4 7�5�
外ɿϩクϩφσ
಺ɿϛΨΩ

10:36�3 にぶいԫᒵ
2�5:2�1 黒

᛽（小）
಺ɿ	外,ޱ
黒化

ᶝ1〜2期

8 製塩土器 3406 河川1 中૚ − ಺ɿφσ
7�5:35�4 にぶい褐
7�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	白

9 製塩土器 3406 河川1 中૚ − ಺ɿφσ
10:35�4 にぶいԫ褐
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

10 製塩土器 33020 河川1 中૚ − φσ
5:36�4 にぶいᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

11 土師器 無台椀
3411 河川1 下૚

16�3 4�0 7�6
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

7�5:37�4 にぶいᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	白 ᶛ期
3304 ᶚ

12 土師器 無台椀 3305 河川1 下૚ 13�5 3�9 6�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:35�4 にぶいԫ褐
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	金 ᶛ期

13 土師器 無台椀 33015 河川1 下૚ 13�6 4�8 5�6
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	石,	νϟ ᶝ1〜2期

14 土師器 無台椀
34011,	16 河川1 下૚

14�4 4�4 5�2
ϩクϩφσ
ຎ໣著しい

7�5:34�3 褐
7�5:34�4 褐

᛽,	௕,	石,	金 外ɿススޱ
ᶝ1〜2期　器面
剥མ34016 ᶚC

15 土師器 無台椀 33020 河川1 下૚ 11�7 3�6 5�7
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

5:36�4 にぶいᒵ
2�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	白,	金 ᶝ1〜2期

16 土師器 無台椀 3305 河川1 下૚ 11�7 4�0 5�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	白 ᶝ1〜2期

17 土師器 無台椀 34017 河川1 下૚ 12�3 3�6 5�8
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:35�8 ԫ褐

᛽,	௕,	黒 ᶝ1〜2期

18 土師器 無台椀 3305 河川1 下૚ 12�4 4�2 5�8
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ 

7�5:37�4 にぶいᒵ
7�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕ ᶝ1〜2期

19 土師器 無台椀 33025 河川1 下૚ 12�5 4�1 5�7
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:36�4 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	金 ᶝ1〜2期

20 土師器 無台椀
34021・
3411

河川1 下૚ 12�6 4�1 6�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:35�3 にぶいԫ褐

白,	᛽,	௕
಺ɿ黒৭෇
ண物

ᶝ1〜2期

21 土師器 無台椀 34011Ρ 河川1 下૚ 12�9 4�0 5�8
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:36�4 にぶいԫᒵ
10:35�8 ԫ褐

᛽,	௕,	金 ᶝ1〜2期

22 土師器 無台椀 33015,	20 河川1 下૚ 12�9 4�0 5�2
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:35�3 にぶいԫ褐

᛽,	石,	௕,	白 ಺ɿススޱ ᶝ1〜2期

άリッド
遺構
番号

出ݕ
૚Ґ

平面形 断面形
௕ܘ

（DN）
୹ܘ

（DN）
ਂ͞

（DN）
ఈ面ඪ高
（N）

෴土 時期 出土遺物	 ੾り߹い関係 උ　ߟ

37/22 1108 ᶜB ԁ形 ̪字状 （22） 20 21 6�62	 ୯૚ 古墳

37011 1109 ᶜB ԁ形 ̪字状 19 19 25 6�45	 ࣼҐ 古墳

37011 1110 ᶜB ପԁ形 ൒ԁ状 18 14 11 6�64	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ1఺

37/21 1115 ᶜB ԁ形 ̪字状 18 16 16 6�61	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ1఺

36/25�3604,	5,	
9,	10�3701,	6

4X119 ᶜB 不੔形 ˎ状ހ 340 311 13 6�73	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ1఺

36010,	13,	14,	15,	
19,	20

4X120 ᶜB 不੔形 状ހ 397 （189） 16 6�62	 ୯૚ 古墳 古墳ᙈ

36013,	14 1121 ᶜB ԁ形 ̪字状 22 20 38 6�45	 ਫ平 古墳

3609 1123 ᶜB ԁ形 ̪字状か 29 25 32 6�54	 ਫ平か 古墳

3609 1124 ᶜB ପԁ形 ̪字状 23 16 33 6�52	 レϯズ状 古墳

3604 1126 ᶜB ԁ形 ̪字状 19 17 20 6�68	 ୯૚ 古墳

36/24 1128 ᶜB ԁ形 ̪字状 （22） 20 20 6�77	 ୯૚ 古墳

36/23,	24 4,130 ପԁ形 台形状 60 45 14 6�70	 ୯૚ 古墳

3602,	7 1133 ᶜB ԁ形 ̪字状 22 20 23 6�66	 ୯૚ 古墳

3601 1134 ᶜB ԁ形 ̪字状 18 17 23 6�73	 ୯૚ 古墳

3601 1135 ᶜB ԁ形 ̪字状 23 20 22 6�76	 レϯズ状 古墳

3601 1136 ᶜB ପԁ形 ̪字状 18 12 19 6�81	 ୯૚ 古墳

36/22 1137 ᶛC ԁ形 ̪字状 22 19 27 6�78	 ୯૚

36/22 1138 ᶜB ԁ形 ̪字状 （17） 15 15 6�75	 ୯૚ 古墳

36/12 1141 ᶜB ԁ形 ൒ԁ状 22 20 14 6�91	 レϯズ状 古墳

36/12 1142 ᶜB ԁ形 ൒ԁ状 22 21 20 6�91	 ୯૚ 古墳

36/9 1145 ᶜB ԁ形 ̪字状 26 24 45 6�56	 பࠟ 古墳

36/9 1146 ᶜB ԁ形 ൒ԁ状 18 18 15 6�87	 ୯૚ 古墳

35/25 1149 ᶜB ԁ形 ̪字状 20 18 19 6�91	 ਫ平 古墳

37.25�
38.16,	17,	21

4%151 ᶜB − 状ހ − 33〜78 10 6�66	 ୯૚ 古墳

36012,	16,	17,	18 4X152 ᶜB 不੔形 ˎ状ހ （235） 131 13 6�77	 ୯૚ 古墳

39/22 1153 ᶛCか ԁ形か ̪字状 （25） 24 27 6�41	 ୯૚

凡例：
　　法ྔɿ� ʹਪఆ࢒ʹ−、ܘ存するがܘ不明　　調੔・文༷・࢖༻ࠟ , ෇ண物ɿ外ʹ外面、಺ʹ಺面、ޱʹޱԑ部、体ʹ体部、ఈʹఈ部
　ࠞೖ物ɿ多く含まれる΋のから記ࡌした。᛽ʹ᛽・࠭、௕ʹ௕石、石ʹ石ӳ、白ʹ白৭ཻ、金ʹ金Ӣ฼、黒ʹ黒Ӣ฼　（小）ʹશ体的にཻܘが小͞い（֓Ͷܘ 1NNఔ度）
ʗ（গ）ʗ（多）ʹશ体的にྔがわͣかʗগないʗ多い（ۇ）　　　　　
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土器・陶磁器観察表（2）

報告
番号

分類 出土Ґஔ 法ྔ（DN）
調੔ 文༷

଻　土
上ஈɿ外面・釉
下ஈɿ಺面・地

ࠞೖ物
	,ࠟ༺࢖
෇ண物

උߟ
種別 器種 άリッド

遺構
番号

૚Ґ ܘޱ 器高 ఈܘ
体࠷
大ܘ

23 須恵器 ᙈ
33020Ο
・34016

河川1 下૚ 20�7
ɿϩクϩφσޱ
体外ɿ平行λλΩ
体಺ɿಉ৺ԁλλΩ

/6�0 灰
10:6�1 灰

白 ᶛ期

24 須恵器 ᙈか 33020Ο 河川1 下૚ 24�4� ϩクϩφσ
/5�0 灰
/7�0 灰

白 ᶛ期

25 須恵器 ළ 34016 河川1 下૚ ϩクϩφσ
/4�0 灰
/6�0 灰

白

26 須恵器 ௕ᰍළ 33020 河川1 下૚ 5�1 6�6
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り
಺ɿԜತݦ著

/4�0 灰
/3�0 ҉灰

白 ߱灰 ᶚ3期　ൖೖ品

27 須恵器
ᆵまたは
ළ

34016 河川1 下૚ 10�8 ϩクϩφσ
/3�0 ҉灰
10:7�1 灰白

᛽（গ） ᶜ〜ᶝ期

28 製塩土器 33015 河川1 下૚ − φσ
7�5:36�4 にぶいᒵ
5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕,	石,	金

29 須恵器 無台ഋ 38/16Ρ 河川6 2૚ 12�3 3�8 7�5
ϩクϩφσఈɿճ
స糸੾りӈ

5:8�1 灰白
5:8�1 灰白

௕,	᛽（小） ఈ外ɿ๽書 ᶚ3期

30 須恵器 有台ഋ 38/12Ρ 河川6 2૚ 10�8 3�8 6�2
ϩクϩφσ 5:6�1 灰

7�5:5�1 灰
᛽,	白 ఈ外ɿ๽書 ᶛ期

31 須恵器
ᆵまたは
ළ

33020 土石流 32�2� ϩクϩφσ
/6�0 灰
/3�0 ҉灰

石

32 土師器
ப状高台
ࡼ

3406 土石流 4�1 ϩクϩφσ
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	金 ᶞ期

33 灰釉陶器 椀 34012 土石流 7�0 ϩクϩφσ
2�5:8�1 灰白
2�5:8�1 灰白

（៛ີ）
ᶝ1〜2期　ఈ部
ଧܽか

34 製塩土器 33010 土石流 − ಺ɿφσ
7�5:35�6 明褐
7�5:36�6 ᒵ

᛽,	௕,	金

35 製塩土器 33010 土石流 −
ఈ外ɿϋέ
಺ɿ剥མにより不明

7�5:36�4 にぶいᒵ
5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕

36 製塩土器 33015 土石流 −
外ɿφσ
಺ɿ剥མにより不
明

10:36�4 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

37 土師器 無台椀 3402,	7 ᶚC 16�3 4�7 7�4
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

7�5:36�6 ᒵ
7�5:36�6 ᒵ

᛽,	白 ᶛ期

38 土師器 有台椀 3407 ᶚC 6�7 ϩクϩφσ
10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽（小） ᶞ期

39 製塩土器 34022 ᶚC − ಺ɿφσ
2�5:4�3 オリーϒ褐
2�5:6�4 にぶいԫ

᛽,	௕,	金

40 製塩土器 34011 ᶚC − ಺ɿφσ
7�5:35�4 にぶい褐
7�5:35�4 にぶい褐

᛽,	௕,	金

41 製塩土器 34012 ᶚC − ಺ɿφσ
10:36�4 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

42 製塩土器 34018 ᶚC −
಺ɿφσ
ఈ外ɿϋέ

10:35�3 にぶいԫ褐
2�5:35�6 明੺褐

᛽,	௕

43 製塩土器 3407 ᶚC − ఈ外ɿϋέ
7�5:35�3 にぶい褐
5:36�3 にぶいᒵ

᛽,	௕,	金

44 製塩土器 34011 ᶚC − φσ
7�5:37�3 にぶいᒵ
5:36�3 にぶいᒵ

᛽,	௕

45 製塩土器 35.19 ᶚC − φσ
10:35�4 にぶいԫ褐
5:35�4 にぶい੺褐

᛽,	௕,	金

46 土師器 小ᙈ 34023 ᶚ 5�9
ϩクϩφσ
ఈɿճసϔラ੾りӈ

10:35�6 ԫ褐
10:36�6 明ԫ褐

᛽,	௕
಺外ɿ一部
スス,	λー
ϧ 

47 黒৭土器 有台椀 34022 ᶚ 7�0 ϩクϩφσ
10:36�4 にぶいԫᒵ
2�5:3�1 黒褐

᛽,	௕ ᶝ1〜2期

48 土師器 有台椀 34018 ᶚ 7�0 ϩクϩφσ
7�5:37�6 ᒵ
7�5:35�4 にぶい褐

᛽,	௕（多） ᶞ期

49 土師器 小ࡼ 34022 ᶚ 10�2 3�4 6�1
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾りӈ

7�5:36�4 にぶいᒵ
7�5:35�4 にぶい褐

᛽（小） ಺ɿコή ᶞ期　౮明ࡼか

50 土師器 小ࡼ 34018 ᶚ 10�0 2�5 6�3
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

5:36�6 ᒵ
7�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕ ᶞ期

51 土師器 小ࡼ 34015 ᶚ 11�2 2�5 6�0
7�5:36�4 にぶいᒵ
5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕ ᶞ期

52 須恵器 ഋ 35/12 ᶚ 12�1� ϩクϩφσ
10:5�1 灰
10:5�1 灰

白 ᶛ期

53 黒৭土器 無台椀 34/22 ᶚB 13�5 6�6
ϩクϩφσ
ఈɿճస糸੾り

10:36�4 にぶいԫᒵ
2�5:2�1 黒

᛽,	白
外ɿ黒化ޱ ᶛ期

54 製塩土器 3402 ᶚB − ಺ɿφσ
7�5:35�4 にぶい褐
7�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕,	金

55 褐釉か ࢛ࣖᆵ 34/23 ᶚB
ᰍɿࡉಥଳ
体ɿހ状௜
ઢ

7�5:6�1 灰
7�5:6�1 灰

白

56
瀬戸・美
濃

ఱ目椀 35010 ᶙ 4�7
5:32�1 黒褐
2�5:8�2 灰白

௕（গ）

57 白磁 椀 36/22 ᶙ −
5:7�3 ઙԫ
7�5:8�1 灰白

58 青磁
൫または
ഋ

33020 ᶚB −
2�5(:6�1 オリーϒ
灰
10:8�1 灰白

ཾઘ༼系

59 青磁 ྏՖࡼ 35/19 ᶙ 12�8 ಺ɿ文༷ޱ
7�5(:6�1 ྘灰
/7�0 灰白

௕ 

60 青磁 椀 36/16 ᶙ 14�0
7�5(:6�1 ྘灰
/7�0 灰白

61 白磁 椀 3402 ᶚ 16�4
5:6�2 灰オリーϒ
7�5:8�1 灰白

椀ᶚ類

62 白磁 椀 34016 土石流 13�5
外下൒έズリ・無
釉

5:8�1 灰白
5:8�1 灰白

石（ۇ）

63 白磁 椀 34/21 ᶗC� 6�3
7�5:6�2 灰オリーϒ
7�5:8�1 灰白

ఈ部ଧܽ　高台無
釉

64 白磁 ࡼ 3901 ᶚ 5�9
5:6�2 灰オリーϒ
7�5:8�1 灰白

શ面ࢪ釉　ࡼᶟ類

65 珠洲焼 ᆵ3 34019 Ⅱ 18�1 ϩクϩφσ
/6�0 灰
/6�0 灰

᛽,	白
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土器・陶磁器観察表（3）

報告
番号

分類 出土Ґஔ 法ྔ（DN）
調੔ 文༷

଻　土
上ஈɿ外面・釉
下ஈɿ಺面・地

ࠞೖ物
	,ࠟ༺࢖
෇ண物

උߟ
種別 器種 άリッド

遺構
番号

૚Ґ ܘޱ 器高 ఈܘ
体࠷
大ܘ

66 珠洲焼 ᙈ 33/24 ᶙ −
ɿϩクϩφσޱ
体外ɿλλΩ

/6�0 灰
/5�0 灰

᛽,	白,	௕

67 珠洲焼 片ുޱ 39/24 ᶚB − ϩクϩφσ ಺ɿ೾状文
/5�0 灰
/5�0 灰

᛽,	௕

68 珠洲焼 片ുޱ 掘16Tࢼ
黒灰৭
೪土

36�0� ϩクϩφσ ಺ɿԷし目
/6�0 灰
/5�0 灰

᛽,	௕,	白

69 珠洲焼 片ുޱ 36/6 ᶙ ϩクϩφσ
ɿ೾状文ޱ
಺ɿԷし目

/5�0 灰
/3�0 ҉灰

᛽,	௕ ಺ɿࣗવ釉

70 珠洲焼 片ുޱ 33010 ᶚB 20�0� ϩクϩφσ
/3�0 ҉灰
/4�0 灰

白

71
土師質土
器

ࡼ 33015 ᶙ 12�1 − खͮくͶ
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	金,	黒
಺ɿスス,	
λーϧ 

౮明ࡼ

72
土師質土
器

ࡼ 35/13 Ⅱ 11�8 − खͮくͶ
10:35�3 にぶいԫᒵ
10:35�3 にぶいԫᒵ

金（গ）
スス,	λー
ϧ 

౮明ࡼ

73
瓷器系陶
器

ᙈ 34/19 ᶚB ԡ印
5:35�1 褐灰
7�5:35�1 褐灰

௕,	石

79 土師器 ᙈ 3901 4X102 16�5
ϋέ（ޱ上ɿφσ
上͛）

10:36�2 灰ԫ褐
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	白
外ɿススわ
ͣか

A2類

80 土師器 高ഋ
3901 4X102

16�3 11�1 ຎ໣著しく不明
10:38�4 ઙԫᒵ
10:36�1 褐灰

白（ۇ）
3901 ᶛ

81 土師器 ᙈ 3903,	4 4X106 12�5
ϋέ
୺ɿφσޱ

2�5:7�3 ઙԫ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ 外ɿススޱ A2類

82 土師器 ᙈ 3904 4X106 1૚ 2�8 ϋέ
5:36�4 にぶいᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

83 土師器 ᙈ 3904 4X106 19�6
ɿϤコφσޱ
体಺ɿϋέ

10:37�2 にぶいԫᒵ
10:38�3 ઙԫᒵ

᛽,	௕ A3類

84 土師器 ᙈ 3904 4X106 1૚ 19�1 ຎ໣著しく不明
10:38�4 ઙԫᒵ
10:36�1 褐灰

᛽,	௕ A3類

85 土師器 ᙈ 3904 4X106 20�4
ϋέ
外ɿϤコφσޱ

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ A3類

86 土師器 ᙈ 3904 4X106 22�7
ϋέ
ຎ໣著しい

2�5:7�3 ઙԫ
2�5:7�3 ઙԫ

᛽,	௕ A3類

87 土師器 ᙈ 36015 4X120 1૚ 18�0
外ɿϋέˠϤコφ
σ　　಺ɿຎ໣著
しく不明

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	黒,	金 A2類

88 土師器 ᙈ 3903 4X105 1૚ 16�9
外,	体಺ɿϋέ　ຎ
໣　　ޱ಺ɿφσ

10:38�4 ઙԫᒵ
5:37�4 にぶいᒵ

᛽,	௕,	黒,	金
（多）

A2類

89 土師器 ᙈ 3708 河川7 18�4
ɿϋέˠϤコφޱ
σ　　　体ɿϋέ

10:38�3 ઙԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ A2類

90 土師器 ᙈ 3703,	8 河川7 18�8 33�8 − 26�5
ɿϤコφσޱ
体ɿϋέ

10:35�4 にぶいԫᒵ
10:35�4 にぶいԫᒵ

᛽,	白 外ɿスス A3類

91 土師器 ᙈ 3703 河川7 13�0
外ɿϤコφσޱ
体外,	಺ɿϋέ

2�5:7�3 ઙԫ ,	
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ 小ܕ

92 土師器 ᙈ
3703,	4,	8 河川7

15�6 21�1 − 18�8
Ϥコφσ	ɿϋέ,ޱ
体ɿϋέ,	φσ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ 体外ɿスス A3類
3703,	4,	9 ᶛ

93 土師器 ᆵか 3703 河川7 5�0 ϋέ・φσ
10:33�1 黒褐
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:33�1 黒褐

᛽,	௕

94 土師器 ᙈ 3704,	8 河川7 1�6
外ɿϋέ
಺ɿφσ

2�5:3�1 黒褐
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

95 土師器 ᆵ 36/6 河川7 8�6 − 9�5 ϋέˠφσ
10:37�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	白 ఈɿ黒ൗ

96 土師器 ᆵ
36/6 河川7

8�2 10�5
ϋέ・φσ
಺ɿ接߹ࠟ࢒る

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�1 褐灰

᛽,	௕
36/7 ᶛ

97 土師器 ു 3703 河川7 13�6 4�5
外ɿϋέˠϛΨΩ
಺ɿϋέ

2�5:4�1 ԫ灰
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	白 外ɿスス

98 土師器 高ഋ 3702 河川7 19�9 ϋέˠϛΨΩ
10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�2 灰ԫ褐

᛽,	白

99 土師器 ᙈ 34/23 河川2 下૚ 19�2 ຎ໣著しく不明
7�5:35�4 にぶい褐
7�5:35�4 にぶい褐

᛽ A3類

100 土師器 ᙈ 33017 河川3 15�8
外ɿϤコφσޱ
体外,	಺ɿϋέ

10:35�3 にぶいԫᒵ
10:35�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	石 A3類

101 土師器 ᙈ 35018 河川3 −
体ɿϋέ
明ྎ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ 外ɿスス A3類

102 土師器 ᆵ 35018 河川3
1૚,	
ఈ面

11�8 23�0
ɿφσ　体外ɿޱ
ϋέ　಺ɿຎ໣著
しく不明

5:36�6 ᒵ
5:36�6 ᒵ

᛽,	௕ 部に೺खݞ

103 土師器 高ഋ 36011 河川4 1૚ 13�3
外ɿϛΨΩ
಺ɿφσ 

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕,	金

104 土師器 高ഋ 36/23 河川5 1૚ 14�3
外ɿϛΨΩ 
಺ɿφσ

7�5:37�4 にぶいᒵ
7�5:36�3にぶいԫᒵ

᛽,	௕

105 土師器 ᆵ 36/23 河川5 1૚ 7�6 − 10�0
外ɿϋέ　ҁਿ状
಺ɿφσ

10:36�2 灰ԫ褐
10:35�2 灰ԫ褐

᛽,	௕

106
弥生土器
か

ᙈか 3802 河川6 2૚ 4�8
外ɿϋέ
಺ɿφσ

2�5:32�1 ੺黒
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ 外ɿスス

107 土師器 ᆵか 3807 河川6 2૚ 4�8 φσ
5:36�4 にぶいᒵ
2�5:36�4 にぶいᒵ

᛽,	௕（গ）

108 土師器 ᆵ 3807 河川6 2૚ 9�1 φσ
10:36�4 にぶいԫᒵ
2�5:6�3 にぶいԫ

᛽,	௕

109 土師器 高ഋ
37.25 河川6

1・2
૚ 20�0

φσ 
ຎ໣著しい

2�5:6�3 にぶいԫ
2�5:7�3 ઙԫ

᛽,	௕,	石
3807 河川6 2૚

110 土師器 高ഋ
38/22・
3802

河川6 2૚ 20�0�
φσ 
ຎ໣著しい

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

111 土師器 高ഋ 3807 河川6 14�0
外ɿϛΨΩ 
಺ɿϋέ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:35�3 にぶいԫ褐

᛽,	௕

112 土師器 高ഋ 38/13 4X4 1૚ 12�8 外ɿϛΨΩ
10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

113 土師器 ᙈ 39/24 ᶛ 16�4
ɿຎ໣著しく不ޱ
明　　体಺ɿϋέ

10:37�6 明ԫ褐
10:38�6 ԫᒵ

᛽,	௕（ີ） A1類
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土器・陶磁器観察表（4）

報告
番号

分類 出土Ґஔ 法ྔ（DN）
調੔ 文༷

଻　土
上ஈɿ外面・釉
下ஈɿ಺面・地

ࠞೖ物
	,ࠟ༺࢖
෇ண物

උߟ
種別 器種 άリッド

遺構
番号

૚Ґ ܘޱ 器高 ఈܘ
体࠷
大ܘ

114 土師器 ᙈ 36015 ᶛ 18�3
体಺ɿϋέ　ຎ໣
ଞɿຎ໣著しく不
明

10:38�4 ઙԫᒵ
10:36�1 褐灰

᛽,	௕,	黒（多） A2類

115
B

土師器 ᙈ 3901 ᶛ 17�0
外ɿϤコφσ
಺ɿϋέ

10:35�3 にぶいԫ褐
10:33�1 黒褐

᛽,	白 A3類

115
C

土師器 ᙈ 3901 ᶛ − 18�9 ϋέ
10:35�3 にぶいԫ褐
10:33�1 黒褐

᛽,	白
外ɿ一部ス
ス

116 土師器 ᙈ 37.23 ᶛ 19�8 ຎ໣著しく不明
10:38�4 ઙԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕ A2類

117 弥生土器 ᙈ 38/25 ᶛ 16�2
外ɿϤコφσ
಺ɿຎ໣著しく不明

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	石 外ɿススޱ #類

118 土師器 ᙈ
38.24・
38/4

ᶛ 17�3 24�3 6�2 22�6
ɿϤコφσޱ
体外ɿϋέˠϛΨΩ
体಺ɿϋέ

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:37�2 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕ 体外ɿスス A3類

119 土師器 ᙈ 3904 ᶛ 1�5 ϋέ
5:36�4 にぶいᒵ
10:36�1 褐灰

᛽,	௕

120
弥生土器
か

ᙈまたは
ᆵ

3709 ᶛ 4�2
外ɿϋέ　ຎ໣
಺ɿφσ 

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:33�1 黒褐

᛽,	௕
外ɿススわ
ͣか

121 土師器 ᆵ
38.23・
38/3

ᶛ 29�0
外ɿϛΨΩ　ຎ໣
಺ɿφσ 

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:36�6 明ԫ褐

᛽,	௕,	金（多）

122 土師器 ᆵ 38/9,	14 ᶛ 29�0 ϛΨΩ
10:35�2 灰ԫ褐
10:34�1 褐灰

᛽,	௕,	白

123 土師器 ᆵ 3901 ᶛ 12�4 26�6 6�3 23�2
ɿϤコφσޱ
体ɿϋέ・ϛΨΩ

10:36�6 明ԫ褐
10:35�4 にぶいԫ褐

᛽,	௕,	白
体外	外,ޱ
下ɿスス

124 土師器 ᆵ 39/6
ᶚC,	
ᶛ

10�1 14�0 2�9 14�2
外ɿϛΨΩ 
ຎ໣著しく不明

2�5:7�3 ઙԫ
2�5:7�3 ઙԫ

᛽,	௕ 外ɿ੺࠼

125 土師器 ᆵ 36010 ᶛ 11�3
外ɿϛΨΩ
಺ɿφσ 

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:38�3 ઙԫᒵ

᛽,	௕,	黒

126 土師器 ᆵ
34025Ν,	
Ο

ᶛ 8�5 7�6 − 9�8
ɿϤコφσޱ
体外ɿϋέ
体಺ɿφσ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕ ఈɿ黒ൗ

127 土師器 ᆵ 36015 ᶛ 13�4
ϋέˠϤコφσ
剥མ著しい

7�5:37�4 にぶいᒵ
7�5:38�4 ઙԫᒵ

᛽,	௕,	白（多）

128 土師器 ᆵ 39/6,	17 ᶛ 15�3� ຎ໣著しく不明
ᰍ・体ɿ
ಥଳ

1035�6 ੺ ,	
2�5:8�2 灰白
10:35�1 褐灰

᛽,	௕,	石 外ɿ੺࠼

129 土師器 ᆵ
39/17・
3904

ᶚC
3�0 15�0 ຎ໣著しく不明

体ɿಥଳに
Ԝઢ文・
๮状ු文

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:35�1 褐灰

᛽,	௕
39/11 ᶛ

130 土師器 ᆵ 34025Ν ᶛ 14�3 26�1 6�5 25�3

ɿϤコφσˠϛޱ
ΨΩ　　体外ɿϋ
έˠϛΨΩ
体಺ɿϋέ

10:36�4 にぶいԫᒵ
10:33�2 黒褐

᛽,	௕,	白
体外下ɿス
ス

131 土師器 ᆵ 37016 ᶛB 6�8 ຎ໣著しく不明
5:37�6ᒵ ,	2�1 黒褐
5:36�6 ᒵ

᛽,	௕（多） ఈ外ɿ黒ൗ

132 土師器 ᆵ 3605,	10 ᶛ 24�1 ຎ໣著しく不明
7�5:36�4 にぶいᒵ
10:34�4 褐

᛽,	௕ 外ɿ੺࠼

133 土師器 ᆵ
34025Ν,	
Ο

ᶛ 7�2 33�1 体ɿϋέ　明ྎ
10:37�3 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕ ఈ外ɿ黒ൗ

134 土師器 台෇ു 3901 ᶛ 17�2 9�0 8�8

ɿϤコφσˠϛޱ
ΨΩ　　体,	٭ɿϋ
έˠϛΨΩ
಺ɿϋέ・φσ٭

7�5:37�4 にぶいᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	金（小）
（গ）

135 弥生土器 ു 36015 ᶛ 13�1 5�6 3�3 ຎ໣著しく不明
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

136 土師器 ു 39/24 ᶛ 7�5 4�5 4�5 8�4
外ɿຎ໣著しく不
明　　　಺ɿφσ

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

137 土師器 高ഋ 37/6 ᶛ
外ɿϛΨΩ
಺ɿϛΨΩ 

7�5:36�4 にぶいᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕
外ɿススわ
ͣか

138 土師器 高ഋ 3704,	9 ᶛ
外,	ޱ಺ɿϛΨΩ
಺ɿϋέ٭

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕

139 土師器 高ഋ 36/17 ᶛ 15�6
外ɿϛΨΩ ຎ໣
੄಺ɿφσ

7�5:37�6 ᒵ
7�5:37�4 にぶいᒵ

白,	᛽,	௕

140 土師器 高ഋ
38.24・
38/24

ᶛ 9�1 ຎ໣著しく不明
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	白 ੄部いͼつ

141 土師器 高ഋ 37/20 ᶛ 11�9
外ɿϛΨΩ　ຎ໣
੄಺ɿϋέˠφσ

10:36�3 にぶいԫᒵ
10:36�3 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕

142 土師器 器台 36010 ᶛ 12�2 9�1 15�0
外ɿϛΨΩ
ड಺ɿϋέˠϛΨΩ

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:36�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	金

143 土師器 器台 35015 ᶛ 8�6 6�5 11�9 ຎ໣著しく不明
10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	௕（小）

144 土師器 器台 37/1,	7 ᶛ 9�9
ϛΨΩ 
ຎ໣著しい

10:37�3 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	௕,	黒（小）

145 土師器 器台か 36010 ᶛ 10�1 ຎ໣著しく不明
10:37�3 にぶいԫᒵ
10:38�3 ઙԫᒵ

᛽,	௕,	石

146 土師器 かࠋ 38/5,	10 ᶛ 22�7 ຎ໣著しく不明
5:35�6 明੺褐
5:36�6 ᒵ

᛽,	௕,	石

147 弥生土器 ᙈ 34025 ᶚ 18�2 Ϥコφσ ɿٖԜઢޱ
10:35�4 にぶいԫ褐
10:35�6 ԫ褐

᛽,	௕,	金（গ） 外ɿススޱ #類

148 土師器 高ഋ
34/21,	
22,	23

ᶚ 18�3
外ɿϛΨΩ 　ຎ໣
಺ɿຎ໣著しく不
明

7�5:37�4 にぶいᒵ
10:37�3 にぶいԫᒵ

᛽,	白,	௕

149 土師器 ᆵ 36/17 ᶚC 14�8
外ɿຎ໣著しく不
明　　಺ɿϛΨΩ 
ϋέ࢒

10:37�4 にぶいԫᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽,	石,	金,	黒
（小）

150 土師器 ᆵ 3412 ᶚC 8�9 7�0 10�0
ᰍ〜体外上ɿϋέ
体外下,	಺ɿφσ

7�5:37�6 ᒵ
10:37�4 にぶいԫᒵ

᛽

151 土師器 ᆵ 掘7Tࢼ
灰褐৭
೪土

10�9
ϛΨΩ 
ຎ໣著しい

7�5:36�6 ᒵ
7�5:36�6 ᒵ

᛽,	௕,	金（小）

152 弥生土器 ᙈ 掘3Tࢼ
青灰৭
೪土

13�8 23�7 5�1 17�4
体ɿϋέ࢒る
ຎ໣著しい

5:34�6 ੺褐
5:36�6 ᒵ

᛽,	௕ #類
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木製品観察表（1）

土錘観察表

石器・石製品観察表

報告
番号

出土Ґஔ 法　ྔ（DN�̶）
଻土 ৭調 උߟ

άリッド ૚Ґ ௕͞ ෯ ް͞ ܘ޸ 重ྔ

74 35/22 ᶚ 5�85 5�45 5�35 1�5 148�16 石・金（小）（গ） 7�5:37�4 にぶいᒵ

75 34018 ᶚ 6�4 4�8 3�2 1�6 71�13 ௕・金（গ） 7�5:37�6 ᒵ 約1�2ܽଛ

76 3707 ᶙ 7�2 3�75 3�6 1�35 82�99
᛽・௕・金（小）
（গ）

10:35�3 にぶいԫ褐 る࢒಄ࠟࢦ

77 33019 ᶙ 4�3 3�0 3�05 1�4 29�03 ௕（ۇ） 2�5:8�4 ୶ԫ ྆୺一部ܽଛ、器面ຎ໣

78 掘2Tࢼ 埋໭し土 3�9 3�25 3�25 1�3 32�80 石・金（小）（গ） 10:36�3 にぶいԫᒵ る࢒಄ࠟわͣかにࢦ

報告
番号

分類܈ 種　類 形状・断面 木औり थ　種
出土Ґஔ 法　ྔ（DN）

උߟ
άリッド 遺構番号 ૚Ґ

௕͞
ܘޱ

෯
器高

ܘ・ް
ఈܘ

196 ༰器 曲物側൘（ఈ） ຝ目 スΪ 34021 河川1 中૚ ௕ 13�5 高 4�0 0�6 1޸ൽ௲、木ఝא

197 ༰器 曲物側൘（ఈ） ຝ目 スΪ 3406 河川1 中૚ ௕ 7�0 高 2�5 0�6 木ఝ1޸

198 ۩᛾ࡇ ۲ࡈ ൘目 スΪ 34016 河川1 中૚ 14�1 2�0 0�5

199B 不明 ๮状（֯） ൘目 スΪ 3407 河川1 中૚ 14�0 1�2 0�7

199C 不明 ๮状（֯） ൘目 スΪ 3407 河川1 中૚ 15�7 1�2 0�8

200 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 34016 河川1 中૚ 20�8 1�6 1�1

201 ༰器 挽物無台൫ 横木・ຝ目 έϠΩ 34021 河川1 下૚ 11�8

202 ༰器 挽物無台൫ 横木・ຝ目 έϠΩ 34021 河川1 下૚ 11�0 外ɿ一部୸化

203 ༰器 曲物側൘ ຝ目 スΪ 33015 河川1 下૚ ௕ 31�8 高 2�5 0�6

204 ۩᛾ࡇ ۲ࡈ ൘目 スΪ 33015 河川1 下૚ 16�7 1�7 0�4

205 ԁ形൘か ൘状 ௥ຝ目 スΪ 34021 河川1 下૚ 12�8 4�5 0�7

206 部材 ൘状 ຝ目 スΪ 3406 河川1 下૚ 17�5 4�4 0�7

207 不明 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 33020Ο 河川1 下૚ 32�8 1�1 0�6

208 ৯事۩ 箸状木製品 出࡟ スΪ 3305 河川1 9�7 0�5 0�5

209 土木材 ൘杭 ຝ目 スΪ� 34019 河川2 52�6 21�3 2�9 14$分析ᶉɿA%380〜440

210 土木材 ൘杭 ຝ目 スΪ 34019 河川2 21�3 13�6 1�2

報告
番号

種別 分類 石材
出　土　Ґ　ஔ 法ྔ　（୯ҐɿNN�̶）　

උ　　ߟ
άリッド 遺構番号 ૚Ґ ௕͞ ෯ ް͞ 重ྔ

153 横刃形石器 ؠ࠭ߗ 35017 河川3 96�0	 136�2	 25�5	 322�46	 磨ࠟɿදཪ下面

154 横刃形石器 ؠ࠭ߗ 35016 ᶚC 87�0	 121�6	 16�9	 222�07	 磨ࠟɿද下面

155 横刃形石器 ヒϯؠ 35/25 ᶚ 85�7	 123�0	 18�7	 221�03	 磨ࠟɿཪ面

156 横刃形石器 ؠ࠭ߗ 不明 不明 83�4	 101�8	 18�5	 176�65	

157 横刃形石器 ؠ࠭ߗ 3408 ᶚC 74�8	 120�5	 15�7	 144�70	 磨ࠟɿཪ面

158 石֩ ؠ࠭ߗ 37/20 ᶛ 192�0	 273�5	 59�0	 3880�00	

159 石錘 ҆山ؠ 3807 ᶙ 77�0	 110�5	 27�5	 305�60	

160 石錘 ؠ࠭ 36015 ᶙ 64�0	 88�0	 26�0	 166�40	

161 石錘 ҆山ؠ 掘2Tࢼ 青灰৭೪土 102�0	 80�0	 76�0	 635�74	 ෩化ਐΉ

162 磨石類 磨�Ꮟ下 流໲ؠ 35023 河川3 1૚ 178�5	 62�5	 58�0	 980�83	

163 磨石類 磨�Ꮟද上 ヒϯؠ 3902 4X102 116�0	 82�5	 55�0	 723�02	 片୺ܽଛ

164 磨石類 磨�Ꮟ下 ヒϯؠ 3605 ᶛ 166�0	 93�0	 31�5	 832�87	

165 砥石 ؠ࠭ 35023 河川3 ఈ面 228�0	 128�0	 30�5	 1270�98	 砥面1面

166 台石 ҆山ؠ 33020 河川1 下૚ 321�5	 218�5	 76�5	 10150�00	 දɿ磨ࠟ・Ꮟଧࠟ

167 砥石 ؠ࠭ 33020 土石流 243�5	 169�0	 55�0	 3455�00	 砥面3面、දɿ磨ࠟ・刃物ࠟ　河川1上

168 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025 ᶛ 13�7	 9�8	 9�7	 2�30	

169 棗玉 未成品 多֯ப 石׈ 37/15Ρ 河川6 1૚ 11�6	 9�1	 8�8	 1�78	

170 棗玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 34025Ν ᶛ 12�7	 8�8	 7�9	 1�66	 1�3NNܘ޸

171 棗玉 未成品 多֯ப 石׈ 36016 ᶚC 14�6	 7�6	 7�4	 1�56	

172 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 12�4	 8�2	 8�1	 1�47	

173 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 9�0	 7�7	 6�5	 0�80	

174 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34020Ρ ᶛ 8�2	 6�6	 6�1	 0�59	

175 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 8�0	 6�4	 6�3	 0�56	

176 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 7�7	 7�4	 7�3	 0�72	

177 棗玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025Ν ᶛ 6�8	 7�8	 7�7	 0�66	

178 棗玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 34025Ν ᶛ 10�8	 8�4	 7�8	 1�21	 2�0NNܘ޸

179 棗玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 14�7	 8�3	 8�5	 2�04	 2�0NNܘ޸

180 棗玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 34025Ν ᶛ 14�5	 9�8	 9�3	 2�39	 1�8NN〜1�6ܘ޸

181 棗玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 9�0	 8�2	 7�9	 1�14	 1�8NNܘ޸

182 臼玉 未成品 ઠ޸中 ऄ໲ؠ 36/9 ᶛB 5�9	 7�5	 7�4	 0�58	 2�1NNܘ޸

183 臼玉 未成品 多֯ப ऄ໲ؠ 34025 ᶛ 4�7	 6�6	 6�0	 0�38	

184 臼玉 未成品 ઠ޸後੔形 ऄ໲ؠ 36/8 ᶚC 5�0	 7�4	 4�7	 0�27	 2�1NN　約1�2ܽଛܘ޸

185 臼玉 未成品 ઠ޸後੔形 ऄ໲ؠ 36/8 河川5 1૚ 3�5	 7�9	 7�5	 0�35	 2�0NNܘ޸

186 臼玉 未成品 ઠ޸後੔形 石׈ 36/8 河川5 1૚ 8�5	 11�9	 2�3	 0�39	 1�8NN〜1�4ܘ޸

187 臼玉 未成品 ઠ޸後੔形 石׈ 36/8 河川5 1૚ 7�5	 9�9	 1�7	 0�22	 1�7NN〜1�5ܘ޸

188 臼玉 未成品 ઠ޸後੔形 石׈ 36/8 河川5 1૚ 8�2	 8�0	 2�1	 0�25	 1�7NN〜1�3ܘ޸

189 臼玉 成品׬ 石׈ 36/8 河川5 1૚ 5�4	 5�4	 2�4	 0�12	 1�3NNܘ޸

190 勾玉 未成品 ൒月形か ऄ໲ؠ 36/9 ᶚC 12�0	 8�3	 3�8	 0�76	

191 勾玉 未成品 ൒月形 ऄ໲ؠ 34011 河川1 中૚ 24�7	 13�2	 5�3	 2�77	

192 勾玉 未成品 ൒月形 ऄ໲ؠ 34025Ο ᶛ 18�0	 10�5	 3�6	 1�30	

193 勾玉 未成品 形$ٯ 石׈ 35/16Ν ᶛ 13�8	 9�3	 3�2	 0�65	

194 勾玉 未成品 形$ٯ ヒスイ 34025Ο ᶛ 21�6	 13�4	 7�5	 3�51	

195 原石 ヒスイ 3609 1124 37�6	 36�7	 25�2	 57�63	

凡例：

थ種ɿ�ʹ2007年分析、ͦのଞʹ2014年分析　法ྔɿ（　　）ʹ࢒存ܘ
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木製品観察表（2）

報告
番号

分類܈ 種　類 形状・断面 木औり थ　種
出土Ґஔ 法　ྔ（DN）

උߟ
άリッド 遺構番号 ૚Ґ

௕͞
ܘޱ

෯
器高

ܘ・ް
ఈܘ

211 ๰৫۩ 糸巻の枠木 ๮状 出࡟ スΪ� 36/23 河川5 1 23�8 1�9 2�3 14$分析ᶊɿA%680〜780

212 杭か ๮状（֯） 出࡟ スΪ 38/1 河川6 3 41�1 3�4 2�1

213 杭か ๮状（֯） 出࡟ スΪ 37/5 河川6 1 62�9 4�6 1�8

214 不明 ൘状 ൘目 スΪ 38/22 河川6 1 17�5 5�9 1�2

215 土木材 杭か ๮状（֯） 分ׂ（৺ڈ） スΪ� 36/9 1145 19�4 6�1 5�1

216 不明 ๮状（平） 出࡟ スΪ 38/12 杭22 26�4 2�3 1�3

217 不明 ๮状（֯） 出࡟ スΪ� 37/5 杭23 45�6 3�7 3�5

218 杭か ๮状（ԁ） ؙ木
トωリコଐ
トωリコઅ

38.23 杭12 8�0 1�8 1�4

219 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 πϒラδイ 38.23 杭18 14�1 2�5 2�2

220 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 λラノΩ 3708 杭30 15�1 3�6 2�9 थൽ一部࢒存

221 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 λラノΩ 3708 杭34 12�2 3�4 2�2

222 土木材 杭 ๮状（֯） 出 クリ࡟ 34/21 杭51 62�4 7�4 6�2

223 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 クリ 3709 杭36 13�6 2�9 2�9

224B 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 スμδイか 37012 杭39 10�5 3�1 2�6

224C 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木 スμδイ� 37012 杭39 22�9 3�2 2�5 14$分析ᶋɿA%1290〜1390

225 土木材 杭 ๮状（ԁ） ؙ木
マπଐෳҡ
؅ଋѥଐ

35/21 杭43 20�2 4�4 4�1 थൽ࢒存

226 工۩ ฟ杓子 ຝ目 スΪ� 3501 ᶚC 21�3 5�6 0�8

227 ԁ形൘か ୹࡭状 ௥ຝ目 スΪ 34024 ᶚC 12�5 2�6 0�6

228 不明 ୹࡭状 ຝ目 スΪ 34017 ᶚC 5�4 4�2 0�7 ཪ面୸化

229 ৯事۩ 箸状木製品 出࡟ スΪ 3405 ᶚC 15�0 0�7 0�6

230 不明 ๮状（平） 出࡟ スΪ 34/24 ᶚC 18�0 2�5 1�2

231B ༰器 曲物側൘ ຝ目 スΪ 35016 ᶚC ௕ 9�3 高 1�4 0�5 ௲͡1޸

231C ༰器 曲物側൘ ຝ目 スΪ 35016 ᶚC ௕ 7�4 高 1�5 0�4 ௲͡2޸

232 部材 ൘状 ຝ目 スΪ 34013 ᶚC 14�1 14�5 0�8
中৺Ⴁりൈきか。1޸2޸ରか、אൽ
௲、ཪ面一部୸化

233 ༰器 曲物ఈ൘（ఈ） ຝ目 スΪ
33/24,	25、
34/21〜23

ᶚC 12�9 13�5 0�8 木ఝ（2࢒）4޸

234 ൒ԁ形൘か ൘目 スΪ 35016 ᶚC 15�6 0�6 1�7 上୺わͣかに୸化

235 土木材 杭 ๮状（֯） 出࡟ クリ 3504 ᶚC 12�4 3�9 2�9

236 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 34023 ᶚC 8�9 1�3 1�3

237 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 3506 ᶚC 15�6 1�6 1�4

238 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ
33/24,	25、
34/21〜23

ᶚC 30�7 2�6 2�3

239 部材 ൘状 ൘目 スΪ 34011 ᶚC 39�4 7�1 1�4

240 不明 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 34/25 ᶚC 44�5 3�9 2�4 ද面୸化

241 ෰০۩ 連ࣃ下駄 ௥ຝ目 Ϟクレϯଐ 3504 ᶚ 15�1 6�9
台 1�2

શ体3�5
ॹ1�5〜1�3ܘ޸DN

242 ෰০۩ 無ࣃ下駄 ௥ຝ目 スΪ� 35021Ο ᶚ 14�9 7�3 1�1

243 ෰০۩ ࣃ　下駄ࣃࠩ ൘目 Ϟクレϯଐ 3409 ᶚ 8�6 12�6 1�9

244 ༰器 漆器椀 横木・ຝ目 έϠΩ 34/25 ᶚ （8�1）

245 ༰器 ֖൘か ൘状 ൘目 スΪ 35/19 ᶚ 13�1 1�3 中央にԁ޸か、௚1�5ܘDN

246 ༰器 曲物ఈ൘ ൘目 スΪ 34016 ᶚ 20�6 12�7 1�3 木ఝ2޸、ද面一部୸化

247 ৯事۩ 箸状木製品 出࡟ スΪ 37.24 ᶚ 12�8 6�5 0�5

248 調ཧ加工۩ 杓子か 横木・ຝ目 ϑサβクラ 37/6 ᶚ ௕ 11�6 （ؙఈ） ୹ล7�15DN、器ް1�5〜1�9DN

249 ๰৫۩ 錘か ๮状（ԁ） ؙ木 ϠφΪଐ 34/18 ᶚ 12�0 3�6 3�1

250 ๰৫۩ 錘か ๮状（ԁ） ؙ木 ノリ΢πΪ 38/12 ᶚ 14�9 3�6 3�3

251 不明 加工材 分ׂ（৺ڈ） スΪ 3701 ᶚ 13�0 4�7 4�0 ೺खまたは๰৫機の一部か

252 不明 ๮状（平） ൘目 スΪ 3511 ᶚ 19�0 3�1 0�7

253 不明 ൘状 ൘目 スΪ 35011 ᶚ 22�1 6�2 1�4

254 不明 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 39/21 ᶚ 5�7 2�6 2�0

255 不明 加工材 ൘目 スΪ 3807 ᶚ 11�0 6�3 2�0

256 部材 ୹࡭状 ຝ目 ヒノΩ 35/19 ᶚ 11�6 4�1 0�3

257 部材 ൘状 ൘目 スΪ� 36/21 ᶚ 11�9 5�2 2�1 本体・૊߹材と΋スΪ

258 部材か ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 36/16 ᶚ 35�3 2�7 2�8

259 不明 ๮状（平） ൘目 Ξスφϩ 35/19 ᶚ 5�0 1�6 0�6

260 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 35/19 ᶚ 11�7 1�3 1�0

261 不明 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 35/13 ᶚ 16�7 1�7 1�4

262 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 35/16 ᶚ 13�4 1�9 1�5

263 不明 ๮状（ԁ） 出࡟ スΪ 37.23 ᶚ 16�8 2�6 2�1

264 部材 ๮状（平） 出࡟ スΪ 34021 ᶚB 39�9 3�3 1�9

265 部材 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 34021 ᶚB 23�8 3�4 2�5

266 ༰器 漆器椀 横木・ຝ目 ϒφଐ 37.25 ᶙ （5�8） ಺外ɿ黒漆ృ　੺漆文༷

267 ༰器 漆器椀か 横木・ຝ目 ϒφଐ 3701 ᶙ 外ɿ黒漆　಺ɿ੺漆

268 不明 ൘状 ൘目 スΪ 37/25 ᶙ 8�5 1�9 0�6

269 ৯事۩ 箸状木製品 出࡟ スΪ 36/14 ᶙ 12�6 0�7 0�4

270 不明 ൘状 ຝ目 スΪ 3609 ᶙ 13�9 （14�0） 0�7 ෯はਪఆ஋

271 部材 ୹࡭状 ຝ目 ヒノΩ 35/24 ᶙ 8�1 2�9 0�6

272 部材 ๮状（֯） 出࡟ スΪ 36/5 ᶙ 21�4 1�9 1�1

273 部材 ൘状 ൘目 スΪ 36015 ᶙ 28�1 6�9 1�2

274 ࣗવ木 ؙ木
クマノϛズ
Ω類

35015 河川4 1� 14$分析ᶌɿA%775〜875

275 ࣗવ木 ؙ木 スΪ 38/3 4X102D 1 14$分析ᶍɿ#$5〜A%55
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0 9〜14（1ɿ40） 2N 0 15〜29（1ɿ20） 1N

河川4
	 1	 褐灰৭シϧト（10:34�1）	 ೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をわͣか、地山（ᶛ૚）をマーϒϧ状にわͣか、2〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 2	 ԫ灰৭シϧト（2�5:4�1）	 ೪性ڧ、しまり࠭ࡉ。ڧをわͣか、1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 3	 黒৭（5:2�1）〜黒褐৭（2�5:3�1）೪質シϧト　೪性ڧ、しまりڧ。୸化物を多く、灰৭シϧトをマーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 4	 灰৭（5:5�1）〜青灰৭（5#(5�1）〜オリーϒ灰৭（5(:5�1）೪質シϧト　೪性ڧ、しまり10〜5ܘ。ڧNNの୸化物を多く、黒褐৭೪質シϧトをマーϒϧ状に多く含Ή。

	
	 河川4
	 1	 褐灰৭シϧト（10:34�1）	 ೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭わͣか、地山をマーϒϧ状にわͣか、5〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 1�	 褐灰৭シϧト（10:34�1）	 ೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭を多く、地山をϒϩック状に多く、5〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。

河川5
	 1	 灰৭（5:5�1）〜ԫ灰৭（2�5:5�1）シϧト　೪性ڧ、しまりڧ。ૈ࠭・୸化物を多く含Ή。
	 2	 ԫ灰৭シϧト（2�5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。ૈ࠭を͝くわͣか含Ή。

河川5
	 1	 黒褐৭（10:33�1）〜ԫ灰৭（2�5:4�1）シϧト　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 　。1NNの୸化物をわͣか、ૈ࠭をわͣか、地山（ᶛB૚）をマーϒϧ状に多く含Ήܘ

4X2
	 1	 褐灰৭シϧト（10:34�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 5NNの୸化物͝くわͣか、地山（ᶛB૚）を〜1ܘ
	 	 マーϒϧ状に多く含Ή。

河川4
	 1	 褐灰৭ૈ࠭ࠞ͡りシϧト（10:34�1）	೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をわͣか、ᶛ૚土をマーϒϧ状にわͣか、1ܘ〜

2NNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 2	 ԫ灰৭ࠞ࠭͡ࡉりシϧト（2�5:4�1）	 ೪性中、しまり࠭ࡉ。ڧわͣか、1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 3	 黒৭（5:2�1）〜黒褐৭（2�5:3�1）೪質シϧト　೪性ڧ、しまりڧ。୸化物を多く、ᶛ૚土をマーϒϧ状にわ

ͣか含Ή。
	 4	 褐灰৭ૈ࠭ࠞ͡りシϧト（10:34�1）	೪性中、しまりڧ。ૈ࠭をわͣか、10〜1ܘNNの୸化物をわͣか、ᶛ

૚土をマーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 5	 褐灰৭೪質シϧト（10:34�1）	 ೪性ڧ、しまり15〜2ܘ。ڧNNの୸化物をわͣか、ᶛ૚土をマーϒϧ

状にわͣか含Ή。
			4%10　オリーϒ褐৭（2�5:4�4）をج調とするૈ࠭　೪性なし、しまりڧ。ԫ灰৭シϧトをマーϒϧ状にۃΊて多

く、2〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
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0 30〜33（1ɿ40） 2N

0 34〜41（1ɿ20） 1N

河川6
	 1	 ҉オリーϒ灰৭࠭質シϧト（5(:4�1）　೪性なし、しまりڧ　上部は明྘灰৭（7�5(:7�1）になる。੢側に集中してݓ大〜人಄大の᛽を含Ή。
	 	 明ԫ褐৭（2�5:6�6）࠭ࡉをϒϩック状に含Ή。
	 2B	 にぶいԫ৭೪質土（2�5:6�3）೪質土ʴԫ灰৭೪質土（2�5:4�1）マーϒϧ状　೪性中、しまり中　下൒に૚状の2D૚がޓ૚でࠞ͡る。
	 2C	 灰৭೪質土（7�5:4�1）・にぶいԫ৭೪質土（2�5:6�4）・྘灰৭（6�1:)7�5）࠭ࡉのޓ૚　有機物を含Ή。୸化物をগྔ、੢側に集中してݓ大〜人಄大の᛽を含Ή。
	 2D	 ԫ褐৭（2�5:5�6）・྘灰৭（7�5(:5�1）中࠭〜小᛽　೪性なし、しまりڧ

河川6
	 1	 黒褐৭（10:33�1）〜褐灰৭（10:34�1）シϧト　೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をわͣか、5〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。平҆包含૚（ᶚ૚）がམͪࠐんͩ΋の。
	 2	 黒褐৭（10:33�1）〜褐灰৭（10:34�1）シϧト　೪性ऑ〜中、しまりڧ。ૈ࠭を多く、地山（ᶛB૚）をマーϒϧ状に多く、5〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 3	 褐灰৭シϧト（10:34�1）	 ೪性なし〜ऑ、しまりڧ。ૈ࠭を多く、地山をマーϒϧ状にۃΊて多く、2ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 4	 黒褐৭シϧト（10:33�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。地山をϒϩック状に多く、࠭ࡉをわͣか、3ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 5	 ྘灰৭࠭質シϧト（5(5�1）	೪性ऑ〜中、しまり3〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか、褐灰৭シϧトをマーϒϧ状にわͣか含Ή。地山（ᶛC૚）にۙࣅ。

19
	 1	 ԫ灰৭೪質シϧト（2�5:4�1）
	 	 ೪性ڧ、しまりڧ。ૈ࠭わͣか、
	 	 。3NNの୸化物を多く含Ή〜1ܘ
	 2	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	
	 	 ೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの୸化物
	 	 わͣか、ૈ࠭を͝くわͣか含Ή。

4X4
	 1	 黒褐৭シϧト（10:33�1）	೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をわͣか、地山（ᶛ૚）をマーϒϧ状に多く、ݓ大前後の᛽わͣか、
	 	 。5NNの୸化物を͝くわͣか含Ή〜1ܘ
4X102C
	 1	 青灰৭೪質シϧト（5#(5�1）	 ೪性ڧ、しまり1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 2	 ྘灰৭シϧト（5(5�1）	 ೪性中、しまりڧ。ૈ࠭をۃΊて多く含Ή。
	 3B	 灰৭೪質シϧト（7�5:5�1）	 ೪性ڧ、しまり10〜1ܘ。ڧNNの୸化物を多く、ૈ࠭をわͣか含Ή。
	 3C	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	 ೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
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1123
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 3NNの୸化物を͝くわͣか、地山（ᶜB૚）を〜1ܘ
	 	 マーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山（ᶜB૚）をマーϒϧ状にۃΊて多く含Ή。
1124
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 1NNの୸化物を͝くわͣか、地山（ᶜB૚）をܘ
	 	 マーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 5NNの୸化物をわͣか、地山（ᶜB૚）を〜1ܘ
	 	 マーϒϧ状にわͣか含Ή。

4,130
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状にۃΊて多く、2〜1ܘNNの
	 	 ୸化物を͝くわͣか含Ή。

1149
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 2NNの୸化物をわͣか、地山をマーϒϧ状〜1ܘ
	 	 にわͣか含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 1NNの୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧܘ
	 	 状に多く含Ή。

1141
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 。2NNの୸化物をわͣか、地山をϒϩック状にわͣか含Ή〜1ܘ
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 。1NNの୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧ状に多く含Ήܘ

1142
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 1NNの୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧ状にܘ
	 	 。Ίて多く含Ήۃ

1146
	 1	 灰৭（5:5�1）೪質シϧト	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 2NNの୸化物を多く、地山をマーϒϧ状に〜1ܘ
	 	 わͣか含Ή。 1145

	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまり2〜1ܘ。ڧNNの
	 	 ୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの
	 	 ୸化物͝くわͣか、地山をマーϒϧ状に͝くわͣか含Ή。
	 3	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（5(:5�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 灰৭（5:4�1）೪質シϧトをマーϒϧ状にわͣか、
	 	 ૈ࠭を͝くわͣか含Ή。

1133
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山（ᶜB૚）をマーϒϧ状にわͣか、2ܘNNの
	 	 ୸化物を͝くわͣか含Ή。

1134ɼ1135ɼ1136
	 1134�1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 、10NNの୸化物を͝くわͣか〜1ܘ
	 	 地山をマーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 1135�1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 、3NNの୸化物を͝くわͣか〜1ܘ
	 	 地山をマーϒϧ状にわͣか含Ή。
	 1135�2	 灰৭೪質シϧト（5(:5�1）	೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 灰৭೪質シϧトをマーϒϧ状に多く含Ή。
	 1136�1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 、3NNの୸化物を͝くわͣか〜1ܘ
	 	 地山をマーϒϧ状に多く含Ή。

1121
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状にわͣか、5〜1ܘNNの୸化物を
	 	 わͣかに含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状に多く含Ή。

1126
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 、5NNの୸化物をわͣか、ૈ࠭を͝くわͣか〜1ܘ
	 	 地山をマーϒϧ状にわͣか含Ή。

1137ɼ1138
	 1137�1	 ྘灰৭೪質シϧト（5(5�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 。ࣅ1NNの୸化物を͝くわͣか含Ή。ᶛB૚にۙܘ
	 1138�1	 ᶛC૚がམͪࠐんͩ΋のであるが、ए҉ׯΈをଳͼた৭調。

1128
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）　
	 	 ೪性ڧ、しまり2〜1ܘ。ڧNNの୸化物を
	 	 ͝くわͣか含Ή。

1115
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	೪性ڧ、
	 	 しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状に多く、2〜1ܘNNの
	 	 ୸化物を͝くわͣか含Ή。

1109
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状にわͣか、2〜1ܘNNの୸化物を
	 	 ͝くわͣか含Ή。
	 2	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状にۃΊて多く、2ܘNNの୸化物を
	 	 ͝くわͣか含Ή。

1110
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）
	 	 ೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 地山をマーϒϧ状に多く含Ή。

4X152
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）　೪性ڧ、しまり2〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか、
	 	 地山をマーϒϧ状に多く含Ή。

4X120
	 1	 灰৭（5:4�1）〜オリーϒ灰৭（5(:5�1）೪質シϧト　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 。3NNの୸化物を多く、地山をマーϒϧ状に多く含Ή〜1ܘ

4X119
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）　೪性ڧ、しまり10〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧ状に多く含Ή。
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0 （1ɿ40） 2N

河川7
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの୸化物をわͣかに含Ή。特に下Ґに多い。ᶛB૚にۙࣅするが৭調がやや҉Ί。
	 2	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。ᶛC૚にۙࣅするが৭調がやや҉Ί。
	 3	 ԫ褐৭（2�5:5�4）をج調とするૈ࠭	 ೪性なし、しまりڧ。地山をマーϒϧ状にわͣかに含Ή。
1108
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	೪性ڧ、しまり2〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。

4X105
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 。5NNの୸化物を͝くわͣか、地山をマーϒϧ状に多く含Ή〜1ܘ

河川7
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	೪性ڧ、しまり10〜1ܘ。ڧNNの୸化物をわͣかに含Ή。
	 2	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）	೪性ڧ、しまり5〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。

4X102
	 1	 灰৭シϧト（5:4�1〜5:5�1）	 ೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をۃΊて多く、2〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 2	 灰৭（5:4�1）〜オリーϒ灰৭（5(:5�1）　೪質シϧト೪性ڧ、しまりࡉ。ڧ・ૈ࠭わͣか、3〜1ܘNNの୸化物をわͣかに含Ή。
4X102C
	 1B	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）　೪性ڧ、しまり3〜1ܘ。ڧNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 1C	 オリーϒ灰৭（2�5(:5�1）〜灰৭（5:5�1）シϧト　೪性ऑ〜中、しまりڧ。ૈ࠭をわͣかに含Ή。
	 2	 ྘灰৭ૈ࠭〜シϧト（5(5�1）	 ೪性なし〜ऑ、しまりڧ
	 3	 灰৭（5:5�1）〜オリーϒ灰৭（2�5(:5�1）೪質シϧト　೪性ڧ、しまり5〜1。ڧNNの୸化物をわͣかに含Ή。
4X102D
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）	 ೪質ڧ、しまりऑ。20〜1ܘNNの୸化物をわͣかに含Ή。
Ξ	 ֧ཚ黒褐৭（2�5:3�1）〜灰৭（5:4�1）　೪質シϧト೪性ڧ、しまりڧ。୸化物を多く、෗২物をわͣか含Ή。
イ	 ֧ཚ灰৭೪質シϧト（7�5:5�1）	೪性ڧ、しまりڧ。୸化物をわͣかに含Ή。

4%151
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（5(:5�1）	
	 	 ೪性ڧ、しまり1ܘ・࠭ૈ。ڧNNの
	 	 ୸化物を͝くわͣか含Ή。

4X102
	 1	 灰৭シϧト（5:4�1〜5:5�1）	 ೪性ऑ、しまりڧ。ૈ࠭をۃΊて多ྔに、2〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。
	 2	 灰৭（5:4�1）〜オリーϒ灰৭（5(:5�1）೪質シϧト	 ೪性ڧ、しまり10〜1ܘ、࠭ૈ・ࡉ。ڧNNの୸化物をわͣか、地山をマーϒϧ状に多く含Ή。

4X107
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（5(:5�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 ૈ࠭を多く、2〜1ܘNNの୸化物を͝くわͣか含Ή。

4X101
	 1	 オリーϒ灰৭೪質シϧト（2�5(:5�1）　೪性ڧ、しまりڧ。
	 	 ୸化物をۃΊて多く、ૈ࠭をわͣか含Ή。

4X103
	 1	 灰৭೪質シϧト（7�5:4�1）　೪性ڧ、
	 	 しまりऑ。地山をマーϒϧ状に多く、
	 	 。5NNの୸化物を͝くわͣか含Ή〜1ܘ

4X106
	 1	 灰৭೪質シϧト（5:4�1）　೪性ڧ、しまり30〜2ܘ。ڧNNの୸化物をわͣか、
	 	 地山をマーϒϧ状に多く含Ή。
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図 版 26遺跡ԕܠ、河川 本૚ংج、6・2
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Ⅵb

Ⅵb'

177
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河川 7　遺物出土状況杭 46　断面（東から）

河川 1（33O）　土器（23）出土状況（北西から）上層　完堀（南西から）

34O25 土器・玉類未成品出土状況（南西から） 36N　土器（139）出土状況（東から）

下層　完堀（上から）

図 版 27 上૚・下૚׬掘、杭 46、遺物出土状گ



　棗玉未成品　穿孔部断面墨書土器

玉類未成品古代の土器

古墳時代の土器

図 版 28古墳時代の土器、古代の土器、๽書土器、玉類未成品、棗玉未成品のઠ޸部断面



SX102b

砂礫層

Ⅴa

Ⅴb

Ⅴa

Ⅴb

河川 1（34O）　土器（14）出土状況（南西から）河川 1・2　断面（北西から）

河川 1　断面（北から）SX4・SX102b　断面（南東から）

SX2　断面（西から）SD10　断面（西から）

P9　完堀（西から）P9　断面（西から）

図 版 29 上૚　遺構（1）1、4%、4X、河川 1・2



河川 3　完堀（北西から）河川 3（35O）　石製品（165）出土状況（西から）

河川 3（35O）　遺物出土状況（南から）河川 1～ 3　完堀（南から）

河川 2　自然木出土状況（北から）河川 2　板杭（左：210、右：209）断面（北から）

河川 1　完堀（北西から）河川 1（34O）　土器（20）出土状況

図 版 30上૚　遺構（2）河川 1〜 3



SD10

河川 6（38N）　土器（30）出土状況（南から）

河川 6（38M）　断面（北から）

河川 6（38N）　土器（29）出土状況（南から）

河川 5　完堀（南から）

河川 4　完堀（南から） 河川 5（36O）　遺物出土状況（北西から）

河川 4（35・36O）　断面（南東から）河川 4　断面（西から）

図 版 31 上૚　遺構（3）河川 4〜 6
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Ⅵb'
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杭 48・49　断面（南東から）杭 42　断面（南から）

杭 25・24　断面（南から）杭 24～ 42　断面（南東から）

杭 23　断面（南西から）杭 11～ 21　断面（南から）

河川 6・SX4　完堀（南から）河川 6・SX3　断面（北西から）

図 版 32上૚　遺構（4）河川 6、4X、杭
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P115　断面（南東から）P108　断面（南から）

SD151　完堀（北東から）SK130　断面（南から）

上層　完堀（東から）35O　Ⅳ b 層　木製品（226）出土状況

35O　Ⅳ層　木製品（242）出土状況杭 50・51　断面（東から）

図 版 33 上૚　遺構（5）杭、遺物出土状׬、گ掘　　下૚　遺構（1）4,、4%、1
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SX103　断面（東から）SX102c　断面（南東から）

SX102b　断面（東から）SX102　断面（南東から）

P141　断面（北西から） P145　断面（南から）

P137・138　断面（南から）P134 ～ 136　断面（西から）

図 版 34下૚　遺構（2）1、4X



Ⅳ
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河川 7　断面（西から）河川 7　断面（南から）

SX152　断面（南から）SX120　断面（東から）

SX119　断面（南東から）SX105　断面（南から）

SX106　断面・遺物出土状況（北西から）SX106　断面・遺物出土状況（南東から）

図 版 35 下૚　遺構（3）4X、河川 7



河川 6

127127

39N　土器（129）出土状況（北から）38N　土器出土状況（北から）

37O　土器出土状況（南から）37N　遺物出土状況（東から）

37N　遺物出土状況（南から）36・37N　遺物出土状況（西から）

36O　遺物出土状況（東から）河川 7（37O）　遺物出土状況（東から）

図 版 36下૚　遺構（4）遺物出土状گ



河川 7

遺跡全景（南から）遺跡全景（北東から）

作業風景（西から）下層　完堀（東から）

下層　完堀（北東から）下層　36・37ライン完堀（南から）

39O　土器出土状況（東から）39O　土器出土状況（東から）

図 版 37 下૚　遺構（5）遺物出土状׬、گ掘、શܠ
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番地 1ほか

15216 281 37 度
03分
10秒

137 度
54分
0秒

20070801 〜
20071221

2,040㎡ 一般国道８号
糸魚川東バイ
パス建設

所収遺跡名 種別 時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

横マクリ遺跡 遺物包含地 弥生時代後期 土器

遺物包含地 古墳時代前期
〜中期

河川 1条・
ピット

土器、玉作関連資料（棗玉・勾玉・臼
玉未成品、剥片、ヒスイ原石）、石器・
石製品（横刃形石器、石錘、磨石類、
砥石、台石）

遺物包含地 古代〜中世 河川 6条 土師器、須恵器、灰釉陶器、製塩土器、
青磁・白磁・褐釉・珠洲焼・瀬戸焼・
美濃焼・瓷器系陶器・土師質土器、木
製品（糸巻枠・下駄・曲物・漆器・挽物・
箸状木製品・杓子・部材・杭など）

要　　約

　古墳時代前期〜中期においては、棗玉の製作を主体とする玉作遺跡であるが、住居や工房などの遺
構の存在は不明である。古代においては、小河川が平行して流れており、土師器無台椀と製塩土器が
多く出土した。遺跡は度重なる土石流によって埋没したことが判明した。本遺跡からは弥生時代後期〜
中世まで断続的に遺物が見つかっているが、古墳時代前期〜中期以外の時期の遺物は、山側に隣接す
る田伏山崎遺跡に由来する可能性が高い。
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